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　僕、深み澄すみ真まことの指示で、ロッツガルド学園敷地内の廃虚区画を調査していたライムラテとの連絡が途絶えた──。

　いつもなら開店前の清掃には必ず戻ってくるのに。それどころか、昨夜ライムが最後にいた場所に、戦闘の痕跡まで見つかった。

　僕の従者である元死霊リッチの識しきに、ロナさんの動向を追わせていたけど、昨夜の彼女に動きはなかった。ロナさんは正体を偽って学園に潜り込んでいる魔族の女性だ。目的はよくわからないんだけど、よりにもよって僕の生徒の一人だったりするんだよね……。そんないかにも怪しいロナさんじゃないとすると、一体何があったんだ？

　共に行動していたはずの森もり鬼おにのアクアとエリスは何事もなく戻ってきている。彼だけが危険を伴うような場所に近づいたんだろうか。でもそんな報告は受けていない。

「ライムさん、あとは商人ギルドに顔を出して戻ると言っていたのですが」

　アクア曰く、彼女達と別れたあとに何か起こったようだ。

「見敵必殺の指示もないのに戦闘は不自然。あの人ならまず逃げる。そして尾行する」

　必ず殺せとか、僕はそんな指示を出した事は一度もないよ、エリス。

　確かに、ライムが姿を消したらしい戦闘跡地は、二人とライムが別れた場所から商人ギルドへ向かう途中の通りだった。それにしても、彼はたとえいきなり襲撃されてもあっさりやられるような腕じゃない。刃を交えながらも逃げてやり過ごし、戻る相手を尾行して僕に報告する。それが出来る人だ。

　となると、考え難にくいけど逃走さえさせてもらえないほどの相手だったのか。この学園都市に、新たな腕利きでも入ってきたのかな。どこかの商人に専属で雇われた冒険者というパターンなら考えられなくもない。

　僕と識、森鬼達は今、ドワーフに店を任せ、店の二階で話してるけど、こうしていられるのも忙しくなるまでの間だ。流石にドワーフ達だけで店を回させるのは酷だから、アクアとエリスにも店に戻ってもらわないといけない。どの道、ライムが捕まるかやられるかしたのなら、二人の実力では同じようにやられる可能性が高い。

　僕と識で動くのが妥当だろう。

　ライムの危機だというのに僕がまだ落ち着いていられるのは、戦闘の痕跡を調べた識が命は無事だろうと言ってくれたからだ。勿論、それを妄信してのんびりと探す気はない。一刻も早く助けるつもりでいる。戦闘で命を落としていないからといって、今も無事とは限らないし。ただ、攫さらった以上は相手にも何か目的があると思うから、少しは時間の猶ゆう予よがあるはず。

「ライドウ様、どうやら一杯食わされたのかもしれません」

　識が僕に言う。

「……ロナさんに動きはなかったんだろう？」

「ええ。ですが、以前聞いた念話の妨害、祝福を抑制する指輪の話と状況が一致します。何やら奇妙な力の流れが。どうやら、ライムはこちらに連絡させてもらえなかったのではないかと。このような技術は魔族しか持ち得ないかと思いますが」

「あれか……。その技が使われた痕跡があるんだ？　ロナさん以外にも何人か魔族が入り込んでいて、隠していた手札で僕達に喧嘩を売ってきている？」

「可能性は、あると思います。奴ならこの程度、握手したままやりかねません」

「……。他に何か、ライムの居場所に関係する情報は？」

「気になる人物の魔力を見つけました。学園図書館の司書エヴァ。彼女の魔力が何故か現場にありました」

　エヴァさん。確かに予想してなかった人物だな。辺りを見渡す。

　図書館の司書である彼女が出歩く場所でも時間でもない。

　それなりに知り合いではあるけど、出会ってからの彼女は図書館司書としての顔と、ゴテツ亭で働くルリアの姉としての顔しか僕に見せていない。時折不自然に詮索してくる様子も、噂好きの範囲に止とどまる程度だった。

「エヴァさんか。でも彼女がライムの隙を突けるとは思えないんだけど。もし単なる好奇心から事件に巻き込まれたなら、不憫だね」

　物静かで読書好きな彼女が噂話に敏感というのも妙な感じはするけど、確かに僕の高校にもいたしなあ。やたらとアンテナ立てているようなタイプ。いつか絶対に厄介事に巻き込まれそうな人種が。

　それにしても、僕達がまだ全然手札を見せていない状況下で、ロナさんが先に動くというのはどうにもピンとこないんだけど……。

「やはり、まだ判断を下せる状況ではありませんな。私も、どうも魔族の仕業と決めつけてしまっていますし。アクアとエリスには店に戻ってもらって、ライドウ様と私で現場に戻ってみますか」

「……そうだね。学園の廃墟区画、行ってみるか」

　現場百遍なんて言葉もあるし、犯人の足取りを探ってみるか。

　ライムが消えたのは、学園の敷地から商人ギルドまでの通りでのことだ。今は使われていない区画から延びた通りなので人ひと気けもない。

　だけど彼が調べていたのは学園の敷地内。今は使われなくなった通称廃墟区だ。正しくは再開発予定の立ち入り禁止区画という。こっちを重点的に調べるべきだと思う。

「その前に一応、失踪した現場からお願いします。新しい発見があるかもしれません」

「了解。それじゃあアクアとエリスは店に戻って。僕らは多分遅くなるから来客があれば用件を聞いて、後程こちらから連絡するとお伝えしておいて」

『いってらっしゃいませ』

　頷いて頭を下げた二人の従業員に見送られて、僕と識は消えた仲間を探しに出た。





　　　　◇◆　ライム　◆◇






「……無事かい、ねえちゃん」

「今目を覚ました貴方に言われたくないわ。今のところは無事だけど」

「そりゃ、良かった。で、状況を教えてもらえるかい」

「あの青年にやられた貴方を介抱してあげようと思ったんですけどね。すぐ別口が来たみたいで、私は貴方の仲間扱いされてこの様ざまよ。多分もう朝。無断欠勤。勘弁して欲しいわ」

「ああ、司書さんだったな。確か名前はエヴァさんとか言ったっけ。まあ仕事なんざ一回や二回休んだ事を気にしていても仕方ないってもんさ」

「……」

「にしても、ちっ、しくじっちまったかあ。抜いて負けるたぁ情けねえや。……刀もねえか、姐ねえさんと旦那に合わせる顔がねえよ」

「……ちょっと」

「あん？」

「何で私の名前知っているのよ？　それに職まで」

「ああ。俺はライムラテ。クズノハ商会の従業員。おたく、ライドウ様の知り合いだろう？　なら顔くらい見知ってるさ、従業員としてな」

　軽く自己紹介をしながら俺の目はもう周囲の把握を終えた。牢屋だな、それも空気の篭こもり具合から察すると地下か。饐すえた臭いがするし、小さな生物の気配がそこら中にある。虫でも這い回っているんだろう。ヒューマンは俺と司書の女が一人。旦那から一応洗っておいて欲しいと頼まれた女だ。

　今のところ確定的な証拠は出てきていないが、俺の勘ではこの女は何か企んでいる。昨日、あんな場所にいた理由もわからないしな。少なくとも夜の散歩で通るコースじゃない。不安を押し隠そうとして平然とした顔を保っているが、そう冷静でもないだろう。調べた情報通りならこの女は虫が苦手らしいのに、耳を澄ますだけで奴らの存在が感じられるというのに取り乱してもいない。嫌悪感も見られない。内心は相当焦っていると見た。

　次に体の各部を確認する。五体は満足に動く、だが俺の命より大事な刀をはじめ大半の武装は解除されてしまっている。刀は絶対に取り戻すとして、ドワーフの兄さん達が作った幾つかのものが無事だった。

　単なる装飾具と思われたのか。だとしても武具を取り上げた連中をお粗末だとは思わない。俺だって以前だったらこれが武装だとは思わないだろうからな。魔力も限界まで隠いん蔽ぺいしてあるし。

　右手首のバングル。これは実はドワーフの作った武器だ。

　俺は鍵となる短い言葉を口にした。

　ほのかな淡い光がバングルと右手を包み、一瞬で手に重量が伝わる。右手に剣が出現した。

「っ!?　それは!?」

「しっ、大声を出すな」

　驚くのはわかる。だが状況を考えて欲しい。現状、俺と彼女の目的は一致しているはずだ。脱出という確かな目的がな。

「貴方、店員なんて嘘でしょ？　用心棒かしら？」

　剣を振る仕草から何か感じたのか、司書が俺に疑いの目を向ける。やれやれ、姐さんに連れて行かれたあの魔境じゃ、俺なんぞ大した事ないんだがな。森鬼のモンドとの勝率もようやく上向いてきた程度だし、この一件が終わったらまた鍛え直さねえといけねえ。

「クズノハの店員には俺程度はごろごろしてるよ。一応確認するが、エヴァさん、あんた脱出したいよな？」

「……」

　ん？　おかしい、迷っている？　どういう事だ、この女まさかここに俺を閉じ込めた連中と関わりがあるのか？　内輪揉めとなると少し話も変わってくるが……。

「……ここは学園の廃墟区。ここに拠点を作れる連中は、相当な組織よ」

「へぇ、推測だけじゃない言葉の強さだねえ。あんた、何が言いたい？」

「つまり学園内にも協力者がいるって事。ここから逃げただけじゃ一いち司書に過ぎない私にとっては状況はあまり変わらない事になる」

　命が危ないかもしれないってのに、冷静な事を言うじゃねえか。まあ、確かに天下のロッツガルド学園内で怪しげな連中が動き回るには、内部の協力者は必須だろうな。それが誰かを明らかにするのはこれからだ。刀を取り戻すついでにやるさ。

「ごもっとも。数日後に手が回るかもな」

「それに貴方は彼に負けた。それも素人目にも圧倒的に。あれは、勝つどころか逃げる事さえ出来なかった。そうよね？」

　痛いところを突くねえ。確かに、逃げられねえと悟って腹を決めて本気で戦って負けた。次やれば勝てるなんて生易しい実力差じゃねえ。姐さんや旦那にやられた時みたいな絶望的なものを感じた。

　あのガキ、年は旦那より少し上、識さんと同じくらいか？　だがあんなナリであれだけの力なら評判にもなっていようものなのに、まったく聞いた事がねえ奴だった。

「あんたの言う通り、アレがいたら終わりだ。でも安心しな、ここにあいつはいない。俺も俺なりに手は尽くしてる。勝算があっての行動さ」

　俺とてただやられただけじゃない。少しでもやれる事があれば足あ掻がくさ。それは今の俺が心に決めていることでもある。現在、あの野郎は少なくともこの付近にはいない。行動を起こすには好都合だ。

　俺は確かに奴に一撃は入れたし、その際に奴の現在位置はばっちりわかるように刻印を刻んでやった。俺の相棒でもあるあの刀に備わった力の一つだ。

「それを信じるとしても私の危険は変わらない。もしここから助けてくれると言うなら、学園に巣食っている連中を一掃するところまで面倒を見て欲しいの」

　嫌な目をしやがる。人を値踏みするような目だ。どうにも調べたところの司書のエヴァってのと、今俺の目の前にいるこいつに相違点が多いな。こっちがこいつの地か？　しっかし……だとすると、こういう人種の出身っていえば……貴族かなんかが身分を偽っているか、それとも没落した元貴族とか、そんなパターンが多い気がするがなあ？

　だとすれば名前も偽名かもしれねえ。旦那も面倒な女と関わりを持ってらっしゃる。こういうのは巴ともえの姐さんが好きだったりもするから、すぐ始末しちまうのもまずいんだよなあ。旦那の知り合いでもあるから余計に難しい。

「面倒を見ろ、ね。まあ奴らにはきちんとお礼はする気だがよ……そこまであんたにやってやるメリットは何よ？」

　タダで働いてやる道理はない。今の俺は商会に仕える身だ。仕事をするなら報酬はもらっておかないと、後々面倒事に繋がる事もある。

「……貴方の身元が本当にクズノハ商会の店員なら、私は貴方の主あるじに有益な情報を提供出来る。そしてもしこの組織が学園に伸ばそうとしている手を潰せると言うのなら……」

　この組織ね。こいつ、連中の事を確実に知ってやがる。旦那は怒るだろうから、識さんと二人でちょいと内緒で頭の中見させてもらう事になりそうだな。どういう関わりかは知らんが、怯える程度には相手の事を知っていると見える。

　恐らく旦那から調査を頼まれた奴らに違いない。そんな非道な連中をただの司書が知っている訳がねえ。エヴァね、この分だと妹のルリアとかっていったか、そいつの方も含めて詳しく調べる必要があるな。

　だがこの場では下手に探りを入れて背後に敵を作る事もない。

「……潰せると言うのなら？」

「莫大な報酬を約束するわ」

　キナ臭いねえ。本当に。冒険者時代、特に疑った言葉の一つだぜ。

「わかった。メリットの話はあとで聞くとして。あんたの安全は保障する。一緒に旦那のところに来てもらおう。が、その前に嫌なものを見ることになるかもしれないが、覚悟は当然あるよな？」

「問題、ないわ」

　じゃあ、さっさと終わらせて旦那に報告に戻らないとな。ったくあのガキに念話を封じられて不便でしょうがねえ。

　よし。術も使える、武器もある。ここにいる連中をやる程度は全く問題ない。

　旦那にゃ報告最優先と言われたものの、この先見るものによっては俺も我慢なんぞ出来なくなるかもしれない。いや、はっきり言えば多分出来ない。そう考えるなら念話が使えないこの状況は却かえって良かったかもだな。

　まずは刀。よくも姐さんに頂いた俺の相棒を、っと、ここで怒ってる場合じゃない。位置はもう把握している。あれは俺用に調整してもらったから、こんな風に位置情報を感知したりといった芸当も出来る。本来、こうした後付けの能力付与なんかは、武器の質によっては不可能だったり、ぞっとする程高額な技術だったりするんだが、ドワーフの兄さんらは一晩で俺の要望をほぼ反映させてくれた。旦那と姐さんの口利きもあったおかげだ。その俺の命を、汚い手でよくも触ってくれやがって。

　……そういえば、だからこそ思うんだが、兄さんらが苦心する旦那達の武具は一体どれだけの代物なんだ？

　階層全体に漂う古びた雰囲気に合わない真新しい金属の格子を、手に出現させた剣で細切れにする。大した芸当じゃない。

　武器が良すぎるからこんな事も容易く出来るってだけだ。

　さて足手まといは一人いるが、反撃開始といくか。





　　　　◇◆◇◆◇






　これは、どうなっている？

　僕と識は事件現場と思われる場所で戸惑っていた。

　事前に識が調べた時にはなかった、あからさまな痕跡が残っていたからだ。

　魔力の残ざん滓し。

　それもこの感じ、巴とかランサーと同じ……。

「ライドウ様。この痕跡、点々と廃墟区まで続いておりますが」

「前はなかった、だよね」

「はい、それも痕跡から、竜の気配を感じます」

　やっぱり。竜というと、やはり巴かランサーが思い浮かぶ。ランサーとは、以前僕に突然斬りかかってきたあの戦闘狂のソフィアと一緒にいた竜だ。御み剣つるぎとも呼ばれていた。

　巴だったら僕に連絡がない訳ないし、ランサーか？　確かにライムが負けても不思議ではない相手だ。

　ソフィアとの再戦？　冗談じゃないな、まだやりたくない。というかもうやりたくない。会いたくもない。とにかく話を聞かないんだよなあ、あいつら二人とも。

　識がいるし、相手の手札もある程度見ているから以前よりはよい勝負が出来ると思う。でも基本、やるなら確実に勝てる見込みが欲しい。結果のわからない勝負は避けたい。

「この痕跡、一応隠蔽してあるけど隠す気は殆どないよね」

「まず罠でしょうな。ただ竜となると、魔族の線は薄くなったかもしれません。ロナと親しい竜はいなかったはずです」

「ランサーって事もある。彼らは一応魔族側なんだと思う」

「竜殺しと同行していたというランサーですか。ふむ……なら迷う事もありませんな、ライドウ様、行きましょう」

「はあ!?」

　いやいや、迷おうよ!?　識までバトルジャンキーになられたら僕の胃が潰かい瘍よう的な意味合いでぼっこぼこになるよ!?

「この先にランサーと竜殺しがいるなら、よい機会ではありませんか。我が主に血を流させた事、懺ざん悔げしながら死んでもらわなくては」

「し、識？」

「ふくくく、ライムめ。時によい仕事をする奴。本来なら巴殿と澪みお殿を呼ぶのが流儀、されどこの非常事態下にあっては止むなしと言い訳も立つ。竜殺しだか御剣だか知らんがまさかこの私に機会が回ってこようとは……いいね、いいよ。素晴らしいじゃないか」

　あの時の話を一番冷静に聞いていてくれたのは識だったと思っていたんだけど。どうやら静かに我慢していただけだったようだ。こ、怖い。

　目なんて初めて会った時の、赤く輝くあの瞳よりも狂気を感じるくらいだ。薄く笑っているから余計に迫力が増加している。

「おい、あいつらは本当に強いんだって。聞いているか、識？」

「……勿論でございます。つまり存分にやれるという事でございますね？　大丈夫です、微み塵じんも手加減するつもりはありません。万が一私が及ばなくても、その時はあのお二人をお呼びすれば……絶望の底はそう浅くはないぞ愚か者どもが」

　完全にいっちゃってるな。ソフィアと再戦する時は、もしかしたら僕の出番はないかもしれない。やられっぱなしも寂しいけど、識ですらこれだ。従者を抑えられる気がしなくなってきた。いや、本心を言えば僕の事で怒ってくれる彼らを抑えたくないというのもある。

　識がこれだけやる気なんだ。僕も一緒に行くんだし、余程の事には対応出来る。以前とは違うと言える程度の自信はあった。

















　罠ね。

　面白いかもしれない。従者になってから識の本気はまだ見た事がない。僕と修練すると、打ち消し魔術カウンタースペルの練習が主になるからだ。契約して様々な事を学んだ彼の戦い振りはこれが初めてじゃないかな。森鬼の訓練には識は参加していないし。

　いや。純粋に敵と対峙してという意味では、識に限らず、僕はまだ巴や澪の本気だって見た事がない。

　何が待っているのかわからないけど、僕と識は廃墟区に向かった。

　ぶつぶつ呟きながら凶悪な魔力に身を包んだ識。既に話しかける雰囲気じゃないね、これは。

（旦那、ヘマをして申し訳ございやせん。ライムです、学園の司書エヴァさんも一緒です。今、廃墟区にて先日ご命令を頂いた施設とその実態を確認。エヴァさんの安全を最優先にした上で、施設の機能停止と敵の殲せん滅めつを完了しやした）

　へ？

　ラ、ライム!?

　突然、まったく繋がらなくて諦めていたライムから念話が入る。こっちの受信状態を常にオープンにしておいて良かった。良かったんだけどさ。

（ライム、無事なのか!?　それにエヴァさんも一緒!?　えっと、あれ、そこ竜とかいなかった？）

（竜？　いえ竜はいませんでした。一応、施設には事前のお話にあったものだけ……。二人とも、五体満足です。詳しいご報告は後ほど、ただエヴァさんが旦那に話したい事があるようでして。これからそちらに向かいます。今、あっしが襲われたあたりにおられやすね？）

（あ、ああ）

　凄い位置把握能力だな。もう本職の工作員みたいだ。

（では）

　では!?

　って事は直にこっちに来るって事!?

　まずい、識！　こいつを元に戻さないと！　エヴァさんに見られると凄くまずい！

「識、ライムが戻ってくる！　もう済んだみたいだ！　おい、戻れ識！　スイッチオフ！　脱げ！　その凶悪な魔力、さっさと脱ぎ捨てろ！　微笑み！　微笑み！」

「……ライムゥ。あ奴という奴は……！」

「聞こえてるか!?　切り替えろーー!!」

「ここまで昂たかぶらせておいて、ただいまとは何事だ！　何故もう十分が待てんのだ、あいつは!!」

「いややややや！　竜なんていなかった！　勘違い！　勘違いだった！」

　ライムが戻ってくるまでに識を宥なだめ、何とか平素の学園モードにする。久々の高難易度ミッションだった……。





　　　　◇◆　ロナ　◆◇






（ライドウか。商人だなんて言葉を真まに受けはしない。でも私達魔族への嫌悪は確かに微み塵じんも感じなかった。かと言って『竜殺し』どものように、何かの目的の上で手を組むという様子も見せない。普通、本当に普通。あの坊やはまるで他国のヒューマンと話すかのように魔族とも接する）

　カレンフォルスというヒューマンの女に姿を変えて学園に潜り込んでいるロナは、宛がわれた一室で静かに寝台で横になっていた。目も閉じている。しかし頭の中では、今回の遠出で全く予定になかった要素の情報を整理していた。

　魔将としての彼女の主な役割は情報の収集と活用。時に戦術や戦略を進言する事もある。単騎での戦闘能力では、四人いる魔将の中で三番手。だが彼女はそのあたりはあまり気にしていない。各々が得意な分野で王に仕えればそれでよいと考えているからだ。だから己が任されている分野で周囲に恐れられても蔑まれてもロナは動じない。むしろ任務に忠実である事の証明と、彼女は内心で誇っている。

（ヒューマンの学園講師としても、やはりライドウの力は強大すぎる。私から見ても数名が高い水準を誇っている学園講師の中でもかなり異質ね。そして今後、彼が育成しようとしている戦闘スタイルのヒューマンが現れてくるとなるとこれも少し都合が悪い。あのやり方は私達にも通じるものがある。数に勝る側に同じ事をされれば不利は必ひつ定じょう。つまり本来は速やかに処理すべき対象なのだけど……。何よりも問題なのはあの情報量。魔族でも限られた者しか知らない私の名、それを知り得た情報の入手経路は潰しておきたいところね。魔族側でもヒューマン側でもなく、あくまでも中立でいようとするライドウ自身の考え方には驚いたけど、本当ならとても有益なのよね。彼自身は扱いやすそうに感じたし凄く使える駒になってくれそう。ただその場合に邪魔なのがあの識。私の勘だと、彼が情報組織をまとめていると思う。私の名を知っていた油断のならない人物。最上の手としては、識を消してライドウに取り入る事。これなら魔族にとっても益えきの大きい結果になるでしょう）

　今、ロナは密かに忍ばせている数名に、クズノハ商会とライドウについて調査を命じている。当初の任務計画時には、ロッツガルドはさほど危険度が高い場所でもないという認識だったために、連れてきた部下は特別能力に優れている訳ではない。人材不足だったとはいえ、今となってはこの選択が悔やまれる。

　尻尾を掴まれては意味がないどころか裏目に出てしまうため、ロナは相手に悟られない事を至上命題として部下に指令を出した。情報の精度に問題は出るだろうが今は少しでも相手を知る必要がある。

（学園ではクズノハ商会に目立った動きはない。あとで商品は確認するけれど……雑貨店である以上特筆すべき点があるかどうか。ギルドでライドウの情報を照会したら区分は何でも屋だった。ギルドへの登録時期、業種の選択から察すると、どうやら商才に優れている訳でもないようね。……いえ本人にまったく優れた資質がないのに周囲に優秀な者ばかりが集まるというのもおかしな話、何かしらの才能は持っているか。そうね、戦闘能力は大したものだった。危うく私も本気でやろうかと思ったくらい。でも、助手の識も相当強いと思うんだけど……。果たして戦闘能力だけが優秀な存在を集める要因足り得るか）

　雲を掴むようにあやふやな推測を並べたまま、一向にまとまらない思考にロナは苛立つ。少なくとも彼らが今後、何の障害にもならないとは彼女には考えられない。ならば何らかの策を講じるべきなのだが、相手の姿がはっきりと掴めない上に得体の知れない情報網を持っているらしい。そんな相手にどこまで踏み込めるのか、まだ判断がつかない。

（一先ず、あの件で彼らの行動力と戦力の一端を見せてもらいましょ。私がここに来た本来の目的はもう済んでいるから危ない橋を渡る必要もない。少なくとも神殿の関係者でもない限り、あの件でヒューマンに好印象を抱く事もないでしょうし。亜人への非道は、転ずればヒューマンへの非難、私がここにいる事も含めれば魔族への好感に繋がる可能性だってある。どう転んだとしても害にはならない。協力を求められたら私個人で手伝えば支障も出ない。自然に消えるための布石にもなる。あの状況にしては、まあ合格の立ち回りだった）

　ロナがゆっくりと目を開く。今のところ、アクシデントにも対応出来ているし、先の見通しも立った。そう思考に一区切りをつけると、夜の帳とばりが下りてきている事に気付く。

　それなりの時間を使ってしまった事にロナは苦笑する。

　しばらくすれば、また魔族とヒューマンとの間に大きな戦闘が起こる公算が高い。ロナはその戦闘に自身も参加する事になるだろうと予想していたし、それまでにやっておかなければならない仕事はたくさん残っていた。ただ、ライドウの存在で彼女の予定が少し狂っていた。

（もっとも、ステラ砦の方はイオがいれば殆どは万が一の備えになってしまうのよね。こと戦場での采配と戦闘能力では彼ほど信頼をおける存在はそうはいない。現状の戦闘規模を考えても、今はソフィアがヒューマンの戦力筆頭なのだから彼女を抑えている以上、向こうの攻撃はそれを下回るのは間違いない。後は『魔人』の正体と正確な能力さえ分かれば磐ばん石じゃくね。舞台は全て我が王の描いた通りに進行している……。魔人がライドウだというならそっちも結構簡単な話なのだけど。流石にそこまでは上手くいかないわよね。戦闘の時期、魔術の規模、信頼性は低いけれど集まった容姿の情報。ライドウとの一致は、性別を別にすればあのコートのような防具だけ。はぁ、でもあの青いコートだけで疑うようじゃ、私の勘も鈍ってるわね。大体、戦場だからといって目撃情報が赤と青の二種類ってとこから元の情報の信憑性も怪しいものよ。学園の平和ボケが伝染したりはしていないつもりだったのに。もう、今日はこのまま休もう）

　今頭を悩ませる二人、ライドウと魔人が同一人物だと彼女が気付くのは、まだ先のようだった。





　　　　◇◆◇◆◇







　　ライムズ・リポート







　　・ロッツガルド学園再開発予定地区調査中間報告




　　該当地区調査から帰還中に何者かと遭遇。身長は一七〇センチ前後、細身。銀髪に黒い目。気味が悪い程に整った顔に絶えず笑みを浮かべていた。男性と思われる。容姿はヒューマンだが、おそらくは違う。特記すべき圧倒的な戦闘能力を有していた。

　　逃走を図るも失敗、戦闘にて切り抜ける機会を窺う事に。指輪状の道具を起動され、以降念話を封じられる。他の影響は不明。少年の実力の底さえも見えず、敗北。何とか一撃を加えマーキングに成功。




　　※追記　戦闘中、女性の悲鳴あり。学園司書エヴァである事を後に確認。




　　意識を失うも調査予定地区内、通称廃墟区内建築物地下にて拘束された状態で覚醒。調査対象による拘束であり、司書エヴァも同様に拘束を確認。状況確認の上、脱出を決める。司書も意思を確認の上で保護、同行させる。エヴァは貴族の出身である可能性あり。言動、振舞いからの推測である。

　　同建築物内にて調査対象が中～大規模の組織である事を確認。施設内にて調査中の〝実験〟について実態を確認。数々の実験及び研究は予測されていた通り非道な内容であり、回復可能な状態の被験者は一名も発見されず。亜人が殆どだがヒューマンも僅かに確認出来た。

　　実験の内容は魔族ロナからの情報通り、完全な人体実験。

　　投薬とキメラ実験が主で、戦闘能力と魔力の向上を主目的に行われていた。

　　被験者は拉致、人身売買によって継続的に集められ亜人の種族は特定していなかった模様。

　　事前にマーキングの反応がないことを確認し、前述の少年は不在と判断。任務の継続を決定。対象の危険度、及び直接戦闘能力を考慮して即時の処理を決める。念話による報告が不可能な状態にあったため、自己判断により回復不可能なレベルでの破壊が妥当な処理と判断。

　　対象を処理する中で前述の少年についての言動などは見られず、増援の様子もなかった。速やかに、静かに処理を完了。当該施設に罠と監視を仕掛け保護した司書と共に脱出する。

　　未だ残党に動きはなく、構成員からの証言で学園内部の協力者の存在を数名特定、数名を推測するも特定に至らず。今後の調査にて全員を特定、報告するものとする。

　　敵対勢力の一部に暗殺者ギルドの構成員を確認。依頼を通じた何らかの協力態勢が存在していると思われる。増援等の干渉は確認出来ず。以上。




　　※更に追記　慣れないもんを急いで書いたんで不備は勘弁してください。




ライム









　最後のは何だよ、ライム。そしてサイン、綺麗だな。僕も自分用のサイン書き慣れておかないと。契約書とか納品書とか、何かと必要だから。

　しかも色々すっ飛ばして書いている気がするな、これ。

　報告書と感想文がごっちゃになってるような印象も受けた。

　大体ライムなら自分一人で殲せん滅めつ出来るような相手から逃げて来る事くらい楽勝のはずだ。念話が通じない状況で無理に実力行使するとか不自然だよ。それにエヴァさんも同行していたっていうのにさ。

　だけど、最初にライムを子ども扱いした少年って誰だ？　ランサーならわかりやすく剣を出して攻撃してくるだろうから、何か特徴として記述しそうなものだけど。その後は登場さえしていないのも気になる。組織ってのと同じじゃないのか？　それにライムが五体満足だというのも引っ掛かる。どういう意図での戦闘だったんだろう。

　うーん。意識を失った隙にエヴァさんと一緒に誘拐されたとして……僕がもし襲った側だったら、まず捕まえた人の装備を解除するよな。ボディチェックして抵抗出来ない状態で拘束する、と思う。だとすると、ライムは刀を奪われたか？　命より大事と公言している刀を奪われたなら、取り返すよな。取り返すだけで済ますかな？　ロナさんから伝えられた疑惑をライムに教えた時、ただでさえ結構怒っていた彼が。

　報告に刀を奪われた等の記述は一切ない。実験も、詳しい内容の報告は一切ない。ただ、被験者が誰も助かる状態になかった、あるいは皆既に死んでいた、というのは確実なようだけど。

　急いで書いたって最後に言い訳してある通り、かなり杜ず撰さんな報告だなあ。あとでもう一回ライムを呼んで口頭で補完してもらうか。別に書き直してもらう程でもないし。

　もしかしたら報告すべきじゃないと文章にしてない部分もあるんじゃないだろうか。

　ライムはあれで結構気を遣う人だから。僕を気遣ったのかもしれない。

「ライドウ様、エヴァさんがお話をしたいと仰ってますが」

　エヴァさんね。

　黙って報告を読んでいた僕は識の言葉に顔を上げる。エヴァさんは隣の部屋で待ってもらっている。ま、ライムが学園の協力者とかその他の関係者を洗い出すまではここに泊まらせるつもりだ。死なれても寝覚めが悪い。

　それにあんな場所にいた理由も聞くべきだと思う。拘束後、ライムと行動を共にしていたみたいだけど、彼が処理する光景を見ていたにしては彼女の態度は落ち着き過ぎている。本に囲まれているだけの司書さんにしては、あまりにもね。

　向こうが話す準備が出来たというなら、出向くか。この部屋に入れるのは少し抵抗があるし。

　そうだ。識を遊ばせておくのは勿体ないな。思わぬ結果ではあるけど、状況は進展したんだ。ここからはロナさんの協力も仰いで早期解決と行くか。

「識、僕はエヴァさんから話を聞くから、悪いんだけどロナさんのところに行って明日からウチのライム達と一緒に学園内部の協力者を洗い出すのを手伝ってもらって。ここまでの結果については、識の裁量である程度話してもいいから」

「承りました。では精々ロナを煽ってきましょう」

　……。何だかロナさんと識って仲が良いよなあ。本当は昔、どんな関係だったんだろうね。

　識の後ろ姿を見送りながら隣の部屋のドアをノックする。すぐに、どうぞ、と彼女の声が返ってきた。エヴァさんも準備は出来ているんだな。

　部屋に入ると、やや憔しょう悴すいした様子の見慣れた司書がいた。ただ、僕を見る目がちょっと違っていた。知り合いに向ける目じゃない、そう、相手の価値を見極めようとしているような。値踏みという程に露骨な感じはしないんだけど少し緊張する。

「ライムさんのおかげで命拾いしました。ありがとうございますライドウ先生。彼、この商会の従業員だそうですけど、随分と強いんですね？」

［彼はウチに来るまでは冒険者でしたから。報告を受けて驚きました。ご無事で何よりです］

「識さんといい、彼といい、この商会に入るには強くないと駄目なんて規則でもあるんですか？」

［まさか。偶然そのような人材にエヴァさんが会っているというだけでしょう。それで私にお話があるとか？］

　実際には見渡す限り戦えない従業員はいないけどね。

「はい。ライムさんからお話を聞いているかもしれませんが……情報と報酬についてです」

［はて、ライムから？　彼は今余程疲れていたのか、休んでおりまして。情報と報酬ですか？］

　嘘だった。レポートにはなかったが、ライムから直接、彼女から切り出された情報と報酬については聞かされている。報酬はまあ、もらえるなら有り難く受け取るけど、僕には有益な情報の方が気になる。

「はい。ライムさんに助けられる際にお約束しましたので。報酬の方は私にも迫るであろう脅威が払ふっ拭しょくされてからになりますが、情報はこれから話します」

［お聞きしましょう］

「はい、それは貴方が以前私に見せてくれた二人の肖像についてです」

「っ!?」

「ごめんなさい。私は嘘をつきました。貴方が私に知っている事を教えて欲しいと言ったあの男女の肖像。見覚えが、あります」

「……」

　両親の肖像。リノンに書いてもらったものだ。学園でも見知った人には見せて、誰か知らないかと尋ねたりしている。しかしこれまでのところ、両親について知っている人には全く出会えていなかった。

　エヴァをはじめ、司書にも何人か聞いたけど、覚えがあるという人はいなかった。確かに、それが本当なら僕には凄く有益な情報だ。父母の辿った軌跡がわかるのなら。この学園に来た目的の一つが果たせる。

「私の記憶が確かならお二人、男性の方は或ある国の要職を務めた貴族、女性の方は神殿に属する高位の神官だったと思います」

　貴族と神官？　父さんと母さんが？

　てっきり冒険者とばかり思っていたのに、かなり意外だ。特に母さんが聖職者だったっていうのが、僕の持つ母のイメージと全く重ならない。

［……貴族と、神官。一体、どこの国の？］

「このお二人とライドウ先生の関係は、多分聞いてもお答え頂けないとは思いますが、一応お聞きしてもよろしいですか？」

［恩人です。もっとも、その恩を返せるかどうかはもうわからないのですが］

　この世に生んでくれた最高の恩人だ。もう一度孝行が出来るのかと聞かれれば、わからないとしか答えようもないけれど。あえて両親という表現はしなかった。

「そう、でしたか。消息を絶つ直前は冒険者だったという噂もあったようですから、ひょっとしたら何かの縁があったのかもしれませんね」

［彼らについて、貴女の知っている事を教えてください］

「約束ですからね。お二人は、今はもう亡国となったエリュシオン、その衛星国家の一つ。ケリュネオンという小国でご夫婦になるはずだった貴族と神官かと」

［はずだった？］

「ええ。実際にはご結婚なさる事なく国を追われ、どこかで一ひと角かどの冒険者になったとも言われていますが、いつしか消息を絶ちました」

［どうして国を追われる事になったんです？］

「それについての詳しい記録が残っていないんです。そもそもケリュネオンは大侵攻の際にエリュシオン以上に魔族の蹂躙を受け、王の系けい譜ふも残っていません。更には国名すら、もう世界から忘れ去られようとしています」

　大侵攻。魔族が十年程前にぶち切れて、女神が何も言わなくなったのをいい事に大南下した侵略戦争だ。魔族の大勝利と言って問題ない結果になったと書物で読んだ。負けた側であるヒューマンの学園都市にある書物で「大勝利」とあったんだから、実際は蹂躙に近い戦争だったんじゃないかと思う。

　亡国ケリュネオンの貴族と、神官。それが父さんと母さんの過去。

　記録すら残らないとなると、父さん達の辿った足跡を追うのは難しくなったかもしれない。

　待てよ？　そうだ、国名さえ忘れられつつある国、王の系譜も辿れないような国。

　どうして、その小国の貴族の話をこの司書が知っているんだ？　学園の蔵書に何か書かれている？

［そのような亡国の貴族と神官の姿を、どうして貴女がご存知なのですか？］

　父さんと母さんは詩になるような何か凄い物語を残したんだろうか。もしかすると、最初に予想した通り、大きな出来事をやってのけ世界を転移したのかも。

「ケリュネオンについて書かれた蔵書も、図書館には数冊あります」

　数冊って。一生かかっても読みきれない程膨大な数の書物があるあの図書館で、たったそれだけかよ。まあ、僕も、エリュシオンが魔族に滅ぼされた五大国の一つだとは知っていたけど、そこを取り巻く小国家群の一つ一つとなると名前も知らない。事実、ケリュネオンなんて初耳だった。

［数冊ですか。流石はエヴァさん、よく蔵書を把握しておられますね］

「いえ。確かにケリュネオンについて書かれた本は数冊あります。しかしそこにお二人の情報は一切載っていません。私が、そのお二人を知っている理由は別にあります」

［別の、理由ですか。伺っても？］

「私とルリアが姉妹なのはもうご存知かと思いますが、家名はお教えしてはいなかったですよね？」

［ええ。しかし家名などない者も多いですし、名乗らないとしても不自然とは思わなかったですが］

「私達には、ありました。ただ今は、いえ、もうその名を名乗る事を許されない立場なんです」

［穏やかではありませんね］

「魔族との戦争で、私達の親は争わず逃げる事を選びました。結局、逃げられたのは私とルリアだけ。しかも、貴族の身でありながら国を焼かれて尚生き残った臆病者という烙印を押され……」

　エヴァさんは元貴族だったのか。いやこの口振りだと彼女自身はまだ自らを貴族と思っている可能性はあるかも。

　この世界の貴族は、領地を守る責任を持つ。平時はただ領民から税を得て社交界で名を売り、程々に領地を治めていれば文句は言われない。いやむしろ名君・名臣と呼ばれるだろう。

　だが領地に脅威が迫ったなら軍を率いてこれを守るために戦わなくてはいけない。そして撃退しなくてはいけない。もし領地が焼かれるなら、貴族はその地と共に潔いさぎよく滅ぶのがあるべき姿とされている。それがこの世界の貴族だ。

　領主が平時に無茶をせず、しかも戦時に領地を守ってくれるのなら、その御ご仁じんは現実的に十分に責任を果たしていると言えるだろうな。

　悪名高いリミア王国の馬鹿貴族ですら、領地を守る事は公言している。税を搾さく取しゅし、社交界での活動がメインになってしまっている彼らですらだ。もっとも、彼らは未だ領地を戦火に晒した事はないから、どこまで信頼出来るかはまた別の話だと思う。

　だから敵に背を向けて逃げた貴族というのは、この世界では相当に厳しい扱いを受けるのだろうと想像出来る。勝ち目のない戦いなら逃げるのも手だとは思うけど、僕の考えは日本人の平和ボケによるものかもしれないから言わないでおこう。

［お二人は貴族の令嬢だったんですね］

「おめおめと生き残った、と続きますけれどね。今でもどこからか事情を聞いた人に白い目で見られますし、嫌がらせも受けます。当然です、どうして勇敢に戦って潔く死ななかったのか。どれだけ亡き父母を問い詰めようとも答えは返ってきませんが。二人で自決する事も何度だって考えました。でも駄目なんです、それじゃあ」

　ん、一瞬だけどエヴァさんの目に暗い嫌な光が見て取れた。つついても碌ろくな事がなさそうだから黙っておいた方がよさげ。

［駄目？］

「自決しても、押された烙印は消えない。死んだ民も、焼かれた領地も返ってこない」

　まあ確かに。汚名をそそげるかと言えば、恐らく自決したとしても無理だろうな。しかし、それと僕の両親の事と何の関係があるのか。話、逸それてないか？

「だから、私は死ぬ前に取り戻す事にしたんです。ケリュネオンの国土を、いえ、せめて失われたアーンスランドの領地だけでも」

　ケリュネオン。

　エヴァさんとルリアは、僕の両親と同じ国の出身。アーンスランドが彼女の家名か。しかし無茶な。味方もいない、たった二人だけの姉妹に何が出来るというのか。

　どう考えても途中で犬死にして終わると思うんだけど。

　たとえ頼まれたとしても……あまりに無謀な目標だし。うん、多分ない。

　周囲を魔族領に囲まれてる場所を取り返してみたところで、すぐにまた奪還されるに決まってる。［随分と壮大なお考えで。そうですかケリュネオンはエヴァさん達の生しょう国ごくでしたか。納得しました。貴重な情報をありがとうございます］

「……いいえ、情報はまだあります。聞いてください」

　嫌な間まだな。もしかしてそんな無茶に本当に協力させる気なのか？

　情報提供が続くなら、まあ聞いておいても損はなさそうだ。

　亡国の貴族令嬢、エヴァの話は続く──。
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　静かな夜更け。僕は一人で部屋にいた。

　エヴァさんから聞かされた話、ライムからの報告、魔将ロナさんからの情報と依頼。

　こんがらがっている。情報が増えたのと状況が進行したのとで、考える事が一気に増えてもう訳がわからない。

　経験上、一から順番に考えてもこういうのは解決出来ない。僕は探偵じゃないし、更に言えば推理や複雑な状況整理自体、目を逸らしたいタイプだ。

　一つ一つやっていくのは平気なんだけど、一気に積まれると処理能力が凍結するというか投げ出したくなるというか。直したい欠点の一つだ。

　相関図を書いてまとめようと試みているんだけど、今一つ上手くいかない。参ったなあ。

　こんな事ならエヴァさんにも話を聞いてもらって整理した方が良かったかな？　でも彼女は商会にもロナさんにも関わりがない人である訳で。それに話の全てが本当である確証もない。やっぱり部屋に戻って休んでもらったのが正しかったと思う。

　うん、止めた。僕が一人で考えてもどうしようもないな、これ。一人で考え込んで見当違いをやらかしたりするくらいなら、大人しく識が戻って来るのを待って睡眠時間を削って二人で話そう。

　とりあえず、僕だけが知っているエヴァさんからの話だけを整理して識の帰りを待とう。




　彼女は魔族の大侵攻の時に滅ぼされたヒューマンの小国出身。なんと僕の両親と同じ国で、その国名はケリュネオン。父さんは国の要職に就く貴族、母さんは女神を信仰する神殿の神官。……小国ってのがどの程度かわからないけど、要職って字面だけ見ると、結構よいお家柄のような気がする。僕も一つ間違えれば、貴族の令息だった可能性もあったのか。

　と、今はそれはいいや。で、エヴァさん自身は戦時に領地を捨てて逃げた貴族の生き残り。無謀にも領地と家の復活を望んでいるようだけど、協力者もなくほぼ絶望的な状態、と。父さんと母さんの事は直接見知っている訳ではないらしい。

　でもエヴァさんが、自決ではなく無謀な夢を見るようになったのには理由があった。あのあとに語られた内容がそれだ。屈辱に晒されて自決を迷う中、彼女は一時的に非常に不安定な精神状態になった。自然な事だろうと思う。妹のルリアを庇かばいながらの日々は当時の彼女にはあまりにも辛かったに違いない。結果、エヴァアーンスランドという女性は妹と自分だけの世界を内として、外の世界全てに疑念と拒絶を抱いていったらしい。

　どの程度の状況だったのかは、僕には想像も出来ないけれど。ともかくエヴァさんが女神にさえ疑念を抱いた時、ある組織が接触してきたんだとか。エリュシオンの衛星国家だった事もあり、ケリュネオンは敬けい虔けんな女神信徒が多かったというから、エヴァさんが信仰を手放そうとするのは相当な心理状態だったとわかる。あの女神、自分を慕い信仰するヒューマンにも駄目駄目かよ。確か女神にとって大侵攻は、一眠り、の間の出来事だったらしいもんな。

　組織。それが僕の頭を悩ませるものだ。女神に反意を持つ者の集まりらしいんだけど、規模が不明。ただ非常に厳しい掟おきてで統一された組織で、裏切りはその気配を感じさせただけで切り捨てられ処理される。秘密主義で構成員同士の顔さえほとんどわからない。自分と連絡を取ったり、自分と関係のある限られたメンバーのみ素性がわかる程度だとか。秘密結社みたいな感じだろうか？

　でも裏切りの気配だけで消されるとか、内部の人は疑心暗鬼にならないのかね。と、また思考が逸れる。集中集中。

　驚く事に構成員はヒューマン、亜人、魔族と人種を問わない。様々な人種で技術や知識の共有が成されていて組織としての影響力や実力も相当らしい。ただはっきりしているのは、未だ表社会に顔を出しておらず、どの勢力とも繋がっていないのか、あるいはどの勢力とも関係を持っているのか、そこが不明だという事。戦争が始まっているヒューマンと魔族の間に、もしかすると第三勢力として乱入する組織にもなりうる。

　なるほど、そんな組織と関わっていたら馬鹿な夢の一つや二つ見ても不思議じゃない、か。僕には話さなかったけど、エヴァさんはその組織とやらの実力を何かしらの形で目にしているんだろう。少なくとも、魔族の支配地域にある領地を奪還しうると思えるだけの何かを。その組織力を推測するに足るこれといった形が見えないだけ、国よりも厄介に感じる。

　……僕がいた世界でも政治の中身はドロドロなんだろうけど、異世界でも人のやる事なんて変わらないんだなあ。この世界の常識や長い争いの歴史から考えると、ヒューマンや魔族が互いに手を組むなんて、「敵の敵は味方」理論でしかあり得ないと思う。この場合の敵は女神だよな。女神が嫌いな者の組織らしいから。

　目標を達するにせよ崩壊するにせよ、その後はまたお互いを憎むだけの不毛な結果になると思う。そんな危ういものの力を借りようなんて、エヴァさん、冷静なようでいて実は狂気に呑み込まれかけているのかもしれない。

　それで今回、ライムと一緒にいるところを見られてエヴァさんも一緒に処理されそうになって命の危険を感じ、僕達に庇ひ護ごを求めたと。

　ロナさんは今回の一件、ヒューマンの非人道的な実験で亜人や魔族が犠牲になっているから、その実情を調査して無事な人を救出したい、なんて説明していた。識が言うには、非道な光景を見せる事で僕達の心情を魔族側にコントロールしようという意図があったんじゃないかとのことだった。戦争という状況下なら、どっちかの陣営の悪い点（あるいは良い点）を一方的に見せられていれば、偏った意見を持つに至っても全然おかしくないだろうしね。

　あと考えられるのは、今代の魔王がヒューマンの非道な行為を止めるために将を派遣した、仁義を持ち誠実な人柄であると推測させるという狙いもあるのかも。ロナさん、策謀を巡らす人らしいし。

　っ!?

　誰かが近づいてくる。エヴァさんから聞いた話をまとめようと思考に沈んでいた僕に、強力な反応が伝わる。

　以前、戦場に放り込まれた際、相手の中に『竜殺し』が交じっていた事に、負傷するまで気付けなかった。その経験から僕は最近、ある程度の力量を持つ者だけに反応する界かいをいつも展開するようになっていた。

　基準ラインは、今は識。

　対象を絞る事により展開範囲をある程度広げられ、かつほぼ無意識で展開出来るようになっていた。他に人がいないような荒野とかで使うなら条件付けをもっと減らして便利に使えるけど、ここは学園都市だ。人が多すぎる。下手に界を使って過敏になっていたらキリがないし、目立ちたくもない。まあ、僕がまだまだ使いこなせていないっていう証明でもあるから情けなくもある。

「旦那、ヤツです。あっしを手玉に取りやがったガキが近付いてきています！」

　ノックもなくライムが勢いよく部屋の扉を開け、一息に僕に注意を促す。今のところの情報だと、廃虚区画にいた組織とやらに何らかの関係がありそうな少年ってあったよな。僕と同じくらいの外見年齢だから少年、でいいよね。とはいえ一七〇センチとか羨ましい。いやいや。ともかく実力は少なくとも識クラスって事か。

「ライム、下がっていて良い。いや、識を呼んで来てくれるか？」

「……いえ。足しにもなれやしませんが、あっしにもやらせて──」

「若！」

「若様！」

「うわっ!?」

　突如部屋に出現した女二人。見知った二人。僕の従者の巴と澪。な、何で二人がいきなり学園都市に？　それに妙に急いでいる雰囲気だ。

　タイミング、良すぎないか？　僕ってもしかして監視とか、されてる？

「巴、それに澪まで!?　どうしたんだ？」

「……ご無事でしたか。なれば一先ず安心」

「……ほっ」

　と思えば、明らかに安堵した顔になるし。まさかこの近づいてきている奴が原因？　もう大分近いな。でも攻撃なんかの様子は一切ない。魔力を使う兆しもない。

「ここに向かってきてる奴が原因？」

「ええ。接触の理由は分かりませぬが、ちと厄介な相手です」

　巴が厄介なんて言葉を向けるとは。そりゃあライムでは荷が勝つな。というか巴、相手を知っているのか。

「ライム、下がっていなさい」

「澪姐さん、そりゃあんまりだ」

「ライム、人には相応の役割がある。お主がいても邪魔なだけじゃ。悔しければ次までにもっと力を付けておくのじゃな。今回は下がれ」

「姐さん……」

「この二人がいてくれるんだ、ライム。安心していい、戦いになると決まった訳ではないんだしね」

「旦那……わかりやした。お気をつけて、失礼しやす」

　唇、噛んでたな。普段思っていても表情になんて出さない人なのに。巴に下がれと言われたのが相当悔しかったか。才能とかセンスは僕より遥かに高いレベルにあるから、これでまた一つ強くなるんだろうなあ。

　問題の奴は……店の入り口で止まっている？　なんでだ？

　しばらく停止していたようだが、再び動きだす。

　ピンポーン、と店に音が鳴り響く。閉店後でも緊急の用件があればと、店舗の外に呼び出しのボタンを設置してある。その音だ。

　もっとも、悪戯で使った場合はその輩にはそれなりにお説教させてもらう事にしている。

　……。

　ええっと。僕はいきなり入ってくると思っていたんだけど、一体？

　どうする？　まさか薬を買いに来たわけでもないと思う。ガラスガシャーンって感じの乱暴な展開まで頭に描いていただけに予想外だな。

「若、油断は禁物ですぞ」

　巴は依然としてかなり警戒している様子だ。一体どこの大物かね。

　まあ、出て見るしかないか。

「巴、澪。一緒に来てくれ」

　二人は神妙に頷く。

　二階から一階に下りて、入り口を開ける。

　そこにはライムからの報告通り、銀髪の少年がいた。同じくらいの年、いや少し年上に見えるな。この世界ではやや小柄といえる一七〇センチ前後、これも報告通り。顔といい、背丈といい、この世界での僕の存在ってほんとに何なの……。外見通りの年齢なら目の前の彼も今後まだまだ伸びる余地はあるのだろう。

　服装は白いシャツにデニム地のように見えるパンツ。シャツはラフに着ていてボタンも結構開けている。やや不健康にも見える程の白い肌が胸元から露出していた。

［こんな夜更けに何か？］

　至って普通に用件を聞く事にする。

「ああ、初めまして。僕、冒険者ギルドのマスター。そちらにお勤めのライムラテ君に失礼な事をしてしまったから、その謝罪に来たんだ。入れてくれる？」

『はぁ？』

　珍しく、僕と巴と澪の声が綺麗に重なった。ギルドマスター（？）は黒い瞳を細めて後ろ手に組んで満面の笑みで立っている。敵意の欠片もない。

　ただでさえ色々と情報だけが積み上がっていく状況で、更にまた一つ、無情にも未整理の情報が追加されるみたいだ。
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「というのは建前。でも彼、なかなか強かったよ。びっくりして、ほら、ここ少し斬られちゃったんだ。それにあの刀、凄い付与がかかっててさ。まだ僕への刻印が解除出来ないんだよ？　いや、はじめはね、僕も軽く撫でてあげるつもりだったんだ。でも別口の連中まで近付いてくるし困ってね。つい倒しちゃったんだよね。お詫びにならないかもしれないけど、追跡し易いように、昼頃に痕跡付けておいたし、彼自身にもこっそり一時的な加護は与えて安全は確保──」

　時間は深夜。妙に人懐っこい笑顔で現れた自称ギルドマスターを店の来客用の応接室に通し、澪にお茶を入れてもらった。今は彼の向かいに、僕達三人が座っている。識はまだ帰って来てない。ロナさんとの話し合いが長引いているんだろう。

　ライムへの謝罪という事だったので彼を呼ぼうとしたところ、あっさりとそれは建前だと言い、右手の袖を捲めくって肘から手に向けてうっすらと残る傷跡を見せて楽しそうに話している。そしてよく喋る。何を考えているのかさっぱりわからない人だ。ライムとの戦闘は事故的なものだと釈明しているような気はする。ニコニコ早口で喋るから聞くだけでも忙しい。

「でね。ここに来た本当の目的なんだけど、あ、そうだ、ねえそこの着物のお姉さん、ここって珍しい果物があるんでしょ？　お茶受けに出してもらえないかな。僕まだ食べた事ないんだよね」

　話題もころころと変わるし。見たところ同世代の男なんだが、口調や話の運び方を見ていると女性的な特徴も感じる。しかし何というか、とにかく周りを自分のペースに巻き込む人だ。計算なのかどうかわからないけど、色々情報を小出しにしてくるし。刀とか着物って単語にしてもさ。

　不機嫌そうに目尻を動かした澪は席を立つでもなく彼を睨んでみせた。でもそんな威圧にも動じた様子が一切ない。

　僕は息を一つ吐く。

［澪、用意して差し上げて］

「……わかりました。少々お待ちを」

「いや楽しみだな。あと、お茶のお代わりも。これって違うフレーバーはあるの？　あるなら違うのでお願いするよ、お姉さん」

　ざわりと。ドアを閉めた向こう、澪のいる場所あたりから殺気が放たれた。隠す気もない感じで、ご機嫌斜めだ。気持ちは結構わかる。巴も彼の発言の度に瞼をピクピクさせて不機嫌そうに沈黙を保っているし。僕もこのペースにずっと付き合うのは御免だ。さっさと話を進めよう。

［さて、ギルドマスター殿。ご用件を］

「やだな、ライドウ君。いや、真君？　ギルドマスター殿なんて他人行儀な。あ、それと筆談なんて使わなくていいよ？　だって僕ヒューマンじゃないし」

　!?

　おいおい!?

［生憎あいにくと仰っている意味がわかりませんが］

「あはははは、可愛いなあ真君は。文字、少し崩れてるよ？　意外と慌てるタイプなんだね、君は。普通に話しておくれよ、出来るんだよね？」

　精一杯普通に返した気でいたけど、やっぱ動揺は出る。まだまだだな、僕は。

　でも、こいつ一体なんだ!?　いくら冒険者ギルドの長おさなんていっても、ここまで僕の事を知っている存在なんている訳がないぞ？

　それに、ギルドはこの世界に古来あるシステム。図書館で見た本でも、かつてエリュシオンで誕生したと、冒険者ギルドに関する歴史上の記述があった。つまり明らかに女神の側に通じているはず。だとすると、僕の存在は女神に筒抜け!?

「ふふふふ、その顔。もしかして女神に存在や情報が露ろ見けんしているか、なんて思ってる？」

「!?」

　心まで読むのか!?

「図星か。安心していいよ、女神はまだ君の現状を把握していない。まあ、彼女も色々やらかしたからね。そこまで手が回ってないのが実情かな。……あの分だとまだかかるだろうねえ、ね、ま、わ、し、が」

「……お前、何だ？」

「へぇ!!　真君はそんな声なんだ！　いいね、少し幼さを残した男の声、好きだよ。そうか真君は確か、高校生だったよね。学生の身で突然こんな世界に来たら色々大変だよね」

　なんだ？　こいつ、本当になんだよ!?

　僕の経緯を全部知っている。それどころか元の世界の情報まで確実に掴んでいる！

　最初から無邪気に僕に笑いかけながら次々と語る目の前の存在に、一気に気持ちが悪くなる。視野が狭くなったように感じる。まずい、相手に呑まれているのがわかる。僕が言葉を発する度、弾けたような笑みを浮かべ、喜びの感情を伝えてくる。それが気持ち悪くて堪たまらない。

「ふざけないで答えろ。お前何者なんだよ」

　声が震える。くそ、怖い。言葉からも余裕が消えているのがわかる。

「お前だなんて悲しいな。僕はギルドマスターさ、君に嘘なんて言わない」

「……お前と呼ぶしかないだろうが。僕はお前の名も知らないんだから」

　なのに僕の事は詳しく知っている。女神とも知ち己きなのか？　少なくとも面識はありそうに思う。確かにヒューマンでもないようだ。言葉が通じるし。だとすると、冒険者を束ねるギルドの長が、ヒューマンじゃないって事になる。このヒューマン至上の世界でそんな事が有り得るのか!?

「あ、ごめん！　そうだね。僕の名を名乗ってなかった。真君、失礼を許して欲しい。では自己紹介を──」

「茶番はいい加減に止やめよ」

「……人の言葉を遮って茶番だなんて穏やかじゃないな？　青い髪の侍殿」

「ふん！　儂の名も知っておる癖に尚、惚とぼけるか。何が若に嘘は言わない、じゃ。ギルドマスターなどと早々に偽りを申した癖に」

「やれやれ。口の利き方も忘れる程、荒野で気持ちの良い眠りを過ごしたのかい、蜃しん」

「貴様こそ、昔の面影など欠片もないではないか、ルト。『万ばん色しょく』の竜よ」

　へ？





　　　　◇◆◇◆◇






「ルト？　万色？　えっと、こいつ、竜？」

　って事になるよね？　巴の口振りからも多分間違いない。でも竜の気配は殆ど、いやまるで感じない。

「はい、若。こやつはれっきとした上位竜。それも最上位。知を窮きわめ術を窮めたとされ生涯不敗、万色とは万よろずの色を意味し、ルトの別称でもあります」

「あーあ、人の名乗りを邪魔した挙句に本人の前で名前をばらすなんて、なんて詰まらない事をするんだろうね、この侍かぶれは」

　最上位の上位竜。不敗の竜。こいつが？

「抜かせ、若を平気で誑たぶらかそうとした貴様に言われる由よしはないわ」

「やれやれ、寝てばかりいて世界に興味など持たなかった癖に。誑かすとか誤解を招くような事を言って欲しくないな」

　ギルドマスター、いや上位竜ルトが僕に対するよりかなり厳しい雰囲気で巴と話をしている。

　上位竜──大概の人や亜人は一生に一度も見る事がないだろう存在。僕も図書館で色々と詳しく学ぶ内に、上位竜がどれほど希少な存在かは理解していた。

　竜の頂点。時間に滅ぼされる事はなく、老おいると自らを産み直して単一で存在し続ける。

　小難しく書いてあった情報だけど、まあ要するに若返りみたいなもんじゃないかと思ってる。

　確か、図書館にあった名前は、『御み剣つるぎ』『瀑ばく布ふ』『砂さ々ざ波なみ』『紅あか璃り』『夜よ纏まとい』の五体。『万色』は今回初めて聞いた。『無敵』の異名を持つ蜃の名も見つからなかったな。

　ヒューマンと関わる事は滅多にないが、個体によっては棲まう領域がヒューマンの国と近い竜もいる。極ごく稀まれにヒューマンに力を貸す事もある。間接的に力を貸した場合は竜の祝福を得たと呼ばれるようだ。

　現在だと、グリトニア帝国の親衛騎士の一人が『砂々波』の祝福を得て固有の職を獲得しているらしい。

　その超珍しい存在である竜に、既に三匹も遭遇している僕は一体何なんだろう。『無敵』に『御剣』に『万色』。巴にランサーにルト！　下手すりゃ死んでいるエンカウント率だよ。街中で隠れボス級と遭遇するゲームなんてほぼクソゲーだ。つくづく、現実はゲームほど優しくないって事を思い知る。

　それは異世界でも変わらないってことだ。

　頑張ってもハッピーエンドになる確証はなく。

　頑張らないとまあ確実にバッドエンドになる仕様だし。

　はあ……明日が見えない。

「棲すみ処かは捨てたのか？　最早見る影もない廃墟になっとったが」

「ああ、とっくにね。もう千年前になるかな？　……もういいか？　僕は真君と話したいんだけど。蜃のせいで誤解されただろうからそれを解かないと」

　……スケールが違いすぎるだろうよ。千年ってルトさん。それに、僕にはあれだけ笑顔だったのに、巴に対しては口角を僅かに上げた程度で目はまるで笑ってないし。態度違いすぎない？

「何が誤解か。まだ聞きたい事はいくつもあるわ。それから儂はもう蜃の名は捨てた。巴じゃ、覚えておけ」

「五月蝿うるさいな、真君がいるからって強気だね。はいはい、ともへね」

「と・も・えじゃ!!　今度間違えたらその首叩き落とすぞ！」

「ごめんね真君。こいつ竜でも変わり者なんだ。きっと君にも迷惑ばかり掛けているんだよね」

「聞けい、ルト!!　儂のどこが変わり者か!!」

　いや、あんたも相当変わっているんじゃないかな？　なんだか、そんな確信があるよ？

　というか、巴を無視して僕にあっさり話し掛けるとか本当に自由な竜だな。竜の頂点だとすると、巴の上司みたいなものなんだろうか？

「僕は真君に嘘なんてついてない。僕を信じて欲しいんだ、真君には」

「は、はあ？」

「誑かすだなんてとんでもない誤解なんだ。僕の気持ちはもっと純粋なものさ」

　危ない発言を聞いた直後、顔を近づけてきたルトと僕の間に、怜れい悧りな刃が突き出された。片刃の鋭い刃はルトの方を向いている。巴、お前それ脇わき差さし。あんま気軽に抜くなよ。二本差しの体ていでいるなら大だい刀とうの方を抜けと。

「……貴様、随分と変わったのう。規律だ戒律だと五月蝿く儂らに怒鳴りまわっていた面影が欠片も残っておらん」

　規律？　戒律？　どっちも目の前のルトって人、いや竜には遠い言葉だよな。

「巴、君も変わったねえ。何事にも興味を示さず無軌道に生きては眠るだけの竜だった君が。でもどうせなら無ぶ粋すいより先に学ぶべき事はあったんじゃない？」

「貴様の奔放さには敵わんよ。ずっと気になっておったんじゃがな？　まず教えよ。貴様、いつから男になった？」

　……？

「三百年くらい前からかな。ずっと女やってきていい加減飽きたんだよね。それで男になってみたんだ。これが快適でさ。初めて女を抱いた時も感動したなあ」

　飽きる？　性別に？　え？

　もう訳がわからない。大体、上位竜なんだから子孫がどうのなんてまるで意味のない話で。となれば当然、抱く抱かれるも無意味なはずじゃ？

「なってみたって、お主。それでなれるものでもなかろうに。大体上位竜が子を生なすなど聞いた事もないわ。女など抱いて何の意味がある？」

　巴、まったくだ。そんな事をまるで新しく玩具を買い換えるみたいに言われてもさ。理解出来る訳がない。

「なれたんだから認めなよ。それに僕、生まれ直すのも止めたんだよね。限りなく老化を遅くして今こん生じょうを楽しもうと思ってるんだ。だけどさ、やっぱり得られる快感だと女の方が上なんだよね。だから男にも結構早く飽きてきていたんだけどね、世界が変わったんだよ、ある日ね！」

　だからどうして快感とか。っていうか、そうなのか。男より女の方が気持ちいいんだ。勉強にな……らないな。考えてみたら、だからどうしたって話だよ。本当に夢中になっているスポーツ、みたいなノリで話されても非常に困る。

「別にお主のその辺の価値観の変化なぞ聞きたくないんじゃが……」

　同感だ、巴。何か圧倒されて言葉にならないけど、凄く同感だ。

　若干引いてトーンダウンしているのも物凄く共感出来るぞ。

　僕は完全にドン引きだ。

「ある時、同性である男と関係を持つ機会が偶然にあってね。何と言えばいいのかな。心の充足、精神の麻薬とでも言おうか。そんな、とにかく味わった事もない多幸感が身の内から湧き上がってきてね！　いや、後日女に戻って女性同士も試したんだけど、やはりその時の衝撃には及ばなくてね」

　……欠片も理解出来ない言葉をルトが興奮して話している。男とか女とかもう、何がどうなっているのか誰か教えてくれ。

「想いを伝える同性間の究極の友情の果て、その愛！　僕は感動に震えた！　体を重ねるなら男同士に勝るものはないよ！」

　演説、もう止めてもらっていい？　耳が腐る。脳もやばい。

「見たところ、真君はネンネだろう？　大丈夫、僕はそういうのも大好きだ。初めては女が良いって言うのなら女になってもいいよ？　どちらの身体でも、僕は一日で君を虜に出来る自信がある!!」

　何言ってやがる！　真っ白な肌を紅潮させてるんじゃない！　意味がわからんわ！　力説するな、気持ち悪くなる！　僕はネンネじゃない！　ん、ネンネ？　えっと経験がないって事か。あ、それは合ってるな。

「断る！」

　とにかくソファから立ち上がって奴との距離を取る。幸い追っては来ない。ルトは逆に乗り出していた身体を戻し、深くソファに沈ませると、腹部の前で両手を絡ませる。

「食わず嫌いはよくないよ、真君。僕なら男も女も思いのままだよ？　一度試してみて、それで駄目なら僕も諦めるさ」

　一日で虜とか、恐怖発言しといてそれ言うか!?　目がキラキラしているのがもう嫌だ……。

　同性愛を否定する気はない。ないが、それを興味のない者に強要するのは断固拒否する！　僕はそっちに興味はない！

「……貴方、さっきから一体何をわめいていますの？」

　おっと。

　今戻ってこなくてもいいのに。

　澪、お前はもう間が良いというか悪いというか……。

「あ、黒いお姉さん。お茶と果物ありがとう」

　ルトはルトで、澪が持った盆に載ったものを見て喜んでいるし。

「……若様に何をしようとしていたの？」

「ん？　少し口説いていただけだけど？」

「くど…っ!?」

「だって彼フリーでしょ。僕が名乗り出ても問題ないよね？」

　根本的に問題があるだろうが、性別っていう断崖級のやつが。

「……」

　澪は静かにお盆を脇に置いた。人数分のお茶とカットされた果物が盛り付けられた皿が載っていた。

「あれ、そこに置いちゃうと取れないんだけど」

「巴さん、これは竜みたいですけど。殺やって問題は？」

　竜だってよく気づくな。言われて注意して集中してみれば、確かに微かながら感じられるけど。いきなり看かん破ぱするとか、澪の直感は凄まじいな。

「そうさな。若の貞てい操そうに関わる。百害あって一利もない。澪、当然殺やるぞ」

「あらら？　って、真君まで!?」

　二人が戦闘態勢へと移行していくのがわかる。そして僕もそれにならう。こいつは撃退しておくべきだ。一〇〇パーセント僕のために。

「ルト、遺言くらいは聞いてやろう。骨も残さんから後日墓標に刻んでおいてやる」

「いいえ、上位竜の肉も美味しいかもしれません。せめて有効活用して差し上げます」

「かつてない脅威だ。悪いけど僕も全力で排除させてもらうから」

「ちょ、ちょっと待ちなよ！　三人がかりは絶対無理。大体、今日は戦いに来たんじゃないし！　ね？　落ち着いてよ三人とも。ごめん、ふざけ過ぎたよ。真面目に誤解を解かせてよ、お願いだから」

　ルトが両手を上げて降参を示す。

　どこまで本気か。

　何せ初めて会うタイプだ。真意も測りにくい。更に言えば今見せている真面目な顔も信用出来るものか怪しい。

「貴様の狂った性癖についてならば、もう十分に聞かせてもらったわ。弁明は必要ないとも」

「若様にいかがわしい趣味を教えようとは。最早誤解など解かなくても構いません。駆除一択です」

「いや、ちょっとしたスキンシップみたいなものだよ。そっちはもう触りってだけで今日はもう言わない。冒険者ギルドの事とか、ちゃんと話したいんだよ、異世界人の真君とね」

















「……ギルドの事？」

　ああ、ギルドマスターって冗談言った事か。こんな変態がトップにいて組織が成り立つ訳もないし、嘘だったんだろうけど、まだ何かあるのか。

　一応、巴と澪も僕も登録しているし。トアさんとか知り合いも所属している組織の事だもんな。何か話すなら聞いておくか。

「そう、ギルドの事だよ！」

「わかった。もうふざけないと言うのなら聞こう」

「若！」

「若様ぁ」

「澪、冷めたままで構わないからお茶を。じゃあ、ルト。話を聞こうか」

　再び三対一で腰を掛ける。

　ルトも表情を真面目なものへと変え、冒険者ギルドについて語り始めた。












　　　４






「まず、僕は正真正銘冒険者ギルドのマスターだよ。というか、僕がギルドを創設したんだよ。千年くらい前にね」

「ええっ!?」

「なんと……」

　ルトは真顔で冒険者ギルドの創設について明かす。僕と巴は驚きを口にしたけど、澪は興味がないのか特に反応はなかった。

「真君と同じ異世界人に概念を教わってね。まあ、多少の意図もあって僕が女神に提案して責任者になったんだ。彼女はギルドをヒューマンが強くなるためのシステムだと至極単純に考えてくれてね、反対はされなかった」

　多少の意図。何だか気になる言葉だな。それに異世界人。やっぱり、僕と勇者二人があの女神の最初の犠牲者じゃなかったんだなあ。

　千年前っていうと、日本は平安か？　藤ふじ原わら道みち長ながとかの時代かな。ん？　何か引っかかる。何だろう？

「当時は僕も精力的にギルドの仕組みを考えていて、概念を教わった異世界人、まあ僕の最初の旦那様なんだけど。彼にも色々と話を聞かせてもらって、楽しみながら制度を組んでいった。そうだね、心境を例えるなら今の巴のような状態かな。とにかく彼の概念を知り、学び、再現するのが楽しくて仕方なかった」

　ああ、納得。例が側にいるからか妙にわかる。

　つまりルトは巴が時代劇にハマってしまったように冒険者ギルド作りに没頭したわけか。それで、世界に広がり、基本的には国家の干渉を受けない、ある意味危険な組織が出来たと。女神の後押しとトップの上位竜の手があればヒューマンの反対も最小限だったんだろうな。何せ女神様だし。

「僕の夫になった異世界人は当時エリュシオンで英雄と称えられた剣士でね、僕はその妻であり相棒。女神にも協力を得られたから、一度システムを作ってしまうとヒューマンの社会への浸透は実に早かった。その後、僕は姿を変えながら歴代のギルドマスターで在り続けたって訳だね」

　初代マスターで、現代でもマスターか。それはまた。

「初代マスターはルトの夫じゃなかったのか？」

　旦那さんの方が主導権を持っていそうなのに。なんで彼はマスターになろうとしなかったんだろうか。

「彼はそんな事よりも酒と女に目がなくてね。英雄としての実績を作ってからは仕事らしい仕事はしていなかったな。まあ英雄なんて、その偶像に意味があるのであって、本人は張り切って仕事などしない方が、特に戦乱を経た世にあっては都合が良いのかもしれないね」

　平時に英雄は不要という事かな。確かに、考えてみると、僕が学んだ地球の歴史でも、戦時に活躍した英雄のその後は余り教えられない。個人で調べようと思えば出来る、とは思うけど。

　戦後の権力を求める勢力には、人心を集める英雄みたいなのは邪魔な存在になるのかも。

　そしてルトはもうこの頃から性に奔放らしい。旦那が他の女と関係を持っていても何とも思わないんだな。ん、もしかしてその頃からもう一夫多妻が当たり前なのか？

　聞いても斜め上の答えが返ってきそうだったので、質問は止めておく。大人しく話を聞いていよう。

「世界中に存在して、コミュニティの問題解決に一定の役割を果たす。そして、所属する者には、レベルを表示するなどの多機能を備えたカード型のギルド証を与える。……ねえ真君、不思議だと思わなかった？」

「え？」

「下手な魔道具を超える性能を持つギルドカードに、レベルなんて言葉。これらは君の世界ではゲームの中に登場する概念じゃない？　どうして、そんな怪しい組織を君は簡単に受け入れる事が出来たの？」

「そ、それは……」

　ゲームみたいな世界だとは確かに思った。でもそれ以前に僕は魔術にも触れているし、レベルや職業といった用語も聞いている。そんな前提もあって、ギルドって組織も異世界なんだからと、考えてみるとおかしな理由で納得していた。

「異世界だから、とか思ったんじゃない？　だから完全に規格外の、言ってしまえば木造建築の中に高層ビルが立っているような状況も、冒険者ギルドなんて言葉一つで納得してしまった」

「……ああ」

「そうなんだよね、何故か異世界から来る真君や他の人は、このギルドの存在を比較的あっさりと受け入れてくれる。君達がいた世界には当然、存在しない組織なのにだ。面白いものだと思うよ」

　うんうんと。ルトは興味深げに何度も頷いている。

「どうも、わからぬ。聞いていれば、お前は異世界人に聞いた情報を基盤にしてギルドのシステムを作ったらしいが、ギルドの運営がしたかった風でもなく、それに冒険者をやりたがっているようにも聞こえん。暇潰しに作るには冒険者ギルドという組織とシステムは些いささか手が込み過ぎているぞ？」

　巴が口を挟む。そうか、言われてみればルトはギルドをこんな風にしたいとか、冒険者になりたかったなどとは少しも言ってない。暇潰しのレベルにしては度が過ぎると思うのは自然だ。

「いや、殆どは単なる楽しみ。暇潰しだよ。僕は凝り性だからね。どうやってギルドを成立させるか、一つ一つを試すだけでも実に有意義だった」

　巴もだけど無駄にスペック高いよな。凝り性で暇潰しになるからってよくもやれるものだ。羨ましいよ。

「じゃが、先程、お主は『意図』と言った。それは何じゃ？」

「耳みみ聡ざといね。真君に嫌われそうで話したくないんだけど」

　何かエグい事を考えているんだろうなあ。大体、話したくないとかいう割には話す気満々な顔してるし。むしろ僕の反応が見たいんだろうか。

「どうせ話す気なら一度に吐け。あと、若を見るな。汚けがれる」

　巴よ、ルトは一応お前にとっては元同僚、いや上司みたいな存在なんじゃないのか？　それを早くも汚物扱いか。いいぞ、もっとやってくれ。

「はいはい。まあ、そんなに複雑な話でもないよ。ずっと昔から女神はヒューマンを寵愛していた。だけど、僕は世界を大事にしていた。それだけなんだよ」

「意味がわからん。簡潔に話せ。お前は昔から人に謎掛けのような言葉を掛ける。今は不要じゃ」

「……他者との対話において聞き手が自身の思考で理解に到達するのは非常に有意義だというのに。まあ、了解。つまりね、女神の寵愛が過ぎて、ヒューマンが増えるわ驕おごるわで世界のバランスが崩れる未来が当時から容易く予見出来たんだ。だからその牽制の一つとして作ったんだよ。半分以上が趣味なのも事実だけど」

「ヒューマンが増える事への牽制？　でもギルドはヒューマンの成長を促すんだろう？　むしろ助長している気がするんだけど」

「それは木を見て森を、ってやつだよ。いいかい？　ギルドに登録するとカードがもらえる。それには自分のレベルやランクが記載されているわけだけど、本来はただの現状を示すだけの数値でも、階級や数字として示されるとヒューマンっていうのは上を目指したがるんだよね。人間を基にしただけあって彼らほどじゃないにせよ欲の強い種族だし」

「……」

　悪かったね、欲が強くて。

「レベルが上がれば強くなる。もちろん、そんな数字は知らなくても魔物を倒したり戦争したりしていれば目に見えないだけで実際には力の向上は起きている。だけど分かりやすい数字になるっていうだけで意気込みが上がるんだよ、彼らは。僕もその意気込みを加速させるために世界のシステムに干渉してちょっとした仕込みをした。ギルドに登録すると成長速度が上がるようにしてみたんだ。他者から奪った力の吸収効率を上げたんだ。真君にわかりやすく言えば経験値の倍率向上、って感じかな」

　数字が出るとやる気が出るというのは、確かにあると思う。否定出来ない。努力が続かない理由には、成果が見えにくいから心が折れるという場合もあるんだろう。でも、ルトの言っている事は人の成長の応援であって、そこに何の牽制効果があるというのか。

「なるほどな、そういう意図か。迂う遠えんな事をする」

　巴はルトの言いたい事がわかったようだ。人と竜の違い、なのか？

「そうすると、ヒューマンは余計にレベルやランクに固執する傾向が出てくる。レベルは自身の強さを、ランクはギルドが個人に与える恩恵を高めるからね。当然、冒険者の中には高レベルになり名前が売れる者が出てきて、彼らに憧れる若者もギルドに登録するようになる。強くなった者の中には騎士や王になって繁栄を築いた者もいたね」

　良い話だよな。努力して、成功する。僕もギルドカードの機能拡張狙いでランクを上げようとか思った事もあるしなあ。でもレベルが一つも上がらないし、商人稼業に精を出すようになって少し熱も冷めてきているけどさ。

「……素直なんだね、真君は。ちょっと自分の小こ賢ざかしさが恥ずかしくなるよ。努力の末の成功は良い事だって顔してる」

「悪いか。誰だってそう思うはずだろう？」

「……ふふ、続けるね。功名心を煽られ、出世を望み、元手もさして必要なく腕っ節だけで始められる、そんな夢のある冒険者を目指す者は増えた。より強く、より偉く、より豊かにってね。そんな連中、冒険者ギルドがなければ良く言って何でも屋、普通に言うとならず者。悪く言えば賊、略奪者の予備軍だ。元手が少ないのは生命の危険を背負うからだって事を都合良く解釈し過ぎだ」

「だが、ならず者とてある一定の数をギルドで冒険者として囲えば、性根の悪い連中も過ぎた悪事もやりにくくなるし、多少の治安向上になるかもしれぬ。ならず者だ、賊だと言ってしまうのは少々乱暴な気もするがの」

　良い事だよね。話の結論が見えないな。

「そんな効果も少しはあったかもね。ギルドには規則も一応あるから。でも大事なのはね、先ばかりを見たヒューマンが自動的に間ま引びかれていくって事だよ」

　間引、かれる？　それってどういう。物騒な言葉だけど。

「過ぎた欲は身を滅ぼす。ならず者も、何でも屋も、夢見る若者も。成功を目指して強くなり、そしてどこかで階段を踏み外す。レベルだランクだ報酬だと、ギルドの依頼で死にに行く冒険者は実に多い。千年経ってもさして大局的な変化はないね。中には運良くとか並外れた才覚で上り詰める者もいた。それが成功者だね。その彼らの存在は宣伝塔になり、さらなる人々を呼び込んでいく。成功者が失敗者よりも多いなんて事はある程度以上の社会では有り得ないからね、彼らの足元には数え切れない程の骸むくろが転がっている事になる。綺麗に言えば夢の残骸がね」

「そりゃあ、勢い余って失敗する人もいるだろうけど、でも次に活かせばバランスは身に付けるし、人を間引くなんて効果が本当にあるのか？　だって今も世界はヒューマンの国で溢れているじゃないか」

「次、が極端に少ないのが冒険者という職業なんだ。一度の失敗でそのまま死ぬ事も多々ある。今も世界に、魔族をはじめとしてヒューマンに敵対する亜人が存在している事が、間引きの効果がある証明だね。何だかんだと言っても数は力。冒険者ギルドがなければ、今頃世界はもっと平和だったんじゃないかな、ヒューマンと彼らに従属する亜人しかいなくなる代わりに」

「だけど、誰もが欲に狂うなんて。彼らだって引き時は弁えるんじゃ？」

「そういう判断が最後まで冷静に出来た者はもう成功者なんだよ、真君。王などにならなくともね。ギルドのシステムを上手に利用して、後の収入を確保出来て辞めると言うなら十分な成功だ。信じる信じないは勝手だけど、もう少し、あと少しで判断を誤るのがヒューマンだ。現に冒険者の数は毎日のように登録者がいるのに、全体としてはそんなに増えていないんだよ。女神が沈黙している間で言えば、むしろ減っていたくらいだ。荒野だ迷宮だ一攫千金だと夢ばかりを見て面白いように死んでいくのさ」

　そんな。冒険者を支援する体で存在する冒険者ギルドが、実は彼らを煽って間引く意味も持っていた？

「ただ、勘違いはして欲しくない。誰もが真君の言うように、引き時を弁えて自らの成長と将来に謙虚であれば、ギルドはヒューマンに貢献し、違う意味で世界は平和になっていたかもしれない。現実にはそうならなかっただけ。それどころかヒューマン以外の種族まで加入したいと言い出したりっていう予想外の展開も幾つかあったりしたね。冒険者ギルドは、端的に言ってしまえば、良くも悪くも人の欲望を支援する組織だ。幸い、人の社会に問題がなくなる事はなく、依頼も尽きない。冒険者にならず別の道で身を立てている者だって、目的のために危険を冒す必要が生じれば、命を惜しみお金で結果を買おうとする事もある。それを冒険者ギルドが請け負う。実によく出来ているだろう？　間引く、なんて狙いが実現出来ているのは冒険者がギルドの使い方を誤っているに過ぎないよ。ギルドがそれなりに力を持つヒューマンを適度に焼く誘蛾灯で在り続けられるのは、彼ら自身の姿勢によるものが大きいのさ」

　少し違うけど、力はただ力だから、使い手がどう在るかが問題だって事かな。結果、千年もの永い間ルトの思惑に乗って数多あまたの冒険者が吸い寄せられては焼かれたんだろう。

「……そうか。世界のシステムへの干渉とは、増えた冒険者を利用して冒険者全体と世界の間で簡易かつ変則的な契約を結ぶ事か。つまり成長の上昇速度が本格的に機能するのは冒険者になってしばらく経ってから」

「巴、結構頭良くなったんだ。そうだよ、僕は魔術を用いた契約関係にも精通しているからね。少し弄いじらせてもらったんだ。慣れた頃に成長も順調になるんじゃないかな。その時分が死にやすくもあるから面白いものだよね」

「つまり、レベルが上がると基礎的な力が上昇するわけか。技量や経験、それに才能による補正はレベルには関係ない部分だと。ち、澪の奴に負けておるのは癪じゃが、そんなものなら別に苦労して上げる程のものでもなかったわ。厳密にはレベルが上がると、ですらなかった訳じゃしな」

「まあ、そうなるね。種族によっても力なんて異なるから、レベルが上だから勝てないって事はないよ。単に世界から送られる強者へのご褒美みたいなものだし。善人でも凶悪な魔物でも、同じ力量なら殺せばそいつに同等の力が注ぎ込まれるしね。ただ、女神の祝福みたいなどんでん返しもあるから妄信はしない方がいいよ。才能や直感なんて言葉に絶望されて消極的になられてもメリットがないから、レベルに応じてジョブなんてシステムも導入したり、ランク上昇によるカード機能の限定解除やカスタマイズとか、なかなか頑張ってはいるんだけどねえ。ま、今のところレベルが限界に達したって事はないから。まだまだ僕の掌の上って訳。ちなみに設定上のレベルの最高値は６万５５３５。何でも浪漫がどうとかって旦那が熱弁していたからそうしてみたんだ」

　浪漫って、旦那さん……まんまゲームによくある数字じゃないっすか。




　全部納得出来るかは別にして。ルトのやっている事と言っている事は大体理解出来た。今も巴と何か専門用語っぽい意味不明の単語を投げ合いながら議論しているみたいだけど、そっちは殆どわからない。

　自制して冒険者出来るなら、普通に応援してくれるのが冒険者ギルド。

　一方で、欲望に忠実に行く冒険者にとっては、余程運か才能に恵まれない限り、ギルドは墓場への案内所のようなもの。

　という事らしい。考えて見れば、後者の人種にとっては荒野なんて正に墓場なんだろうな。

　しかし、まあ、言われてみると実にその通りだよなあ。この世界観に冒険者ギルドは馴染んでいるようにも見えるし、実際に千年も続いている。下手な国家よりも古い。日本に平安時代から延々と存在し続ける斡旋組織は存在しないと思うから、冒険者ギルドが相当な組織だってのは想像出来る。

　古さだけなら何とか組ってものが企業として続いているらしいけど。確か宮大工さんだったか。

　斡旋だとかは今の任にん侠きょう道どうを生きる皆様のご先祖がやってた口入れ屋ってのが日本ではわかりやすいんだろうけど、あれも冒険者ギルドとは性質がかなり異なるものだし。

　木造建築の中に高層ビル、ね。言い得て妙だなあ。

　例えば商人ギルドでの情報伝達速度は日々工夫されているとはいえ、冒険者ギルドのそれには全く及ばない。元々、冒険者ギルドを見た商人の一人が自分達の互助組織として作り上げたのが商人ギルドだって読んだ覚えがある。確かに、国やら街やら有力者やらに影響を受け癒着なんかもある商人ギルドの方が、組織として人の作った〝らしさ〟があると思う。

　冒険者ギルドの情報伝達の異常なまでの速さは本当にメールがあるんじゃないかと疑ったくらいだ。荒野の出張所でなければ巴と澪の存在は数日で世界に広まっていただろう。

　ツィーゲのギルドでは、レンブラントさんが裏で動いてくれて情報をコントロールしてくれたんだよな。奥さんや娘さんが大変な時だったっていうのに、本当に頭が下がる。その後も、巴と澪はギルド支部長さんの実績に大きく貢献する活躍ぶりで、かつ荒野の依頼をも難なくこなしている。そんな二人の重要性もあり、こちらの要求通りに今現在もきっちり情報を外に漏らさないでいてくれるようだ。多分、この目の前の竜は、巴や澪、それに僕のレベルもきっちりと把握していると思うけどね。まったく、僕のいた世界の情報も普通に知っているかのように話すし、彼は一体どれだけの異世界人と会ってきたんだろうね……？　ん？

　あああああああああああ!!

　そこだ!!　そこがさっき引っかかったんだ!!

「ルト！」

「ん、何だい真君。僕とも契約したくなった？　嬉しいなあ、何でもしてあげるからベッドでは遠慮なくわがまま言ってね」

「違う！　お前の最初の旦那の事！　千年前だって言ったよな」

「ああ、言ったね。それがどうしたの？」

「どうしてそんな大昔の人間が冒険者ギルドなんて知っているんだよ！　ゲームは愚か、そんなものが登場する物語だって当時には存在していないはずだ！」

　平安とか藤原道長とか自分で考えておいてどうしてそこに気付かなかったかな、僕は！

「ふむ、そこが気になったの？　説明してもいいんだけど、簡単に浦島太郎っぽく考えておけば楽だしそうしておかない？」

「ぽくって何だよ。僕にとっては結構大事な事だから詳細頼む！」

「ルト、若が望まれておる。説明してもいいなら一から言え」

　もしかしたら、もしかしたらと考えていた可能性の一つが消えるかもしれない瀬戸際なんだ。ここで浦島っぽいのか、で納得出来る訳がない！

「うーん。そこまで言うなら……。巴、お前も頼んだんだからちょっと黒板みたいの出してよ。わかる、黒板？」

「馬鹿にするでないわ。ようは説明用に書ける板と筆記具があればいいんじゃろ？　しばし待て」

「よろしく。どちらか一人でもいいから最後まで聞いてよ？　もし二人とも脱落したら僕はもう真君を襲うからね。約束だよ？」

　何と恐ろしい事を言うのか。しかし二人とは見くびってくれる。ウチには直感担当ではあるが、澪という第三の天才が……。

　寝てやがりました。道理でさっきから一言も話してないと思ったよ。気持ち良さそうに寝息を立てている澪を見て嘆息する。

　既に一人脱落か。

　最悪、さっき難しい話をしていた巴に投げれば問題はないだろう。識だって戻ってくるかもしれない。

　巴の準備を待つ間、ルトがお茶と果物を褒めてくれたりしつつ雑談を交わし、僕は彼のするであろう時間の矛盾の話を待った。












　　　５






　後悔した。

　開始五分で早くも物凄く後悔した。

　ルトが話す内容も図ず示ししていく説明も、殆ど全く理解出来ないレベルに達したからだ。今は何やら軽快に意味不明な数式が黒板に記されていっている。

「だから、世界から人が零れ落ちるのは基本的にこの処理が偶発的に起きた場合で──」

　ルトが、自ら書いた内容の一部に丸をつけながらどんどん説明していく。た、多分、巴はまだついていけているのだと思う。そう信じたい。

「で、そこからＡとＤが同期した場合に異なる二つの世界の間に転移という現象が成立するんだ。神々が意図してこの結果を得たい場合においてはまず時間の分割共有──」

　延々と、本当に延々と話が続く。もうわかる単語すらまばらになりつつあるな。ここ数分の内容だと、人とか神とか転移とかという言葉はまだ、僕の知っている意味で使われていると思う。多分……。

「──が──で、世界間に時間のズレが生まれ同期が非常に困難になっている訳。当然、ここから理解出来ると思うんだけど、時間遡そ行こうによるタイムパラドックスは事故時に発生するエネルギーの規模から非常に重大な問題ながら、起こり得る可能性が限りなく低く──」

　僕は……何を聞きたかったんだっけ？

　ええっと……。

「以上の理由で、この世界における時間経過と、真君のいた原初の世界の時間経過は全く異なる管理下にあるのさ。これが僕の最初の旦那様が真君の世界でごく最近親しまれているゲームやＲＰＧを知る世代である事の理由なんだけど……」

　ルトは僕を見る。殆ど何を言っているのかわからなかったけど、意識は保てた。ミッションクリアだ。

「で、僕が元の世界に戻ろうと考えた場合。成功する可能性ってあるのか？」

「……説明、わかってもらえなかったんだね」

「魔術と科学が混じった時点で既に理解出来る訳があるかと言いたい」

「ええ？　今のは全部科学の話じゃないか。あ、そうか。原初の世界は確か、魔術の概念を取り入れていない科学しか発達してなかったっけ？」

　魔術を取り入れた科学って何だ？　相反するものかと漠然と思っているんだけど？

「ま、魔術込みの科学技術なんて存在する世界があるのか？」

「もちろん。広義でならこの世界も魔術と科学が混在している世界だよ。でも失念していたな。真君のいた世界は魔力を体の外に出せるだけでも異能者扱いされる恐れがあるんだったね。そうなるとワープだとか時間遡行、それに宇宙空間の航行技術なんかは相当難易度が高い訳か」

　難易度がどうとかっていうか、それはもうＳＦの単語では？　ワープは凄いエネルギーがいるから不可能だって物理の先生から聞いた覚えがある。ルトはそんな技術も知っているんだろうか。確かに魔術があれば転移陣で瞬間移動が実現出来るから、既に生活の一部なんだよな。冷静に考えてみると結構凄い事だ。

「魔術とか科学は、とりあえず置いておいて。……巴が多分わかってくれているからあとで噛み砕いて教えてもらう」

「若、儂も正直全部は理解出来ませんでしたが」

　なんだと!?　それじゃあ僕が理解出来る訳がないだろう。途中から嫌がらせかと思ったくらいなんだから。

「もう一度、初めからわかり易く話そうか？」

「いや、多分同じ。わからなくなるラインが数分遅れるだけだと思う。物凄く高度な事を話してくれたのは何となくわかるから、質問に簡潔に答えてもらえると嬉しい」

　大体、最後まで聞けと言われたけど理解しろなんて言われてないから襲われる心配もない、はず。

「……仕方ないなあ。まあこの話、異世界人で理解出来たのは二人しかいないしね。いいよ。えっと質問は、真君が元の世界への転移を成功させられるか、だったね。答えは、限りなく不可能に近い可能だね」

　二人、いたんだ。あの話を十五分以上理解出来るのに僕は一生かかるかもしれないというのに。

「……」

　巴は何も言ってくれないな。質問の答えは不可能に近い可能。となれば、方法はあるのか。

「何か方法がある、って事か」

「ん、少し違うな。今の真君の魔力総量なら転移自体はほぼ成功する。技術がまだ稚ち拙せつなようだからそこをしっかり勉強すれば間違いない。保証するよ」

　あれ、大分いい感じで話すじゃないか。ちょくちょく亜空で弓道しているし、何度か魔力の最大値が上がったのも感じた。技術が稚拙というのは、一度に運用する魔力の量にまだ問題がある、というニュアンスだろう。そっちも学園に来てからそれなりには勉強しているんだけどな。

「ならどうして不可能に近いんだ？」

「行き先を特定するのが物凄く大変で、しかも削りきれないランダム性があるからだよ。まあ数万回転移を繰り返せば多分原初の世界に辿り着けるとは思う。ただそれがいつの原初の世界かはわからない。君がいた時代の君が存在した世界に帰ることが出来るのは、楽観的に考えても何千万分の一の確率になるだろうね」

「……」

「って事をさっきから噛み砕いて説明していたんだけどね。まあ一日に試せる転移の回数を増やしながら条件を丁寧に整えれば、今言ったよりはマシな成功率になると思うよ？　そこに至るのにどのくらい時間がかかるかは流石に何とも言えないけどね」

　可能性はゼロではない、だけどほぼ不可能と言ってよい。そんなとこか。

「そうか。つまり物凄く難しいって事か。当面は目指すような事じゃないってのは何となくわかった」

「うん。今はとにかく色々見て回るといいんじゃないかな？　僕もいつでも連絡付けられるようにしておくから、話相手くらいにでも思って気軽に呼んでよ。出来れば一人の時にね」

　僕は今日、天才と変態は両立すると学んだ。そしておそらく一人の時に彼（？）に連絡する事はないと思う。

　正直、はじめから浦島っぽく適当に考えつつルトに質問に答えてもらうだけで良かった。無茶苦茶疲れたよ……。

　ルトの言葉の後に、沈黙の帳とばりが下りる。かと思えば数分も経たない内にルトは突然立ち上がった。

「さて、挨拶も済んだ事だし。今夜はそろそろお暇いとましようかな。じゃあまたね、真くん」

　帰るルトを見送ってくるという巴が、ルトと一緒に部屋から退室した。

　ああ、そうだ。識なら話が合ったのかもなあ。あいつ、世界を移る事に執着していたんだから。

　後日になるだろうけど、巴にルトの話をわかる範囲で識に聞かせてやるよう頼んでおこう。

　僕はすやすやと寝息を立てる澪に毛布をかけてやると、起こさないように静かに応接室を出た。

　部屋で、少し考えてみよう。僕はどうしたいのかを。

　あ。

　ああああああああ!?

「指輪、そうだ念話の妨害とか聞いてなかった！　……ギルドの件、本当にびっくりしたからそれどころじゃなかったもんなあ、はあ……」

　はぐらかされたのか、僕が聞かなかったから答えなかっただけなのか。

　くっそー……。

　まだまだ先は遠いなあ。





　　　　◇◆◇◆◇






　クズノハ商会から冒険者ギルドへの帰途、ルトと巴は並んで歩いていた。

「しかし、お前達も大概面白いね。お互い上に立った事のない者と下に立った事がない者だからだろうけど。愉快な主従関係だよ。支配の契約を交わしながら家族だと思っている主。主人を導こうとする爺やか何かのような従者に、ひたすら主人に盲従する従者、それにもう一人は背伸びに背伸びを重ねてわざわざ支配を受け入れた従者ときた。ふふふ、誰一人として、本来の支配の契約による隷れい従じゅう関係にない。実に奇妙で、面白い」

　ルトの口がお喋りを続けている。だが面白いなどと言いながら真と話していた時のような温かみはなく、淡々とした口調だった。

　面白い、と言いながらも楽しさは含まれない。ただ調査の結果を精査するような、観察者のごとき硬い言葉。

「……」

　巴はさしたる反応も見せず、ルトの後を歩いていた。

「なに？　聞きたい事があるならどうぞ？」

「……気付いておったか」

「当たり前。折角、夜を徹して真君と語らえると思ったのにさ。お前の視線が鬱うっ陶とうしくて出てきてやったんじゃないか。大体、何が『全部はわかっていない』だよ。巴、お前全部わかってたじゃないか。空間に関してはお前も専門分野だしわかったところで当然としか思わないけど、そうじゃなければ僕も最後まで説明しなかったさ」

「じゃろうな。幾つか、どうしても聞いておきたい事が出来てな」

　巴の口調は重く硬かった。

「人の事は嘘つきだの誑かすだの言った癖に。お前だって主人に偽りを言っているじゃないか。まあ、同じ竜のよしみだ、言ってみたら？」

「異世界、原初の世界から来た人間は、やはり百年ほどで死ぬのか？」

「……ああ、死ぬね。むしろ百年生きる方が珍しい。一応魔術による延命も受け付けるようだけど、それでもまともに生きていられるのは二百年弱、かな。それ以上は……おすすめしない」

　ルトの言葉の最後に、苦悶の色が混ざった。

「そうか、短いな。本当に、短い」

　巴は短いという言葉を何度も呟く。受け入れられないものを何とか自らに染み込ませようとしているようにも見える。百年という時間は竜にとって、決して長い時間ではない。人の感覚で例えるなら精々一月、といったところだ。

「こればかりは仕方ないよ。僕も十人以上の人間と出会っては別れているけど、慣れるしかない。彼らは誰も彼も魅力的で、別れは本当に辛いものだけどね」

　ルトの瞳が不意に遠くを見る。追憶によるものだろう。

「大昔からの知り合いじゃから恥を忍んで言うが……耐え難いんじゃ、ルト。この煌きらめいて見える世界も、真様が死ねば、また色いろ褪あせてつまらぬものになってしまうのだろうか？」

「ああ、間違いなくね。僕も最初の伴侶を失った時は凄まじい喪失感に襲われた。何よりも大事だと思っていた世界にさえしばらく価値を感じなくなった程だ」

「今の儂にとって真様は全てじゃ。あの方との時間がいずれ失われるなど、考えられぬ」

「だろうね、わかるよ。僕だって彼は素晴らしいと思う。まさかお前が人と契約するとは思わなかったけど、正直羨ましい」

「お前は、わからなくていい。真様が怖がる」

「酷いな。同意しているというのに。実際、真君は良いよ。失礼な言い方だけど、彼は一番の大当たりだ。そもそも一度に三人もの人間が訪れるのも初めての事だし、これから……世界は大きく変わる」

　ルトの声がやや弾んだものになる。異世界人の出現によって世界が変化する事が嬉しくて堪たまらないようにも見えた。苦笑から一転して、彼の表情は明るい。

「変わる、か。ルト、お前はどうやって真様を知った？　当たりだと言うのならお前の目に他の勇者はどう見えた？」

　巴の言葉はルトとは対照的に、一言一言を確かめながら発せられた。彼女はまだ世界の変化を好意的に迎えるべきか慎重に対処すべきか、決めかねているからだ。初めて人と生活を共にして、過去一番長く人の社会に触れている。それだけに何度も節目に立ち会って来たルトと同じように、来きたる変化をただ楽しみに迎えられる心境にはなかった。

「僕が彼を、というか巴達を知ったのはツィーゲで冒険者登録した時だよ。レベル四桁が二人に過去一度もなかったシステムエラー。すぐ三人目の異世界人の存在を知ったよ。情報を確認して封鎖した。だから巴、澪なんて名はツィーゲから離れれば無名のままだ。君ら二人には本当に感謝しているよ。おかげで真君の存在を知る事が出来たからね。情報遮断はその礼だと思ってくれていい。人間ではないのに人間である、才能はないのに才能を超える、人を殺める心痛を持たないのに身内が傷つく事に心痛を感じる。酷く不透明で曖昧で思考も判断も凡人のそれ、なのに凡ぼん夫ぷとは違う道を進もうとしている。彼ほどに傍で見ていたい異世界人はいないね。実に、そそられる」

「ルト、何故そこまで真様に入れ込む？　異世界人だからだけとも思えぬが……」

「お前が言った事の繰り返しになるけどね。異世界人は百年ほどで死ぬ。でもね、よく聞きなよ？　僕らはヒューマンとでは子を作る事は出来ないけれど、人間となら子供を作れるんだよ」

「!?」

「確かに彼らは死ぬ。でも自らの中に彼らとの情の結晶を残す事が出来るんだ」

「馬鹿な。儂らは単一で存在する、言わば世界から切り抜かれた性質を併せ持つのだぞ？　いくら相手が人間だからといって子供など……」

　巴の言葉は戸惑いに震えていた。

「それが出来るんだよね。女性に子を産ませた事はないんだけど、男性から子を授かった事ならあるんだよ。だからね、僕は男としても女としても真君に愛されたいし愛したい。あれだけ面白い〝人間〟と、彼が死ぬまでの時間を共に過ごしたい。そしてその子孫とも。契約も望むところ。まあギルドマスターとしての公人の立場もあるからべったりとはいかないけどさ」

「……儂は、帝国の勇者に会った。あれも過ぎた力を持つ者だったぞ？」

　巴は真から言い渡された調査の中で、ごく短い間だったが帝国の勇者と邂かい逅こうしていた。

　力の面では、確かに勇者と呼ばれるだけのものを持っていた少年だったと巴は思い出す。

「ああ、彼か。彼も悪くないね。面白さで言えば真君、帝国、王国の順かな。危険度で言っても同じ。英雄の素養という面では女神の見る目は流石だね、王国、帝国、真君だ。伊達に神をやってない。まあでも帝国の勇者は長く生きないだろうね。彼は英雄である自分に、というか特別な存在である自分に完全に酔っている。それを守るために容易く犠牲を払う決断をするだろう。己自身も含めてね。王国の勇者は逆に何もかもを既に内に秘めている。面白みがない程にだ。あれは……やがてヒューマンを統すべる王になるんじゃない？　自然に人を集め、自然に人を使い、その才は万人に勝る。まさに歴史的な英えい傑けつだ。行く末いかんによっては種族を超えた国すら作りかねないね。でもそれだけ。あの二人はある程度動きも、行き着く先も読めるんだよね。その点、真君は何をしでかすかわからないところがあるから魅力的なんだ」

　ルトは二人の勇者を淡々と寸評する。相変わらず真と話していた時程の熱は感じない。ルトという竜が、異世界からの稀人に意外さや面白さを求めている事を示す証だろう。王たる才を持つ者にも、犠牲を厭いとわぬ者にも姿を見せず、最初に真の前に姿を現したのもその事実を裏付けるものだ。

「子の事は、お前を信じるほかないが、そうか動きが読めぬから面白い、か。……のう、その二人の勇者は元の世界への帰還を望んでいるのか？　真様が心のどこかでそう思われているように。異世界人は、やはり帰りたいのか？」

「次はそこか。やっぱり、皆思う事なんて同じなんだなあ。答えは、いいえ、だ。僕の会った異世界人で帰りたいと考え、実際に行動に移したのは三人いる。三、四人に一人くらいの割合かな」

「およそ三割か。全員では、ないのだな」

「ちなみに、今いる二人の勇者は帰還を望んでないよ。リミアの勇者は最近少し塞ぎ込んでいたようだけど、吹っ切れたようだ。元の世界から持ち込んだ幾つかの物を処分したらしい。これはこの世界に骨を埋める覚悟をしたのかもしれないね。はじめは帰りたいなんて口にする異世界人もこの世界との関わりを深める内に、こちらでの生活を望むようになっていくのが普通だ。人が本来持つ順応性故なのかもしれない。ああ、帰ろうとした三人が帰れたのかどうかは知らないよ。その内の二人は、真君にも言ったけど、僕の話を理解出来た人間だったから別れるのが惜しかったけど」

「真様はどうされると思う？　お前から可能性を示され、帰郷のために動かれるだろうか？」

「彼は、僕の予想だと帰らないと思う。ただ、彼の事をまだよく知らないからね。はっきり言うならわからない。でも、そんな蜘蛛の糸を辿るような冒険をするよりは、お前達を見捨てられない甘い人だと見たね」

「……儂もそう思う。あの甘さは長所であり短所。じゃが、それを失って欲しくはないのだ。被支配の立場に甘んじるのが嫌だというのではなく、単に真様らしく在って欲しいという理由でな」

「何だ、わかってるんじゃないか。なら、もう少し真君に優しくしてあげる事だね。あれもこれもと出来る背中を見せ付けるのは、今の彼には酷じゃないかな？　少し、焦っているようだったよ。彼には彼の歩く速さがあるのさ。僕が見た異世界人の中でも彼は大分変わり種だ。特に、その精神面がね。あのままなら、神をも凌しのぐかもしれない魔力をただ墓場に持っていくだけだろうけど、きっかけ一つで彼は化けるよ」

　冒険者ギルドまであと少し。そんな場所でルトは立ち止まり、そして巴の目を真っ直ぐに見つめた。そこには期待と憂いと恐れ、全てを混ぜた深く複雑な光がある。

「きっかけ？」

「そう。彼は今縛られている。お前がさっき指摘した甘さも含めてね。だけどそれ故に彼は、まだ原初の世界にいた頃の自分の延長上にいる事が出来ているんだろう。他の二人の勇者は既にそれぞれ原初の世界と決別して己の道を定めつつある。真君もまた、決別とは限らないにせよ何らかのきっかけで原初の世界にいた頃の自分と向き合い、自身の力の受容と理解を深める可能性は持っている。あの魔力、それに力。そのきっかけ次第では、彼は第三の選択を手にするかもしれない。巴が気にしてる、帰る、帰らないの間の選択をね」

「帰る、帰らない以外に何があると言う？」

「……行き来する、だよ。自在に世界を転移する、言わば超人とでもいう存在だね。今の真君はもう、創造だって可能な魔力を持っているんだ。それをどんな〝きっかけ〟が覚醒させるのか、僕は楽しみにしているよ。ただ、成長は急がせすぎない方がいい。お前がどんな方法を促したのかは知らないけど、あの魔力の増大は明らかに異常だ。僕から見てもね。あんなペースで無理をさせたら彼は壊れかねない。そうなったら、僕もそれなりの事をさせてもらうよ？　魔力の総量を増やす術すべなんてヒューマンは狂喜乱舞する情報だけど、そんなつまらない事で彼を実験台に使うのは許せないからね。じゃあ、近い内にまた」

「……きっかけ、か。若がただ戻ってしまうだけの未来を、それで回避出来るかもしれぬのなら、儂は……」

　真と共にある時間に、すっかり依存している事に巴は気付く。厳密には彼に、というのではない。真と、澪と識と、そして亜空世界、その住人達。彼と契約してから巴が身を置いている、この心地よい時間への依存だ。

　何をしていても楽しい。一つの事に夢中になれる。どれもルトの言う通りで、一日一日の密度がまるで違う。巴は、この今が、たかが百年で終わってしまう祭りだとは思いたくなかった。いや祭りならまだいい。待てばまたいつか始まってくれる。だが、真と共に過ごす時間は二度と戻らない一度限りのもの。

　楽しければ楽しい程、不意に失う事への恐れが内から溢れそうになる。決して表には出さないが、それが巴の不安だった。その一度限りの至福の時を、真との間に子を生なせば長らえる事が出来るのか。ルトはそれを願っているようだったが、巴にはそれは己の望みとは少し違うように感じられた。ルトにはルトの考えがあり、そこに拠った言葉なのだろうと彼女は深くは考えない事にした。

　実際、真が帰りたいと心から望み、助力を請こえば、巴は支配の契約によらずとも、それを叶えようとしてしまうだろう。彼の力になりたいという気持ちもまた巴にとって本当の想いだから。

　今、上位竜のルトから新たな選択肢を示された。それは真が真のまま、彼の望みを叶えながら、かつ巴の願いも叶える方法。

　きっかけ。

　その一言が帰路を歩く巴の心で何度も響く。

「……巴さん」

　夜更けの通り。道を行く住人の姿など一人も見えない通りで、巴は自身に向けられた声に反応して立ち止まる。

「!?」

「あの変態を送ってきたんですの？」

「……ああ、そうじゃ。澪、なんじゃその格好は。毛布なんぞにくるまったまま。まさかその格好でここまで歩いてきたのか？」

「ええ、悪いですか？」

「夜とはいえ感心せんな。儂らはこの街に長居せんから構わんが、若に変な噂が立つぞ？」

「……見た者には速やかに忘れてもらえばいいのです。そんなことで若様の愛を脱ぎ捨てるなんてとんでもないですわ」

　少しの間、巴が口にした「若に変な噂が立つ」という言葉を思案していた澪だが、結局くるまったままでいる事にして、何かあったら目撃者をどうにかする方向に決めたらしかった。沈んだ顔の巴に少し笑みが戻る。

「困った奴じゃの、ふふ」

「それはお互い様ですわ」

「ん？」

「巴さん、たとえ貴女でも、もし血迷って若様に何かするようなら私は……」

　二つの足音の一つが止んだ。巴のやや後方を続いてきていた澪の足が止まったのだ。

「そんな事は有り得んよ。だがもし、儂が血迷うたら、その時は引っぱたいて正気に戻してくれ。手荒くても構わん」

「ええ、遠慮なくやらせてもらいます」

「ああ。なあ、澪。……有難うよ」

「……」

　振り向く事なく口から漏れた感謝の言葉。そして沈黙の回答。だが二人の間では何らかの意思が通じていたのかもしれない。

　巴と澪は商会に着くまで、それ以上何も語る事はなかった。
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　魔将ロナ。諜報と魔術のエキスパート。

　その名に偽りなしだった。

　ライム、アクア、エリス、識、そしてロナ。この五人が数日で学園の内外を迅速に調べ上げた。ロナがどこまで諜報スキルを見せてくれたのかわからないけど、主にエグい調査方面でそれなりのものを見せてもらったようだ。

　識以外はロナに対して特に敵意を持ってなかったんだけど、最終報告時には三人ともすっかり敵意、いや嫌悪感を抱いていた。知りたいような、知りたくないような。

　せっかく鍋好きになったんだから鍋友とかになればいいのに。病気レベルで好んでいる識には少し問題があると思うけど。

「あっしは、急ぎ働きは好きませんねえ」

「下げ種すよりは無能の方が好ましいと知りました」

「この不愉快、バナナを所望します」

「相変わらずでしたな、有能ではありましたが実に強引」

　良い評価が全くない。顔を顰しかめるくらいきつい思いをした数日、バナナ一本でチャラでいいなら喜んであげるけども。

　脅し騙し、薬、色仕掛け。それに殺し。まさに何でもありの強引な調査だったようだ。あとで何がどうバレても知った事かという感じだ。

　静かに完全に水面下で動く諜報術については、今回は見せなかったってことでもある。

　ライムはツィーゲにいた頃から街に馴染んで日々の噂から情報を得たり、懇こん意いにしている情報屋から話を聞いたりしてそっちの調査活動を主にしていたから、余計にロナの動き方が気に食わなかったんだろう。

　その彼に調査のイロハを教わっているアクアとエリスもまた、ロナには共鳴する事なくこれまでのやり方を尊重するようだ。識も結構催眠とかも使っていたようだけど、一応ある程度配慮はしていたみたい。事実、識のやり方についてはうちの三人ともがそれなりに受け入れているから。ロナは後遺症とかも無視して行動するから駄目らしい。彼女からすればヒューマンの後遺症なんて知った事じゃないだろうからなあ。難しいところだよね。彼女のやり方は魔族が効率最重視でやるなら正しい訳で。

　数日で関係者を完全に特定した結果を見れば、確かに迅速で優秀といえる。そこは評価せざるを得ない。このままエヴァさんを商会に住まわせている訳にも行かないので展開が早いのは正直助かる。妹の方も用心して識や他の皆に張り付いてもらっているけど、これもいつまでもって訳にはいかないから。

　だけど絞り込んだ協力者を独断で殺したり、壊したりと手法の強引さも確かに目立つ。おかげで何人かがこちらの動きより早く消えたりもした。別に相手組織の完全な殲滅を目的としている訳じゃないとはいえ、ここからは今より早急に動かないといけないだろう。

　……しかしなあ。商売敵がたきではなく、まさか同僚の先生をクズノハ商会裏名物、地下拷問室に案内する事になるとはね。全く、予想外だ。

　しかも縁もゆかりもある、事務室の信頼も厚いブライト先生とは。

　僕が赴任してからというもの、彼は約束通り、一定期間自分の生徒を僕に紹介してくれた。だから最初は気味が悪いなんて疑っていた僕も、実は良い人なのかと思い始めていた。その矢先にこれだ。こんな報告を聞く事になって人間不信になりそう。いや、ヒューマン不信か。

　エリート学園の常勤講師で生徒も沢山。あまり組織とかに関わる印象はないんだけど……。

　あそこなら魔族の干渉や過激な動きに晒されることもないし、詳しくは尋問によって聞き出せばわかることか。




　それはともかく、もう二週間もすれば学園は夏休みに入る。

　夏休みって、エリートを養成する学校じゃなかったのかと突っ込みを入れたくなったけど、ルトから過去複数の異世界人の存在を聞かされた今だと、長期休暇の存在もそれほど不思議に思わなくなっている。ロッツガルドの創設にも、異世界人が絡んでいるようなこともルトから聞いた。

　ただ、異世界人がいてその知識の伝でん播ぱんがある程度あったにもかかわらず、この世界に火器が発達していないという事は、やはり魔術は銃火器に勝る武器なんだろう。これまでに訪れた異世界人の内実を全部知っている訳じゃないから、推論に過ぎないけど。でもだからこそ帝国が銃火器を開発しているというのは謎だ。

　それに何人かの先人がいたにもかかわらず、その出自はおろか異世界の存在も殆ど明らかになっていない事にも驚いた。女神に召喚されたのは僕ら三人が初めての事で、これまでの来訪者はあくまでも事故の結果ということだろうか。異世界人だと明かして生活するよりも、この世界の一員として溶け込む事を皆選んだのだろうか。……中には僕と同じように容姿で酷い目にあった人も少なからず存在しただろうに、そんなことがあるのかとも思う。それに地球人は身体能力もヒューマンより高いようだから、その点で迫害された人もいたんじゃないだろうか。ルトが詳細を話さなかった数人は僕と同じ類なのかもしれない。

　英雄になった者、騎士として王に仕えた者、魔術にのめり込みその最奥を覗こうとした者、冒険者として名を馳せた者、狂戦士と呼ばれて滅ぼされた者、そして浴場整備に一生をかけた者（多分日本人だと思う）まで。

　皆がそれぞれにこの世界に生きたようだ。だけど誰一人として帰還を叶えた者はいない、らしい。

　少なくとも、僕は日本での生活で異世界の存在を感じた事はない。そしてこっちでは僅かながら日本の気配を感じている。一方通行、そんな類いの嫌な予感がするのも事実。

　先日聞いた世界が云々というルトの話は殆ど理解不能だった。そして巴に聞いてもさっぱりだった。だけど、とにかく転移をするのは難度が高く覚悟が必要な事だけは何となくわかる。今すぐ、亜空はもちろん巴や澪、識の事を放り出して試みるべきではない事も。

　いくら部下の方が優秀だと言っても、だから主人が何をしてもいい訳じゃないのもわかる。家族で一人だけ勝手をすれば、どこかに不満が集まって歪んでいく。だから僕は、今は足りない自分を少しずつでも自力で補っていくしかない。いつか勝手や無理じゃなく、日本への転移を試みるためにだ。

　まあ、女神に一撃入れるのが一番の目的だけど、当面はクズノハの店舗拡大とか亜空の住人を増やしたりとか、後は帝国の動向を探ったり……。知ってしまった以上、理由次第ではあるけど彼らの銃火器の開発は止めさせたい。

　そして今一番の課題は、女神の強制召喚を止めさせること。まずこれ。だけど識もこちらの対策に乗り出してくれるみたいだから、これは時間が解決してくれると思う。悲しいまでに僕が直接手伝える事は何もなさそうなのが切ない。

　あとは何よりも余裕を持てるようになる事。僕はどうも、周りに自分が劣っている事で焦っているから。

　優れた人材に囲まれている事は嬉しい事だと思う。ただ僕には時の英傑のような徳があるわけじゃない。その上余裕もないときてる。戦う力だけあっても、ねえ？

　まず最初に学ぶべき事はわかってる。僕は商会や亜空をまとめる立場な訳で、だから組織を守り維持するための判断力と警戒心を身に付ける。幸い冒険を試みなくても、ただ堅実に在るように振舞っていければクズノハは拡大していけるだろう。店舗を持つくらいになった商人なら本来当然有しているはずの感覚が、僕にはまだ備わっていない。商売関係で苦労なんて殆どしてないから。

　多くを得るために考える、ということはしない。たとえその先で更に大きな益を得る可能性があるとしても、リスクの伴う問題は小さいうちに早めに始末をつけておくようにしないと。

　例えば今回の件、巴なら恐らくブライト先生を泳がせて更に大きな魚を釣ろうとするだろう。でも、今回は夏休みに入ったらすぐに彼を拘束して情報を引き出す。何故ならエヴァさんとルリアの安全がかかっているから。

　判断力や警戒心を身に付ける、という意味で言えば、今回の事件後のロナとの交渉も僕にしては合格だったと思う。

　僕らにとって事件後と言ってしまうまでに状況が進展した訳じゃないけど、ロナは用事が済んだから学園を去る事にすると言った。彼女にとっての任務が終わった、という事なんだろう。学園からカレンフォルスがいなくなる訳だ。僕の講義が一人減るけど、まあそこはいい。夏休み中に書類上でも退学という扱いになるよう処理するらしい。元々死人であったカレンだ。ロナは素直に死亡による退学にするつもりらしかったけど、残る生徒の事を考えて僕が「死亡による」の部分を消してもらうように頼んだ。ロナも別に拘こだわらないのか学園への届けは僕の希望に沿わせると約束してくれた。最後に彼女と顔を合わせた日にそんな話をした。

　夏休みの間に同じ講義を取っている学生が事故で死んでいなくなりました、なんて無駄に壮絶なものがあるし。……いや、この世界なら案外珍しくないのか？

「そんな事なら別に問題ないわ。フスク王国の記録では死んだ事にさせてもらうけどね。そうしないと疑惑を持つ者も出てくるから。でも、折角だから少し話をさせてくれる？」

　ロナは代償を求めないような口振りながら、しっかりと交換条件を出してくる。話を聞くくらいなら何の損害もないし、僕に魅了や半端な薬物は効かないから彼女の申し出に頷いた。

「ここ数日、貴方のところの諜報員と一緒に活動したんだけどね。まあ、お綺麗な連中だわ。優秀だけど、その能力を活かせてない。道徳を重んじるのは本来なら大切な感情や考え方だと思うけど、情報を集め水面下で確実に目的を果たすのが諜報。その世界では時に道徳や倫理は邪魔にしかならないの。今後はそれが商会の利益になるなら、非道な手段を行使するのも選択肢に入れさせるのね」

「ご忠告感謝します」

　商会のために万難を排する裏の組織、って感じになりそうだな。

　僕は諜報、というか情報収集を主にしているだけで、そこまでは考えていないんだけど。

「それと、貴方が亜人に分け隔てないっていうのは本当みたいね。店員といい、諜報員といい、種族自体に拘りを持つ者は誰もいなかった。……本当に、信じがたい事実だけど。貴方は私が見てきた中で最高のヒューマンよ。ヒューマンに好意を抱いた事なんて一度もなかった私でさえ、好意を抱く程にね。もし貴方が望むなら魔王様への謁えっ見けんさえ考えてあげられるほど」

「今を時めく魔王様に？　嬉しいですね、いずれ是非」

「……。だから立場を離れた個人的な忠告を一つしてあげる。あの褐色の亜人二人と貴方の従者の識。あれは貴方に害を成す存在よ。出来るだけ早く手を切りなさい」

「アクアにエリス、それに識が？　三人とも僕によく仕えてくれていますけど？」

　手を切れ、とは。何が純粋な忠告なのか。ロナは僕に身内への疑心を与えておきたいのかな。

「貴方は知らないでしょうけど、あの二人は森鬼という凶悪な亜人よ。その戦闘能力から魔王軍に招こうとする意見もあったんだけど、誰かの下につくという事が我慢出来ない種族のようね。見事に破談になったわ。多分、ツィーゲに紛れ込んでクズノハ商会と接触したんでしょうけど、奴らはいつか必ず裏切るわよ。それから識。あの識って男自体は貴方が信頼出来る従者なんでしょうけど、彼は憑つかれているわ。森鬼と一緒にいたのを見て、更にここしばらく行動をともにしてみて、やっと気付けたんだけど」

「森鬼。それに識が憑かれている？」

　ああ、なるほど。この人、識の正体に気付いたようで、微妙に勘違いをしているんだなと悟った。

「名前は不明なんだけど、ヒューマンにも魔族にもつかないリッチにね。リッチは本来憑ひょう依いの類は使えないんだけど、あいつは別でね。気まぐれに誰かに憑いては実験と称して非道な真似をする奴よ。魔族の間ではラルヴァと呼んでいたわ。いくらクズノハ商会の情報網といっても、私の事まできっちり知っているなんてどう考えてもおかしいと思ったの。でもラルヴァがいたなら話は別。私も彼には何度か会った事があるし、敵対した事も手を組んだ事もある。確実に言えるのは、絶対に信用出来ないっていう一点ね。貴方に従っているのは、それが今はラルヴァの利益になるから。奴は憑依した人物にも、その周囲にも碌な影響を与えない。皆殺しさえ珍しくないわ。……亜人に懐が深い貴方のその姿勢は私達魔族の目から見ても凄く素敵な事よ。だからライドウ、彼らに気をつけなさい。もしも魔族の力を借りてでも何とかしたい事があれば連絡なさい。この紙に書いた詠唱で念話を使えば、私に直通で連絡が付けられるから。少なくとも個人的には、力になってあげられるわ。約束する」

　そう言ってロナは僕に一枚の紙を渡す。ご丁寧にヒューマンで解読しやすい言語に翻訳済みで、そこには変わった念話の詠唱が綴つづられていた。

　見た瞬間、驚きの声を上げそうになったのを何とか抑え込み、黙ったまま紙を受け取れたのは我ながらよく出来た。ロナは僕が紙を懐にしまうのを見ると満足げに笑って部屋を出ていった。恐らくもう、学園都市で彼女に会う事はないだろう。ブライト先生の事についても任せると言ってくれた。

　この念話の詠唱、ひょっとして巴が探っていた奴かもしれない。巴、澪、識に調べてもらえば何か分かるかも。

　ロナは森鬼と識への疑念を僕に与えて、かつ魔族に好意的になるように仕向けたんじゃないかと思う。そうだとすれば、彼女は油断ならない恐ろしい相手だ。ロナが識について勘違いをしている時点で、僕が彼女の言葉に誘導されるおそれは今回はない。でも状況によってはロナの言葉が凄く説得力があるように聞こえる時もあるだろう。森鬼についても識についても、彼ら本来の特徴や事実をある程度交えた上で自分が望む方向に話を歪める。これからも彼女と話す時には注意が必要だな。

　ともあれ、僕は常勤講師と違って学園に縛られる事なく迎える事の出来る夏休みをどう過ごそうかと考えながら、店の在庫チェックに励む事にした。
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　夜。

　僕は居抜きで買ったこの店舗に後付けで設置された地下室に来ていた。

　そこで変わり果てた一人の男性と対峙している。

　彼は全身に傷を負い、椅子に縛り付けられた状態で僕を睨んでいた。

　学園で会った時のような親しみやすく優しげな雰囲気は微み塵じんも感じない。

［随分と、部下が無茶をしたようで。申し訳ありません］

　あんまり謝罪の意思はない。

　彼はそれだけの事をした。当然、様々な覚悟を持っての事だろうと思うから。

「……お前を侮っていたよ」

［私など大した事はありませんが、優秀な者が多く従ってくれています］

　恥ずかしながら、事実だ。肩をすくめる仕草をして見せた。

「これだけ迅速にこちらの事を調べ、拘束したのだ。当然、俺の事は知っていてやっているんだな？」

［勿論です］

「同志は世界中にいる」

［そのようですね。何名か姿を消した者もいます］

「俺に何かすれば、ただでは済まんぞ？」

　その目は、顔は、まだ交渉の余地を探しているように見えた。

　なかなか、信じがたいものがあるね。

［どうでしょう？　ここに襲撃などかけてくる気配もありませんし、暗殺者ギルドも大人しいものです］

　うちの連中の見解では、全員一致でこの人は見限られたとの判断だ。

　ただでさえ秘密主義の上に裏切り者は消せ、な組織だ。

　ブライト先生の状況を考えると、あまり肯定的な、例えば救出というようなリアクションはないだろう、との事。

「奴らとの関わりまで掴んでいるのか!?」

　ブライト先生の表情が驚きに染まる。

　掴むも何も、ライムと識、それにロナさんが貴方自身から聞き出したことなのに。

　もっとも、彼はそのことを覚えてさえいない。

　これまでに受けた拷問の記憶などは消されている。

　でも、もう最後なんだから思い出させてあげるのも情けかな。

［ええ。ブライト先生自身が快く教えてくれた事ですよ。少し小細工を致しましたので］

「っ!?」

［お望みならここに来てからされた事すべてを思い出させてあげる事も出来ますよ。ただ］

「……なんだ？」

［その前に一つお聞きしたい事がありまして。どうして、何不自由ない学園の講師という立場で職務を全うしなかったんです？　ヒューマンの身で、女神に無理に楯突くこともないでしょうに］

「……この世に、神は唯一女神のみだからだ」

［でしたね］

「気まぐれに人を助け、人を突き放す。あの方が原因で起きた争いなど過去を調べればキリがない」

［ええ］

「そしてその基準は必ずしも万人が納得するものではなく、どこからどうみても気まぐれとしか思えない理由で理不尽を通した事も少なくない。……亜人は言うまでもなく、寵愛を受ける我らヒューマンとて全員が愛されているのではない。ならば、我らが生まれるのは必定であろう」

［女神が気に入らない、と？］

　意外と気が合うかもしれないな、この人達とは。

「女神に、奴にこの世を治める資格などないという考えを持つ者が現れ、集まるのも当然という意味だ。人はもう十分にあんな神がおらずともやっていける、そうは思わないかライドウ」

［なるほど］

　正直、なるほど、などとは思っていない。

　だから亜人で人体実験をやっていいという事にはならないしね。

　女神が気に入らないならあいつを自力で何とかする方向で鍛えればいいんだ。

「学園に通う子らは皆、女神への信仰を根底に置き、さして疑う訳でもなく生きている。あんな全能でもなんでもない存在を神と崇め、当たり前に己の上に置いて生きる。これを気持ち悪いとは感じないかライドウ」

［なるほど］

「歴史に記されず葬られた奴の被害者が、その怨えん嗟さを、憎悪を、相手がただ神であるという理由で呑み込み諦めたと、そう思うほうがどうかしていると、お前は感じないのかライドウ！」

［だから女神が憎くて亜人も傷つけると？］

「奴らの犠牲は我らの築く神なき未来の礎いしずえになっていくのだ！」

［もう、結構です。これまでの事、思い出させて差し上げます。そして、さようならブライト先生。貴方はもう終わりです］

　ロナがどうのと言うまでもなく、ブライト先生の処遇は僕らの間でも決定していた。

　目を見開いて叫びだし、足をばたつかせて椅子を倒し、正気を失ったように訳のわからない言葉を吐き続ける彼に、僕は別れの言葉を告げた。

　見限られたから何もしない、ではなく……しっかりと殺しておく。

　それが識とライム他、この件に関わったクズノハ商会のメンバーと僕が決めた結論だった。

　最終的な処置はライムとアクア、エリスが担当し、明日には彼はもうここにはいない。

　僕と同じく女神に敵対する人の言葉でありながら、ブライト先生の言葉はまるで僕に響いてはこなかった。僕には力があったからだろうか。

　もしも力がなく、周りに誰もいなければ。

　……意味のない仮説ってやつか。

　寝よ。
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　夏休みを控えたこの時期。

　学園はにわかに浮かれた空気に包まれる。もちろん、休みには多くの学生が帰省する訳だが、そうでない学生には講義のない自由な時間が与えられる。

　夏休み、どうする？

　そんな会話が至るところで見られるのは、現代日本でもこの異世界の学園でも同じ事だった。友人と遊んだり旅をしたり、実家を手伝ったり己の実力を磨いたり。学生にとって長期の休みの過ごし方が大事なのは、世界を問わずそれほど変わるものではない。

　貴族や商人の子は家に戻り社交界に顔を出したり、得意先に顔を出したりと予定がある場合も多く、帰省する者が多い。当然、この時期の貴族寮や上級寮は何かと慌ただしくなる。

　しかし廊下を歩く二人の生徒は実に落ち着いていた。他の生徒や事務の職員が走り回る中、優雅に図書館へと歩を進めている。

「この時期は帰る人が多いから大変よね。私達は今年はまだ大丈夫だけど」

「パパ泣いてたね。どうしてすぐ帰ってきてくれないんだ!?　って」

　言葉を交わしているのは、ロッツガルド学園に復学して間もない二人の姉妹。ツィーゲの大商人、レンブラント家の姉妹のシフとユーノだった。彼女達は休みに入ってもすぐに実家に戻る事もなく、未だのんびりとしていた。

　ごく普通の会話をしながら歩く彼女達だが、同じように廊下を歩く学生の多くは彼女達を見ると両脇に身を引く。その表情は一様に怯えた小動物であり、まるで恐ろしい者が通り過ぎるのを息を潜めて待つかのようだ。

　美しくはあれど、とても恐ろしいようには見えないレンブラント家の姉妹がこうして怖がられているのには理由がある。

　休学する前の彼女達姉妹が、それはもう最悪な部類の学生だったからだ。座学講義には適当に出席し、実技では気に入らない相手を叩き潰す、その上何かと実家の経済力を笠に着てやりたい放題。満遍なく成績優秀であり、余計に性タ質チの悪さが目立った。目を付けられれば何をされるかわからない。そんな二人だったのだ。

　何せ、父親は娘を寮の中で一番上等な貴族寮に入寮させるためにアイオン王国の爵位を金で手に入れたとまで言われている。常識が通じないと思われていても仕方がなかった。

　しかし復学後の二人は、まるで異なる人物が同名を名乗っているかのように態度を変え、学業への真摯な姿勢を見せ、教師からは歓迎され、生徒からは困惑されているというのが現状だった。もっとも、今の姿は擬ぎ態たいに過ぎずいつ変貌するのかと恐々とする生徒も多く、彼女達の歩く廊下は広々としている事が多い。

　そんな彼女達の恩人にして先生でもあるのがライドウだ。彼女達は常々ライドウへの恩返しを考えており、実は彼の知らない間に一つその恩返しを済ませていた。

　数日前の事だ。二人は、ライドウに告白する有う象ぞう無む象ぞうの学生らの姿に常々辟へき易えきしていた。だが最初は、当のライドウがそれを嫌だと思っていないのなら仕方ない、年頃の娘に告白されるのは殿方には嬉しい事なのだろうと、間違った我慢をしていた。ところが折に触れてライドウと食事などをするようになると、ライドウの被こうむっている迷惑、彼の心情を理解しはじめ、ついに姉妹は二人頷き合って行動を決めたのだ。

　告白して玉砕した数名の生徒にシフとユーノはこう囁いた。

「あの方との婚姻を考えているなら、私とも仲良くして頂かないと困るのですけど？　その覚悟はおありなんですよね。もちろん不ふ貞ていの一切は許しませんよ？」

「ライドウ様と結婚したいなら、注意した方がいいよ？　つまらない家ならパパが潰して使用人にしちゃうと思うから。せめてウチと釣り合う家柄でないと、ね？」

　効果は絶大だった。その言葉を放ったのが、復学後の淑しとやかなシフでも快活なユーノでもない、前評判通りの凶悪な気配を纏まとった二人だったからというのもあるだろう。

　その噂は表立っては広まらず、だがライドウへの告白を考える女生徒の間で急速に浸透していった。これまでは、告白する事に何のリスクもなかったライドウに、一気に危険なコブがついたのだと判断された。

　彼への告白は急速にその回数を減らしていった。ライドウのほっとしたような顔に、姉妹が無邪気に喜んだのは言うまでもない。彼自身はこの事を人の噂も何とやらと考えていて、姉妹の仕業とは気付いていない。




　そして今、そのライドウに関する事でシフとユーノは図書館に来ていた。

　約束していた場所へと迷う事なく広大な図書館を進み、一つの机に集まる集団を見つける。

「私達が最後でしたか。新参なのにごめんなさい」

「次はもっと早く来るね、先輩」

　二人は既に自分達以外の面々が揃っている事を知って謝罪する。これも前評判からは考えられない事だったが、それでも講義で一緒になっているメンバーはある程度慣れているのか席を立って二人を迎える。

「いや、皆今来たところだよ。悪いな、呼び出しちゃって」

　声を掛けたのはジン。彼を筆頭に、その場にいる七人はライドウの講義を受けている学生達だった。彼らもシフとユーノ同様に奨学生で、夏休みの帰省の予定はない。

　今日こうして集まったのも、ライドウの講義についてに他ならない。

「構いませんよ。ライドウ先生の講義についてと言われれば私達も気になりますから」

　シフの言葉にユーノも頷く。思いの外ほかライドウの講義は強烈で、両名とも予習が出来るならそれに越した事はないと思っていた。

「多分、次は間違いなくシフとユーノもお楽しみ講義に組み込まれると思うのよね。二人とも、病み上がりだっていうのに強いから。ツィーゲで復調のために少し特訓してたんだっけ。流石だわ」

　アベリアが着席を促しながら用件を切り出す。彼女こそ、ライドウと識の気配から今回の集まりを提案した本人であり、全員がそれに賛同してここにいる。

『お楽しみ講義……』

　笑みをひくつかせたシフとユーノ。その表情には期待、そして隠しきれない怯えが覗く。

「という名の拷問ね。はい、これ。私達が先生に提出したリポートの返却。見事に半分も点数取れてないわね。だってあのアオトカゲ君とかいうリザードマン、全然本気じゃなかったもの。点については当然の結果と言えるわ」

「相当、強かったんだよね。五人がかりでも歯が立たないとか」

「あのトカゲ、全部がハイレベルなんだよ。筋力じゃあ話にならないし、魔術の詠唱も半端なく短い。まるで未来がわかるみたいに矢をかわす」

　短剣を使った近接戦闘と相手への状態異常系の術に長たけた少年、ダエナがお手上げだと言わんばかりに両手を上げる。今集まっている生徒の中で唯一の既婚者でもある。

「その上、尻尾まで含めた独特の体たい捌さばき、武器戦闘も一流だ。こちらの攻撃がまともに直撃したのは殆どなかった。現状、あれをどうにかするには俺とジンとダエナが連携して何とか崩すしかないんだが……」

　静かに分析を進めるのはジンと同じく片手剣を扱うミスラ。彼は支援の魔術にも長けていて、自身は防御を主体とした剣術を得意とする。ジンと同じ剣士だが目指すスタイルがかなり違っていた。ジンを剣に例えるとするなら、彼は盾、それもスパイクシールドとでも言おうか。

「属性は多分水と風の複合。属性を二つ持つリザードマンなんて聞いた事もないけど。事実、あいつは水と風両方の攻撃魔術を使ってきた。回復と補助を使う傾向は今のところない。ただこれは僕達がそこまであいつを追い詰められてないだけかもしれないね」

　属性を指摘したのは唯一純粋に魔術を扱う少年、イズモ。風属性に特化した術師の彼だったが、ライドウの講義を受けるようになって複数属性を扱う意義を見出し始めている。基本的にライドウの講義は方針が術師向けでありながら、術をサブ要素に考える者に受けが良い。単純に講義の内容が術師のこれまでの常識と大きくかけ離れているせいもあるが、一番の理由はライドウ自身が術師にも、戦士並みとまでは言わないまでも体捌きを要求するからだろう。イズモは学園で様々な講義を受けたが、攻撃を捌きながら詠唱しろと言われたのは初めてだった。基本的に術師は、障壁で攻撃を防いで術を完成させる。ライドウも障壁は使っている。だが彼は、術師であっても盾や身のこなしで攻撃を無効化しながら詠唱をしなければならない局面を想定して修練しろと言う。

　難易度は高いが、実際にライドウはそれをやる。

　しかも生徒であるイズモでも出来るように、ご丁寧にレベルを下げて実演してくれるのだ。

　彼はプライドを傷つけられ、今は必死に講義に食らいついていっている。

　ジン、アベリア、ダエナ、ミスラ、それにイズモ。

　彼らはそれぞれにライドウの講義で成長し始めていた。

「水と風。そうなると私が火力として戦闘に参加する事になりそうですね」

「前衛が三人いる状況ならボクは弓かなあ」

「ああ。俺達も最初そう考えてた。でも、そうなると中衛後衛がトカゲ君の攻撃を各自回避しなくちゃいけないだろ？　だからそれならいっそダエナかミスラも中衛に下げて術師のフォローに……」

　七人の戦闘考察と作戦会議はひたすら続いた。熱の入った議論に、何人かの教師が足を止めてその様子を微笑ましく見つめていた。そして流石は奨学生達だ、やる気が違うと満足そうに図書館を後にする。

　何度そのような光景が繰り返されたか。ようやく七人の会議が静かになる。

「……まあ、こんなところだよな。いいか。とにかく、全滅はしない。武器と魔術両方で直撃を入れるパターンを見つけ出す。死ぬ気でやるぞ」

『了解』

　ジンのまとめに六人は同意する。目前に控えたお楽しみ講義への対策を十分に練ったのか、彼らの顔は総じて満足気だった。

「でだ。時間かかっちゃったんだが、今日はもう一つ議題があるんだ。よく聞いてくれ、夏休みの事なんだが……」

　夕暮れ近くまで、七人の会議は続いた。
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　学園も、いよいよ夏休みに入った。

　都市を構成する大きな要素である学生が大幅に減る時期だから、街の経済活動も縮小する、かと言えば実はそうでもなかったりする。

　中央にあるロッツガルドの場合は特にその傾向が顕著だ。周辺都市から観光やら、講師が自主的に開講する進級単位に含まれない夏季講座を目当てに学生が集まってきたりする。

　もちろん、周辺都市の学園に通う生徒はロッツガルドの学生に比べて未熟な者も多い。講師もそこはある程度考えて講座の内容を定めているようだ。ちなみにこの講座を開講するのは非常勤講師だけ。彼らにとってもよい小遣い稼ぎになっている。常勤講師は夏休みとはいえそれなりに仕事があるのか、それとも長い休みを謳歌しているのか、休み中に講義を行う事はない。本当に誰一人いないのは慣習となっているのかもしれない。

「いくら正規の授業料から見れば破格の安さだとは言っても……よく夏休みに学校なんかに来たがるもんだなあ。僕なんか部活以外は寄り付きもしなかったのに」

「少しでも他人に差をつけたい、追いつきたいと願う者がそれだけ多いのでしょうね。私達からすれば、お店のお客様が増えて嬉しい限りです」

「レンブラント姉妹も家に帰ってないみたいだね。休みに入る直前にレンブラントさんから娘をツィーゲに連れて帰ってくれって無茶な手紙が来たもんなあ」

「何故か同日に奥方からも手紙が届いて、夫の手紙は無視してくださいと即座に撤回されましたね。既に向こうで今年の夏は帰らないからと言い出して父親を泣かせてから出てきているようで……」

「その流れで連れ帰ってくれって僕に手紙を寄越す辺り、レンブラントさんも流石だよね。なんか親子、って感じがする」

　少しばかりの無音の空間。

「ああ、夏だなあ」

「夏ですねえ」

　僕と識は学園の図書館で調べ物をしている。午前はここで本を読んで午後は商会の様子を確認し、夕方から夜にかけては亜空で報告を聞いたり修練に費やす。一時は何やっても駄目駄目な自分に嫌悪感を抱いていたけど、この頃は自分なりに前に進もうと思えるようになった。これはきっと、ジンやアベリアはじめ学生達の熱心な姿勢に感化された結果なんじゃないかと考えている。他人と自分は違う存在だけど、努力した者が少しずつでも先へ進んでいるのを確認出来ると、自分への励みになるのもまた事実。今の所、気持ちだけで結果は付いてきてないのはご愛嬌、と思うことにしてる。

「ああ、そう言えば。この前の講義の時、ジンが何か言いかけたみたいだけど。識は何か聞いてる？」

「いえ。相当追い込まれていましたから口に出す余裕もなかったようですね。確かに何か迷っている様子を感じました」




　夏休み前の最後の講義。僕は後半に、お楽しみ講義として模擬戦闘をやらせた。

［シフとユーノも、一度実戦の空気でこれまでの講義内容を確認してみろ］

　そう言って、これまで五人だったお楽しみ講義に姉妹を加えた。予想していた事だったのか、スムーズに生徒達は陣形を組んでいった。

　だから僕も特に何を言うでもなく頷き、アオトカゲ君ことミスティオリザードを召喚した。……人数が増えたから二人。

［紹介しよう。アオトカゲ君ツヴァイだ］

　流石に紹介なしで戦闘というのも無粋かなと思い、簡単ながらツヴァイ君を紹介したんだけど、その瞬間だったな。全員硬直したのは。

　なにやらガタガタ震えている者まで出る始末。基礎能力もそれなりに向上して戦術の幅も広がっているというのにまさか七人がかりで一人を相手にするつもりだったのか？　何というヒューマン思考。

　案の定一人を相手にするつもりだったようで、ジンが一番に叫んだ。

「ふえ、ふええ、増えたーーーーー!?」

［何を当然の事を。七人がかりで一人を相手にして何の修練か。だがそうだな。七対二でやるのと、四対一、三対一に分かれてやるのかは選ばせてやろう］

















　あんた、その選択に何の意味があるんだい？

　生徒の瞳が口ほどに物を言っていた。

　何という事か。彼らは集団戦闘のプロフェッショナルだぞ。七対二の方が遥かに難易度が高いに決まっているだろうに。まあ、その分連携なども学べるから身に付く事も多いと思うけど。

「え、えっと。ライドウ先生？　参考までに聞きますけど同じくらいの強さなんです、よね？」

［当然だろう。アオトカゲ君は技に秀でているが、ツヴァイ君は力に秀でている。両名とも優れた戦士だぞ。ちなみに集団戦闘が得意だ］

　アベリア。当たり前だろう。そんなに実力差のある二人にしてどうしようと言うんだ。

「せ、先生はその二匹も召喚して、負担は大丈夫なのかなあ、なんて」

［問題ない。一人でも百人でも大差ない］

　本当は召喚ですらないんだから。門を開けるだけなので一人だろうと全員だろうと僕の負担は大して変わらない。

　まだ考える頭は残っていたのか、生徒諸君は二手に分かれる方を選んだ。それぞれのチームの面々も大体予想通りだった。

　ジン、ユーノ、アベリア、イズモ。

　ダエナ、ミスラ、シフ。

　まあ結局どちらのチームも勝つ事は出来ず。しかし前回より遥かに良い戦いをして講義は終了した。

　ジンが講義後に何か相談があると言うから聞いてやろうとしたんだけど。

「ま、またにします」

　と息も絶え絶えに言われて別れて以来、今日に至る。

　休みに入ってしまったという事はそこまで重要な相談ではなかったのかもしれない。

　昼飯奢おごってくださいとか？

　そんな用事だったとしたら、確かにあれだけ動かされたあとでは言い難にくいだろうなあ。全部リバースしそう。

「あの時は淑女然としたシフも大の字に倒れてましたね。しかし、彼らの実力なら、やり方を変えれば一つ先のステップに行けそうなのですが。どうしてあそこまで圧倒されるのでしょうか？」

　識は疑問を口にしながらも書物を読み進める手は止めない。彼は同時に二つの事を思考出来るらしい。

「慣れなんじゃないかな？　あの分なら次回までには対策をしっかりして一歩前に進むと思うよ。あとはほら、皆頭の良い子だから必要以上に慎重になっているんだろうね」

「第二段階ですか。力と速さが跳ね上がったのを知ったら、また喚わめくのでしょうね」

「頭に浮かぶね。一段階目と同じ感覚で受ければ、アオトカゲ君はまだしも、ツヴァイ君の攻撃は、吹っ飛ばされるか一撃で戦闘不能だろうから」

　人の気配が少ない図書館で僕と識は学生の話をしていた。ミスティオリザードも、まあそれなりに楽しんでいるようだし彼らには手加減の練習にもなるだろう。今後手加減が必要になるかは別にしてね。

　あんまり成長が遅いとリザード達にストレスが溜まるから、ジン達の健闘を祈るばかりだ。

「……ライドウ様」

［うん、誰か来たね。って噂をすれば、か］

　こちらに近づいてくる気配を把握し、筆談に切り替える。見知った気配だった。

　お互いに本を読んでいる姿勢で彼らを待つ。

「失礼します、ライドウ先生少しお時間よろしいでしょうか？」

［ジンか、何の用だ？］

　近づいてきたのは僕と識が話題にしていた学生達だった。やはり、まだ帰省してなかったのかシフとユーノもいる。レンブラントさん、泣いているだろうなあ。奥さんの手紙を考慮しても、一回は帰ってあげて欲しいものだね。

「はい。その、折り入ってご相談があるのですが」

　丁寧に話すジンには非常に違和感を覚えるな。同時に、そういう話し方も出来るんだと感心もする。

［聞こう］

「実はこの夏休みなんですが、先生にご都合の良い時間帯で構いませんので私どもを鍛えてもらえないでしょうか」

［夏休み中にか？］

「はい、先生は外来の生徒相手の講義を開講されないと伺ってます。もちろん講義をして頂いた回数分きちんと報酬を用意しますので是非」

　……。

　長期休暇だっていうのに随分とやる気があるんだな。僕はこの休みで、主に仕事方面で自分を鍛えようと思っていたんだけど。

　しかも、ちゃんとお金を払うからお願いしますと来たもんだ。凄いね。自分で金を稼いで塾の夏期講習に通いたがる高校生がいたら、現代ではかなり希少だと思うよ。

［それは全員の総意なのか？　帰省を望む者はいないのか？　特にシフとユーノ。君達はご実家から帰るように言われているはずだが］

　それに、僕が講義をしているので二人を帰せません、なんてレンブラントさんに言えるか？　僕は言えない。うちの父さんも、姉さんや妹の真ま理りを一人暮らしさせまいと大人の癖に駄々をこねまくったからなあ。

　我が家では親馬鹿全開の父さんが出てくるたびに母さんが突っ込んでいたから、レンブラントさんとこも大体同じような構図なんじゃないだろうか。

「私からもお願いします。将来的にツィーゲに戻る身としても、今の私達の実力ではあの街で通用するとは思えません。半年くらい帰らなくても問題ありません」

　いやいや。別に腕っ節で通用しなくても、レンブラント家は商人なんだから経済力で通用すればいいでしょうよ。ユーノも頷いているんじゃないよ。

　むう。実に意思の強い事で。

　何とか短期でも帰省させないと、またレンブラントさんから恨み節が届く気がするな。軒先をお借りしている身だし、共存共栄していきたい得意先。ここはやはり引き受けるべきじゃないような気がする。

［識、どうだ？　予定はもう］

「いえ、週に一度くらいなら何とか」

　おい。

　僕はお前をだしにして体ていよく断ろうとしてだね？

　七人が期待に満ちた目で僕を見てるじゃないか。週一回で学生の相手をするような時間は凡人の僕にはだね。

　……。

［わかった。週に一回だけなら構わん。それからシフとユーノは、後半は実家に帰る事。これが絶対条件だからな］

「ええ～っ、ボクとお姉ちゃんだけ後ろは欠席なんですか!?」

「ライドウ先生！　私達も他の生徒と同じように」

［駄目だ。お父上から頼まれている。まだ病み上がりなんだ、帰省して親を安心させてあげなさい］

　約二名から恨みがましい目で見られたものの、概ね学生には感謝された。

　あーあ。まあ基礎的なトレーニングと、トカゲ君召喚で済ませればいいや。

　日取りなどは識に任せて、僕はまた読書に戻るのだった。夏休み、充実させないとな。
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　ライドウが学生らに休暇中の講義をせがまれている頃。

　学園の図書館内、一般利用者が入る事はない閉へい架か書庫に一人の女性がいた。

　司書のエヴァだ。

　彼女は学園に危険がなくなった事を知らされてから、すぐに図書館勤務に復帰した。長期休暇だろうと学者や研究者、それに講師に一般利用者と、図書館を訪れる人は絶えない。彼女がしばらく欠勤したせいで周囲に皺寄せがいってしまった事もあって、エヴァは率先して他の司書を休ませようと代替出勤を引き受けていた。そのためこの夏休み、彼女の長期休暇はほぼないも同然だった。とはいえ彼女は司書という仕事に一応のやり甲斐は感じていたし休み中に何としてもやっておきたい事もあったので不満は感じていなかった。

　エヴァは今ある論文を探している。

　それは彼女がライドウに読んでもらいたいと思っているものだった。エヴァは元貴族の才女ということもあり、司書として非常に優秀だった。ライドウをマークしてから、彼女は彼が読んだ本を記憶し、その読書の傾向から彼が知りたがっている事、知りたいであろう事を予測した。実に広範なジャンルに亘わたるライドウの読書だったが、エヴァは幾つかの傾向を見出していた。まこと、優秀な司書である。

「ええっと、この教授の研究じゃなくて、こんな先のものでもなくて……」

　研究や論文は、重要性が認められたものは場所を移されたりするが、一般的には図書館の決まった場所に収蔵されている。もちろん、過去学園で綴られた論文の殆どが収められ、外部の研究機関で発表された内容も収蔵されているので数は膨大だ。現に専門家であるエヴァでさえ、その論文がどこに仕舞われているか、埃まみれになって探しているような状況だった。著名な論文ではないのは間違いなかった。

「ライドウさんには命を助けてもらったものね。お金はいらないからお薦めの本を紹介して欲しい、なんて気を遣われたんじゃ、やらない訳にはいかないわ。ライドウ先生が飛びつくような内容を用意してみせる！」

　エヴァがライムに提案した莫大な報酬。それはアーンスランド家の財産。それも彼の奪われた領地にあるものだった。ライドウはその話を聞いて微妙な顔をしたかと思うと、エヴァに金銭的な要求ではなく知識の提供を望んだ。彼からすれば、今も存在するか怪しい金銭よりも余程現実的な報酬を提示したつもりである。

「あの人は何でも読んでいるようだけど、特に興味を持っているのは魔術分野。それも魔力の活用や召喚について。あとはケリュネオンについての情報や地理について知りたいみたい。でもまずはあの論文よ」

　エヴァが探しているのはとある教授が一生をかけて研究し、そして結論を出せずに挫折したという特に注目する内容でもないありふれた論文。しかし、エヴァにはそれが、ライドウが求めるものの一つではないかという強い推論があった。他にも、彼が望みそうな書物はリストアップしてある。それらを探すのは難しい事ではない。何より難解なのは今探している名もない教授の遺した凡庸な論文。

「借りを返して、今後も彼とは好意的な関係を保たなきゃ。私には彼とクズノハ商会しかもう頼るところがない」

　クズノハ商会の従業員の実力、そしてライドウと識。他にもいるという腕利き達。

　エヴァの目にはクズノハ商会は非常に魅力的に映っている。並外れた力を持つフリーの商会。約束通り学内に巣食う組織の勢力を潰して見せた。それが温厚な講師ブライトであった事は少なからず彼女を驚かせたが。

　加えてルリアの身にも一切の危害が及んでいない。十分、その力を認める成果だった。

　今はまだ商会の規模も小さく、大きな事は出来ないかもしれない。だが将来的には？

　領地の復興を願う無謀な司書はその願いを未だ捨ててはいない。

　だからこそ、ライドウと親しく在りたい。力を持ち、性格も悪くない。商会運営も順調で人材にも恵まれている。顔、は確かに整ってはいないが、人の顔など見慣れてしまえば特に問題にならないとエヴァは考えている。初めて見る時の印象が多少悪かったとしても、それがどうしたというのか。見た目で中身を判断しようとするのは愚かである。かの女神の力が及ばぬなら容姿に如い何かほどの価値が残るのか。それがエヴァと、そしてルリアの持つ現在の価値観だった。

　女神に頼らない者、女神への信仰が揺るぎ、失ってしまった者。そういう者ほど、種族を問わず容姿への強い執着を失う傾向があるのかもしれない。

　女神の沈黙がもたらした価値観の多様化ともいえる異世界の状況。この現状はライドウこと、深澄真には僅かながら追い風になるかもしれない。

　後に控えるロッツガルドの学園祭、そして再び大きく高まる戦争の気運。

　学園の夏休みは、穏やかに続いていく。嵐の前の静けさを体現するかのように。

　三人の異世界人にとって、二度目の秋が近付きつつあった。
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　地獄だ。

　ジンは目の前の現実を受け入れられずにいた。

　確かに臨時講師ライドウに夏休みの特訓を頼んだのは自分達だと納得している。学園祭を控えた最後の特訓の機会でもある夏休みに、これ以上ないであろう選択だったと自分でも確信がある。

　そして夏休み二度目の講義、夕暮れ時にもなろうかという時刻だったが、彼らは何と宿敵アオトカゲ君を撃破したのである。初回と同じく四度の全滅をしたものの、最後は四名の内二人が脱落しながらも辛勝。紛れもない勝利だった。

　二人の脱落は、より攻撃的に積極的に戦いを進めた結果。

　これで実戦講義も次のステップに行けると全身を覆う疲労も心地よく受け止めていたのだ。

　ライドウ講師の助手である識が、膝を突くリザードマンに近付くと回復を施す。そしてジン、ユーノ、アベリア、イズモの四名にも回復を行い、そして魔力を回復する薬を渡し、全快させた。つくづく恐ろしい回復能力である。精神的な疲労はともかく消耗した体力と魔力は開始時と遜色ない状態に戻った。

「では、残り時間も少ないですが。陽が落ちるまでアオトカゲ君の第二段階と手合わせをしていて下さい。私は向こうの様子を見てきますから」

　おめでとうの一言もなく、淡々と識の口から伝えられる次の指示。

　特に強化された様子もないリザードマン。では第二段階とは何なのか、とジンが構えた瞬間。

　ジンは目の前にいるアオトカゲ君に驚愕する。アオトカゲ君は既に剣を持つ腕を下から振り上げるモーションに入っていた。

　不完全な構えで、下段からの斬撃を受ける。速かった。そして先ほどまでと比較にならない程に重い。万全ならともかく、虚を突かれた状態で受けられる一撃ではない。驚きと同時に足から地面の感覚が消える。

「おい、嘘だろ？　ぐっ、ああああああ!!」

　体を浮かされたジンが、信じられないものでも見るように目を見開いていると、アオトカゲ君は僅かながら後方に弾かれたジンの身体に容赦なく尾を叩き付けた。この威力も明らかにこれまでとは別物。アベリアとイズモがいる方向に盛大に吹っ飛ばされてしまった。

　力も速さも、まるで別物。技こそ同じとはいえ、繰り出される威力、発生する速度が変わればその鋭さは全く違う。基本的な部分の対応が追いつかないと戦法そのものが崩壊してしまう。

「ちょ、ジンどいて！　氷の矢が来るわよ！　イズモ、障壁を。ユーノもこっちに！」

「了解！」

「わかった！」

　アベリアもジンが吹っ飛ばされてきた事に驚く。だが、そこで思考を止めれば後手に回るしかないのは承知の上。アオトカゲ君の盾を装備した方の手から漏れる光を見て、次の攻撃を予測、指示を出す。ジンの状態によっては指揮系統を切り替える作戦も彼らの内ではしっかりと作られていた。だが。

「よ、様子がおかしい。これ、アロー系じゃない!?　周辺への魔力干渉……これまさか、カレンの!?」

「って、カレン!?　氷属性だと、アレ!?」

「ちょ、散っ……」

　ユーノの言葉虚しく。

　四人はまとめて氷の塊の中に閉じ込められてしまった。そのまま砕けば彼らの命はないのだが、アオトカゲ君は動かない。これが実戦ではなく講義であると理解しているからだ。赤い舌を僅かに口から覗かせると、刃引きされた大きめの片手剣を大地に刺し、彼は蒼そう鱗りんを夕日に晒したまま近くにあった岩に腰掛けて、ライドウか識の到着を待つ。その姿は余裕に満ちている。そして浮かんだ表情の歪みは、学生が成長した事への僅かな喜びがあるようにも見えた。

　一方。

　ジンと肉薄する剣の実力を持つミスラ、そしてミスラと並びヒットアンドアウェイを繰り返しながら敵の注意を引き続けるダエナ、その二人の前衛の位置に合わせてミスティオリザードの術の対象にならないように移動しつつ火属性をメインに攻撃を担当するシフ。この三人もアオトカゲ君ツヴァイを追い詰めつつあった。力を利用した強力な一撃を放つ二匹目のリザードマンは、幸運な事にミスラとダエナにとっては一匹目よりも相性が良かったのだ。

　完全ではないながらも受け流す事が出来る。使ってくる攻撃の幅が一匹目よりも狭く回避がしやすい。それらの理由で、二人で前線を維持出来ていた。当然、シフは術を放って攻撃しながらも一匹目のリザードよりも強い威力の魔術をかわさなければならないが、安定した前線は彼女にも冷静さを与えてくれていた。ジン達が勝利の叫びを放っていた頃、彼らもまた勝利を手にしようとしていたのだ。

「よし、射線は取れた！　シフ、この野郎に止とどめを!!」

　だが、このダエナの一言がいけなかった。

　ツヴァイの攻撃がピタリと止まる。ただそれも一瞬の事で、シフの詠唱が終わる前にはもう一度、狙いすました一撃がツヴァイからミスラに放たれる。

（なん、だ？　これまでとは何か、違う……）

　ミスラの感じた悪寒にも似た感覚は彼の素晴らしい素養故のものだった。

「ぐっ!?」

　剣を伝い両腕に走る痺れを伴う激痛。桁違いの威力の攻撃。ミスラは思わず両手でしっかり握っていた愛用の剣を手放してしまう。そこに再度迫るリザードの攻撃。薙ぎ払い。当然ミスラに防ぐ手立てがない。

「このっ、待てよ！」

　仲間の危機を妨害すべくミスティオリザードへの牽けん制せいを行おうとするダエナ。この攻撃を防がないとミスラがダウンする。前衛を一人で保つ事が不可能だと理解している彼の判断は正しい。正しかったのだが。

　予備の短剣を投とう擲てきして盾を使わせた後に、剣を持つ腕に攻撃。組み立てた攻撃の手順も悪くなかった。

　しかし放った短剣の閃きはミスティオリザードが振った尾に弾かれて盾を使わせるに至らなかった。

　手にした短剣の一撃も腕に届かない。代わりにリザードマンの方から視界を覆うように凄い勢いで盾が繰り出される。

「げふぅぁぁ!!」

　身軽さを武器に飛びかかったダエナは盾で蚊トンボのように叩き落とされた。シールドバッシュらしき攻撃だ。傍目にも、痛いのはよくわかる。

「ごっぉぉ……！」

　薙ぎ払いを胸部に受けたミスラも数メートル吹っ飛んで何度も大地をバウンド、まともに動かなくなる。健在なら受身を取るかすぐに反応はするだろう。一瞬で前衛二名が粉砕された事になる。

「……ウソでしょ!?」

　それでも放った術さえ命中すれば何とか勝てると踏んでいたシフ。しかしそんな願いを込めた術を難なくかわして彼女の方に突っ込んでくるツヴァイを前に涙目になる。無理もない。あの一瞬で二人の前衛に支援を挟むなど離れ業が過ぎるし、かといって攻撃を放棄するのはこれまでの流れを無駄にする。予想外の状況でも詠唱を完成させた上で勝利を掴もうとしたシフの判断は素晴らしいものだったはずだ。

（か、顔は出来れば許して欲しいです……）

　容赦ない剣を杖で受け止める構えを見せながら、シフは密かに祈っていた。女の子だ、無理もない。幸いにもその願いは叶えられ、彼女は胸部への強い衝撃を受けて意識を失う事になった。全滅である。

「フゥゥゥゥゥ」

　凶暴化したツヴァイによって、残念ながらもう一方のパーティは勝利を得るに至らなかった。
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［ふむ、今回はジン達四名がアオトカゲ君をひとまず撃破か。おめでとう。よくやったな］

『ありがとうございます!!』

『……』

　ライドウからの祝福にジン達が礼を述べる中、残る三人は明らかに浮かぬ顔で下を向いていた。悔しかったのだ。ジン達に先を越された事が。同じ高みに至れなかった自分が。ただ言葉もなく、その様子を見ている事しか出来ない。

［残る時間は検討と基礎強化に使う事。識、見ていてやれ］

「御意。では四人はこちらで続きを」

　識に連れられて撃破組が離れていく。ライドウこと真はそれをしばらく見ていたが、やがて沈む三人に向き直る。

［さて、そちらはすまなかった。後半いきなり相手が強くなって戸惑っただろう、私のミスだ。謝罪する］

　ライドウは頭を下げた。それは学生にはかなり衝撃的だったようで、三人は沈んだ表情もそこそこに目を見開いて絶句する。

「あの、謝罪は別に必要ありません。でもどうしていきなりあんなに強くなったのか、教えてくださいませんか？」

　シフだ。急激な強化の結果、確かに全員が負傷した。相当な怪我だった。識により全快したとはいっても、事故といって差し支えない程度には痛みを覚えた。それでも彼女は謝罪より何より理由を知りたがった。

「俺も、そこが気になりました。何故はじめからあの強さではなかったのかと」

「もしかして遊ばれていただけ、なんですか？」

　ミスラとダエナも同意見のようだ。ライドウは何事かを考えていたが、大きく息を吐くと、決心したのか三人に向けて説明を始めた。

［これは内密に進めるつもりだったんだが。一応君達への謝罪という意味で話す事にしよう。ジン達に教えるかどうかは各自の判断に任せる。君達が相手にしているアオトカゲ君達は本来の実力だと下手な竜よりも強い］

『!?』

［君達の実力に合わせて弱体化に弱体化を重ね、あえてボロの装備をしてここに来てもらっている。今日相手にした二匹は本来の実力の一割程も出していない］

「い、一割!?」

「じゃ、じゃあ最後のが本気!?」

　学生の驚愕をよそに、ライドウの説明は続く。ジン達にも識から第二段階の軽い説明がなされている頃だろう。これまで小指で相手をされていたような旨の話をストレートに伝えられた分、三人の衝撃は大きいに違いない。

［最後のは、だな。今日はもしかしたら一段階目を倒すかもしれないからと用意していた第二段階だ］

「あれでも、本気、じゃないんですか……。でもどうしてまだ倒せていないのに」

［そこが私のミスだ。本当に申し訳ない。ツヴァイ、おいで］

　ライドウの手招きで、二匹の内、やや小柄な方が小走りに近付いてくる。そしてライドウの近くまで来ると膝を突き頭こうべを垂れた。その仕草には気品さえ漂わせ、三人のヒューマンはリザードマンの姿勢に見み惚とれた。

［実はな］

　神妙な顔をしてライドウは三人の方に向き直る。

［アオトカゲ君ツヴァイなどと紹介してしまった私が悪いんだが。ツヴァイ君、いやツヴァイさんは女性でな？］

『は？』

［だから『野郎』とか呼ばれて頭に来たらしい。彼女の事はツヴァイさんとかミスツヴァイって呼んでやって欲しい。いや、私のデリカシーが足りなかった］

『……』

　何とも言えない沈黙が訪れる。

［まあ、これに懲りずまた挑戦してほ］

「ライドウ先生」

　シフだ。彼女がライドウの発言を遮るのは珍しい。

［何だシフ］

「まだ時間ありますから。ミスツヴァイと再戦させて下さい」

［いやしかし。これから始めると相当遅くなる──］

『お願いします!!』

　何故か三人の生徒から迫力溢れる嘆願を受けるライドウ。反射的にリザードマンを見てしまう。彼女は主に向け頷く。言われてから見れば、女性的な優しい笑顔、かもしれない顔で。

（今日は学生達とゴテツに行く約束だったんだが、この分だと僕と三人組が遅れて合流する系？　そうなると甘ったるい匂いが充満する中に入っていく事になってしんどいんだけどなあ。しかし今回は僕がご婦人を男性に間違えても仕方ない紹介をしたのが事の起こりだし……仕方ない。付き合うか）

　既に夕暮れというには遅い時間。夜の闇が主役になろうとする時間。

　ライドウは従者である識に連絡を取り、四人の学生を先にゴテツに連れて行くように指示するのだった。
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「先生、ご馳走様でした！　また図書館にお邪魔するかもしれませんがよろしくご指導下さい！」

『ご馳走様でした！』

［気をつけて帰れ］

「皆さん、寄り道せずに帰るんですよ」

　ゴテツの暖の簾れんが片付けられるのを背に、学生から頭を下げられている者がいる。学生の立場が強いこの街では少し珍しいこの光景、ライドウとその講義を受ける生徒だった。

　皆寮に戻るからか、七人揃って夜の通りに消えていく。ゴテツからだと寮の種別を問わず、方向は同じ。学園の敷地に入れば特に心配もいらない。最低限、異変を感知出来るよう界を展開してライドウは一息ついた。何だかんだで過保護なのは、部活の後輩達を思い出すからだ。彼らにその面影を見ているのかもしれない。

「さてと、僕らも帰るか識」

「はい。ライム達も今日は商人ギルドの職員と近くのお店の従業員を集めた食事会とかで戻る時間はわからないようですし、このまま亜空へ参りますか？」

　識からの提案に、すぐに返答せず考え込むライドウ。エヴァから齎もたらされた一つの論文のおかげで、彼は最近の修練が、明確な目標を見据えた、より楽しく充実したものに感じられていた。いつもの彼なら即座に亜空で体を動かす事を選んだだろう。提案した識もその決定を予見していたようで、悩む主人は識にとっても予想外だった。

「そうだな。いや、今日は商会に帰ろう。識、お前さ、僕が合流するまでにジン達に何か吹き込んだ？」

「っ!?　何か、とは？」

　主人からの質問に識はわかりやすい反応を返す。答えを聞くまでもなく、ライドウは識が何か助言したことを察した。

「見るからにやる気が溢れていたからさあ。特にジン。あいつ、図書館にお邪魔するかもなんて言って、実は何処かに出かける気と見た。普段言わないような事を言うのはどうもジンだと浮くんだよなあ。で、何を教えた？」

「……。ミスティオリザードの第二段階を前にしてあまりにもしょげていたので、ついお節介を。転移陣を使う程度の資金はあるようでしたから、レベルを上げてみてはどうかと勧めました。元来、ロッツガルドの学生達は自身のレベルを上げる事を奨励されておりますし。彼らはライドウ様の講義を受けるようになってから殆どレベルが上昇していませんから」

「まあ、迷宮探索やらフィールドワークは講義に入れてないしね。レベルを上げるための経験値は何かを殺さないと上がっていかない。そうか、あいつら僕の講義に必死になってレベル上げでは後れを取っているのか」

　ライドウは苦笑する。レベルに頼らない実力の向上というやり方も、考えてみれば学園の主流に反する手法だと彼は思った。ロッツガルドの学生は皆冒険者ギルドへ登録させられる。もっとも、強制されるまでもなく利便性から既に登録を済ませている者も決して少なくない。諸事情により、主要な学園のある都市にはギルドの受付をする支部が置かれていないが、学生は全員がギルドカードを所有している。タダで手に入る高機能な連絡用インターフェイスとして学園も大いに利用しているようだ。真がその事を知ったのは実はつい最近だったりする。彼は講師用の情報はともかく、あまり生徒用の情報に目を通していなかったからだ。

「亜空の作物の影響実験の成果もあって能力はそれなりに上がってはいますが、レベルの上昇値も彼らには足しになるかと」

「足しねえ。識が本当に教えてあげたいのは力じゃなくて自信の方なんじゃないの？　今のあいつらが適当な場所に行って魔物と戦ったら、多分相当びっくりするだろうからさ」

「……お見通しでございましたか。流石です」

「いや、こういう方面に限って何となくわかるだけだよ。僕が先生について通った道でもあるからさ」

「私の予想ですのでまた彼ら寄りの甘いものかもしれませんが、おそらくは三日も頑張れば全員70前後までは間違いなく行けるかと」

「いや妥当なところじゃないかな？　この辺りだと戦える場所も相手も限られている訳だし、ジンはあれで無茶はしない性格だ。そのくらいまで上がれば調子に乗って来週もミスティオリザードを呼べって言って来るかもね。姉妹の参加も最後になるんだし。それにしても識、行動が巴に似てきてないか？」

「ライドウ様の世界の事を学ぶようにと、色々と資料を下さるので。興味深く見せて頂いております」

　ライドウは学生の行動を予測して楽しそうに表情を歪ませた。後輩が必死に頑張っているような、何とも言えない微笑ましい気持ちになってくる。触れた事もない実社会の動向を読むのは、今の彼にはまだ難しく到底読みきれる事でもないが、部活の記憶、己の修練の記憶から、学生の行動や思考は何となく掴む事が出来ていた。

「今の彼らなら十分対応出来そうな場所を紹介しておきました。明日からは我々も各々動けますな。晴れて学生のお守りからは解放されます」

　識は若干解放感を含んだ明るい口調で学生への助言の内容を伝え終えた。

「……一応、万が一という事もあるから。そうだな、エリスでも後ろにくっ付けておこうか。一ひと房ふさもあげれば二つ返事だろ、彼女なら」

「ご随ずい意いに」

　自由になった事を喜ぶより先に、学生の無事に保険をかけようとするあたり、主も相当に甘いではないですか。識は喉元まで出掛かった言葉を呑み込んで、一言だけ肯定の返事をした。
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　簡単すぎる。

　あまりにも、障害がない。

　生まれ育った村で感じていたような全能感が全身を支配している。私は神童と呼ばれていた。剣も弓も魔術も素手でも。村の誰にも負けなかった。ギルドカードを手に入れてレベルを上げられるようになってからは毎日のように狩りに行き、近隣の村を含めてさえ私に勝てる人なんていなくなっていた。

　何だって出来るという抑えきれない快感。学園から奨学生として来て欲しいと言われてこのロッツガルドに来るまで、私はずっと一番だった。

　ロッツガルドに入ってからは、すぐにその無駄な自信も打ち砕かれる事になったのだけど。世の中、上には上がいる。私は可能性だけはまだある、ちょっと出来の良い生徒に過ぎなかった。

　何が言いたいのかというと、私は久しくこの快感を味わっていなかったという事だ。

　今、私達のパーティは七人の大所帯でロッツガルドから程々に離れた森林に来ている。目的はレベルアップ。忘れるなど本来は有り得ない事なんだけど、私はライドウ先生の講義を受けるようになってからレベルを殆ど上げてない。多分私ことアベリアホープレイズのみならず、先頭に立って基本的な方針を決めているジンや、最近になって講義を共にするようになったレンブラント姉妹も同じだろう。彼の講義にレベル上げの演習はないうえ、40半ばから上がらなくなってきたレベルに私自身も少し辛さを感じていたというのもある。

　でも一番の理由は、やっぱりライドウ先生にあると思う。あの先生の講義はレベルが上がらなくても強くなる不思議講義だ。誰にも明かしていないけどね。割に合わないくらいにきついのは確かだけど、明らかに数ヶ月前の自分よりも強くなっているのがわかる。

　攻撃や防御にしても一つ一つの意味を考えるように言われる。考察する癖を身に付けろとも言われた。講義の最中も、アオトカゲ君とのお楽しみ講義でも今ひとつわからなかった言葉と指導だったけど、今こうして狩りをしていてよくわかった。

　相手の動きがトロい。こっちが何手も考えて仲間とコンタクトして行動を決めている間、魔物達に殆ど動きはない。恐ろしく余裕のある戦いだった。決して私達の速度が大きく上昇した訳ではないのにだ。

　こんな事は初めてだった。

　突進してきた個体が方向を急に変化させても既にそのケースを想定し終わっているから何の問題もなく対処出来る。これがヒューマン同士だったり亜人を相手にするとまた違うのだろうけど、ほんの少し前、ライドウ先生の講義を受け始めるまで必死になって皆で囲んで倒していたのと同じ相手とは思えなかった。

　この違和感は皆も抱いているのだろう。皆戸惑いながらも、信じられないペースで魔物を屠ほふり、殆ど負傷もないままその日のレベル上げを終えた。

「凄いです、これは……」

　今は夜を過ごすために皆で設営したベースで休んでいる。

　普段はあまり感情を表に出さない風使いのイズモが、興奮を抑えきれない様子で言葉を発する。ああ、今は風使いというのも正解ではないかもしれない。彼はもう三種類の属性を実戦レベルで使えるようになっているのだから。

　イズモの言葉に私を含めて誰もが頷く。たった一日で、上がり難い段階にあったはずのレベルが八つも上がっていた。しかも急激なレベルアップで生じる自身の力と意識の齟そ齬ごが発生していない。底上げされて高まった力をきちんと自分のものとして扱えている。不思議だ。

「これが、ライドウ先生と識さんの講義の成果か」

　ミスラだ。彼は攻撃をインターセプトしたり受け止めたり、とかく被弾が多い役割にいる。だから丸一日レベル上げで戦闘すれば、今頃は満まん身しん創そう痍いで話す気力もなくなっているのが常だ。今日は傷らしい傷も負っていない。傷自体を作らなかった訳じゃないけど、識さんが持たせてくれた薬がたちどころに傷を癒してくれるおかげも大きいかな。

　ミスラやシフの術でも回復は十分に可能だったけど、そこに魔力を割かずに済んでいることで攻撃力が増強されてより魔物の討伐が楽になっていた。これまでとはまるで世界が違う。

　そう、識さん。本当に凄い人だ。私達を次のステップに導いてくれている。彼がいなければきっと私達はライドウ先生の講義で再起不能になっていた。自分の事を負けず嫌いだとは思うが、あの先生は時々立ち直れないところにぐさっと来る一言を放ってくる。ほぼ同じ年齢だと聞いたけど、どこまで本当かは疑わしい。鬼ライドウ先生の講義を何とか私の許容範囲に収めてくれるのは他でもない識さんだ。

　はっきり言って好きだ。理想の男ひ性とだ。優しくて包容力もある。その上涼やかな笑みが最高に似合う美貌。さりげなく博識で、嫌味もない。ライドウ先生曰く、憧れ補正とは恐ろしい、らしいけどマイナス補正しかかからない人は口を挟まないで欲しい。むしろレンブラント姉妹の貴方にかけているそれの方が余程……っと。それはまあいいや。

　はぁぁ、やっぱり結婚されてるんだろうか。少なくとも恋人がいないって事はないわよねぇ。あの人なら私二番でも三番でも全然構わないんだけどなあ……。今は憧れが強すぎて、彼の隣にいる自分を想像する事さえ出来ないのが現状なんだけど。

「考えて戦うって、こんなにも違うんですね」

「自分が凄く速くなったみたいだった！」

「考えなしに突っ込むとアオトカゲ君が酷かったからなあ」

『確かに！』

　一日目の夜が更けていく。高揚した精神を何とか落ち着かせて体を休めるのが大変だった。

　翌日の戦闘も全く問題がない。これまでに来た事のない森の奥まで戦闘の場を移して、初めて遭遇する魔物と刃を交えても私達は快調だった。二人の優秀な術師がいて、ほぼ全ての属性に対応出来るのも原因の一つになっているんだろう。今は私がまだ火力というには心こころ許もとない威力の魔術しか使えていないんだけど、学園に戻ったら全力で取り組もうと思う。

　戦術の幅を広げる、これもライドウ先生の言葉だった、こんなにも戦闘を有利にしてくれるなんて。イズモとシフも絶対に同じ事を考えていると想像がつく。

　シフはレンブラントの悪評からどうしても友人としては関係を躊躇ためらってしまう部分があったけど、命を預けた状況でこれだけ連携を組めるし、何度か食事に行ったり昨夜も話をした。今では少なくとも私は、彼女にそれ程の壁は作ってないと思う。勿論ユーノにもね。レンブラント姉妹が昔はどうだったか知らないけど、今は頼れるパーティメンバーだ。

「ん？」

　今、木の枝に褐色の小柄な人がいたような……。気のせいかな。

「アベリア、どうした？」

　ジンは私のちょっとした反応にも耳を傾けてくれる。彼も猪ちょ突とつ猛もう進しん、やられる前にやる乱暴な戦い方から少しずつスタイルを変えていっているように見える。前衛で一番に斬り込みながら全体の状況を確かめるのは言うまでもなく大変だ。考えすぎず、自然にその姿勢に辿りつく彼は、やはり奨学生だけあって優れた才能を持っているんだろう。悔しいけど、私はまだ彼ほどに全体を見る力を身に付けていない。これからの課題の一つね。

「ううん、少し木の枝が不自然に揺れたように見えたんだけど、問題はなさそう」

「了解。このまま今日中に湖畔まで行けそうだな。今夜はそこでキャンプするか」

　ジンの言葉に私達が同意する。この森の奥にはさほど大きくはないが湖がある。特別な水質の水で需要はあるけど、場所と物に問題があってあまり供給が追いついていない。つまり高価。場所は言うまでもなく魔物が沢山棲む森の中だって事。物、つまり水という事の問題は単純に運ぶ時の面倒さ。容器だって結構邪魔だ。他にも珍しい薬草なんかも生えているらしくて、換金するならそっちの方が楽な事もある。

　あ、そうだ。

「ねえ、ジン。ここまで来たんだから先生と識さんに湖畔の薬草でもお土産にしない？」

　我ながら良い考えだ。折角到着出来そうなのだから我らが恩人に恩返しの一つもするべきよね。

「いいね！　水は面倒だし薬草だけでも持って帰ろうぜ」

　ダエナも賛同してくれる。彼も無駄な動きが相当減ったおかげか夕方を待たずにスタミナ切れになっていた欠点を見事に克服していた。軽い口調のまま、身軽に戦いの場を飛び跳ねる彼は実に活き活きしている。あの地獄のようなお楽しみ講義は、私達に着実に実力を付けてくれていたんだ。単なる拷問じゃなかった。識さんを信じて本当に良かった！

「じゃあ、どんどん進んじゃお！　ボクも沢山レベルが上がって力が漲みなぎってるし!!」

　ユーノが槍を手にしてジンと併走していく。彼女はお楽しみ講義を通じて槍と弓を両方携行してスイッチするスタイルで戦うようになった。大きな商家の令嬢らしからぬとんでもない器用さだ。少し遅れてダエナとミスラ。私はイズモとシフの道を確保しながら彼らの後を追う。ライドウ先生の講義を受け始めてから体力がついてきているとはいえ、術師に森の中を駆け回れというのも酷な話だ。いずれはそれも可能になるかもしれないけど、今はまだ歩きやすい場所を進んで何とかパーティに付いていくのが精々だ。それでもかなり進行が早い事を思えば彼らもよく頑張っている。

　前衛の張り切りように苦笑いしながら、私達は彼らの待つ湖畔に出た。

　──そこに、一匹の竜がいた。

　冗談じゃなく。本当に。

　この湖を水場にしている個体だろうか。ここに竜が出るなんて情報は事前にはなかったというのに。

　いけない。どんどん気持ちが焦ってくる。これまでの余裕が掻き消えていく。

　違う。そうじゃない。考えろ。対策を立てろ。攻めるか守るか逃げるか。自分の手札を確認するのが最優先だ。落ち着け、落ち着け……！

　視界の前方。それなりに距離は開いている。三日月型の湖、その下部にあたる場所に私達はいる。竜がいるのは中央に近い場所、陸地が湖を押している先端部分だ。水を飲んでいる、いや、飲んで、いた。

　今は動きを止めて私達の方を見ている。

　トカゲを半立ちにさせたような体。でもトカゲじゃない証拠に額から前方に真っ直ぐ鋭い角が一本伸びている。体色は灰色、外皮は鱗。体長は四メートルから五メートルくらいかしら。

「ジ、ジン……」

　ミスラの声が掠かすれている。彼の気持ちは私にもわかる。でも貴方もここまで殆ど万全のまま来たんだからせめて考えてはいるわよね。信じてるわよ。

「アベリア、あいつの情報わかるか？」

　ジンがゆっくりと剣を抜いて臨戦態勢になる。全く戦闘行為なしで切り抜けるのは無理だと判断したからだろう。私は彼の問いに神妙に頷く。今のところ私がこのパーティで一番誇れるのは知識かも。

「ええ、最下級の亜竜の一種よ。名前までは覚えてないけど、確か単独行動をする竜で弱点は氷。遭遇時は遠距離からの集中砲火での対処が望ましい。交戦するなら十人以上のパーティでレベルは90以上が安全圏、だったかしら」

「俺らの今のレベルは？　俺は75」

「私も同じね」

「俺は74だ」

「俺74」

「私は77ですね」

「同じく私も77」

「……ボクは73」

　人数もレベルも足りていない。つまりここは逃走が一番。ただ、既に竜の標的としてロックオンされてしまっている状況が痛い。こちらが一方的に見つけただけの状況なら逃走も十分現実的だったんだけど。それに弱点が氷なのもまずい。出来れば風が一番良かった。次いで火か土。強力な魔術を叩き込める状況ならまだ勝機もある。

「俺が殿しんがりをやる。イズモは風の補助をかけて皆の移動速度を少しでも上げて欲しい」

　ジンの逃走を示し唆さする言葉。正しい判断かもしれない。でもそれはジンを……。

『GYYEAAAAAAAAAAAAAAA !!』

　私の思考は途中で遮られた。

　のっそりとこちらを向いた竜が口を開けたかと思った瞬間。とてつもない音量の咆ほう哮こうが周囲に響き渡った！　まるで耳元でいきなり叫ばれたみたいに距離を無視。声というよりも衝撃波みたいなそれが全身に叩きつけられる。

　威圧の咆哮！　竜ならばほぼ全ての種が使ってくる獲物の動きを封じる叫び声。そうだ、コレがあったのを忘れていた。私は、肝心な情報を、こんな大事な時に引き出せなかった！

　後悔が次から次へと湧き出てくる。だけど体が全く動かない。見事なまでに竦すくみ上がっているのが理解出来る。初めて喰らったけど、何て効果なのよ！

　二本足で巨体に似合わないスピードでこちらへと駆け出してくる竜。全身に浴びせられた咆哮の恐怖が抜けていかない。むしろ奴が地を揺らす振動で、揺り返されるように身が強張っていくのを感じる。

　極めて低級だといっても、これはやはり私達の手に負えるような相手じゃない!!

　誰か、誰か動けるなら逃げて！

　自由になる視界でメンバーを見るが、誰もが歯を食いしばった厳しい表情で身を震わせるだけ。ジン、あんたこういう時こそ雄叫びでも張り上げて動けるようになる見せどころでしょう!?　食われるのを待ってていい訳!?

　八つ当たりとも言える思考も虚しく、竜がどんどん接近してくる。ほんの少しの油断。たった一度だけの油断。こんな、こんな終わり方は……!!

『──オブ──ゼイルノ──ジュナ』

　……えい、しょう？

　どこ、上!?　樹の枝!?

　そこには見慣れない白いパーカーを来た小柄な人が腰掛けていた。

　何やら黄色い実を片手で持って、食事の最中だろうか？

　今ここには竜がいるんだけど？　食事？

　私の頭が混乱に支配される。ライドウ先生の教えを思い出そうとしても冷静さを保てない。悔しいけど、今の私にはいかなる時も冷静に、というのはまだ無理らしい。

　変わったパーカーね。頭のところに、飾り。あれ、猫耳？

　そんなどうでもよくて阿呆らしい事を考えた直後。

　森から無数の触手が湖に向けて、いや竜に向けて放たれた。虚を衝かれたのか、竜は一瞬速度を緩め、だが何も判断する時間も与えられずに触手に全身を絡め取られ動きを止めていた。

　触手の召喚？　いえ、これは樹木？　木々から枝が変質した何かが伸びて竜を捕らえているの？

　大木からも若木からも、それどころか草や蔓つるからも束縛の手は伸びているみたい。よく見ると茶色だけじゃなくて濃緑色も交じっている。全く見た事も聞いた事もない術だ。

「……っ」

　声が出ない。これも竜の咆哮の効果だろうか。詠唱も出来なくされてしまうなんて、本当に恐ろしいスキルだ。竜ならどいつもこいつもこんな真似をするのかと思うと背筋が冷たくなるのを感じる。

　トンッ。

　軽い音がした。

　見ればイズモとシフの間に恐らくは私達を助けてくれた（？）人が降り立っていた。あの高度からいとも簡単に飛び降りるなんて。亜人、だろうか。

　深くかぶったパーカーで褐色の肌くらいしか特徴を掴めない。あと、ちっこいって事は確定。

　その子はイズモのお腹にポンポンと手を当てた。ふるふると頭を横に振る。

「モヤシ、細くて貧弱は救えない」

「!?」

　次に、跪ひざまずいているシフの、あろうことか豊かな胸を両手で揉んだ。おお。

「ふん、巨乳の時代は永遠じゃないぞ」

「！＃＄！＆？」

　表情でシフがパニックになっているのがわかる。どちらかというと慎ましやかな双丘を持つ私の本音としては、実によくやったと言わざるを得ない。って何を考えているんだろうか私は。

















　次は順番からいうと私？

　推測は正しかったのか、とことこ歩いてくる可愛らしい様子の子供（だと思う）は私の前で立ち止まると、いきなりすねを蹴りつけた。

「ちっこくねえんだよ！」

「っっっ！」

　い、痛い!!　というかなんで考えてただけの事がわかるのよ!?

　その子はその後も一人ずつに声を掛けながら前方の竜に向かって歩いていく。

　ちなみにユーノはシフと見比べられて「励め」と言われた。

　ダエナは「強く生きろピク●ン」と言われた。

　ミスラは「受け続けるはドＭの道、まだ戻れるぞ小僧」と言われた。

　ジンは「この前お釣り間違えた」と言われて小銭をシャツのポケットに突っ込まれていた。

　い、意味不明すぎるわ。

「まあ、それなり。遠足は帰るまでが遠足ですよ」

　振り返ったその子は私達皆に向けて、何かの実を持っていない方の手を前に出し人差し指を立てて見せた。

「そしてバナナはおやつに入らない。まだ二本ある、うふふ」

　……。何だろう、言っている事はよくわからないけど緊迫感の欠片もない感じになってきたような。

　竜は雁がん字じ搦がらめにされながらも二本の足をじたばた暴れさせている。何本の樹木で縛っているのかわからないけど、巨躯の竜を束縛し続けるなんて相当な術よね。やっぱりこの子が術者、なのかしら。

　ふと何かを思いついたのか、食べ終えた黄色い実の皮らしき物を、竜の足元に放る猫耳パーカーの人。

　当然の事ながら無残に踏み潰される皮。

　地じ団だん太だを踏んで悔しがる子供。

　え？　何？　一体何がしたかったの？

　声が出ないのが今ほどに辛い状況もない。一言でいいから突っ込みたい気分だった。

「私達は言いました！」

　ビシッと竜の上半身を指差してパーカーの人が宣言する。悔しがるのはとりあえず止めたようだ。もう片方の手は腰に当ててしっかりとポーズを取っている。実力ゆえなのか竜を相手に羨ましい程の余裕。ああ、強くなりたい、なあ。

「水辺でコモエ姫を怒らせると危険」

　コモエ姫？　この人、どこかの国に仕えている人なの？

「だってこうなるから（偽）」

　いつの間にかパーカーの人の足元に魔法陣が展開されていた。指先にはくるくると回る短く細い杖。あれがあの子の媒介になる道具？　筆記具みたいに小さくて、そんなに強大な物には見えないけど……。

　魔法陣は湖面の至るところに転記されていく。同じ模様の無数の陣が浮かび、そして──。

　竜が湖に向けて投げ捨てられた。樹木の触手からの束縛は解かれたものの、その身は空中、しかも無数の魔法陣で鈍く輝く湖の上。

　再び叫び声を上げようとしたのか竜の口が大きく開いた。

　着水が先かそれとも二度目の咆哮が先か。私はそんな事を考えていたのだけど、どちらも起こらなかった。

　無数の陣から一斉に噴き上がった氷の長槍が竜を空中で串刺しにしたから。

　現実離れしたその光景はどこか滑稽でさえあった。

「残念。それを全部かわしてからがキャンプの本番なのだよ、出直せトカゲ」

　淡々と続く言葉もその意味も謎なまま。

　竜はその姿を塵に変えた。

　白猫耳パーカーの子供も、いつのまにか姿を消していた。

　冗談のような空気が一帯を支配する。

　今年の夏は、絶対に忘れられない季節になると、動けない体のまま私は密かに確信した。












　　　９






　天高くなんとやら。

　日本にいた頃秋に感じた空の高さを、この世界でも感じる。ここに来てもうすぐ一年が経とうとしているから懐かしさがそう思わせたのかもしれない。

　立場こそ変わったけど学校にいるから余計にね。

　一ひと月つきと少しの夏休みを終えたロッツガルドは、すぐに後期の学習を再開する訳じゃない。名目上、学園は再開しているし、学生達も毎日通いはするものの、学園の創立祭を控えて通常の講義などは行われない。秋に祭りなんて学園で豊穣を祝う訳でもなかろうに、なんて思っていたんだけど創立が秋というなら納得出来る。

　一ヶ月以上の休みの後、更に一ヶ月近い準備期間という名の休みのような期間があるから、実質は二ヶ月の休みといえる。準備期間に忙しくなる学生はその限りでもないけれど、少なくとも僕の講義に来る学生達はそうだった。夏休みに仕方なく講義をしたのに、なんと準備期間中も講義を、なんて言ってきたから今度は拒否してやった。僕だってやりたいことの一つや二つある。

　ロッツガルドの学園祭は、これまで僕が経験してきたような秋の文化祭とは大分様子が違う。期間は一週間あるし、催しも結構ある。深く運営に関わる学生は最高学年の一部の優秀な生徒とその補助に選ばれる各部、各学年の一部の生徒。それほど多くはないため、関係出来るというだけで名誉な事らしい。色々な研究の発表や実演が前半に行われ、後半は実技の披露を兼ねた幾つかの大会が予定されている。

　多くの人が来場して、街の宿は周辺都市まで満員。臨時で郊外に宿が作られるほどの凄まじい人数が、たかだか学園祭に集まる。いやたかだか、なんて考える僕の方がおかしいのだろう。実際、前線で戦争しているリミア王国やグリトニア帝国からも結構な数の国こく賓ひんが招かれ、次代の人材を見定めたり、幾つかの国交に関わる外交会議も並行して進むのだから。流石はヒューマンの最高学府というべきなのかもしれない。

　ジンやアベリアも相当に気合いが入っている。彼らは最高学年ではなく卒業も控えていない。来年も学園に通うからこれが最後の学園祭ではないんだけど、出場する大会に併せて日々励んでいるようだ。人材を見定める、青田買いも含めた就職活動の大事な場面でもあると聞かされた時は何とも言えない気分になった。最高学年の子達はきっと凄い覚悟をして臨んでいるんだろうな。高校に通っていた頃、就職を具体的にイメージしたことなんて殆どなかった僕としてはわからない感覚だ。

「ライドウ様、学園祭期間中の商品の在庫なんですが……」

　商会関連の書類に目を通しながら外の景色を眺めていた僕に声が掛けられる。

　識だ。相変わらずの細身。この夏は亜空に結構いて食生活が豪勢になった期間があった。当然僕は修練をしていながらも体重を増加させる結果になったというのに、彼は全く変わらない。何だろう、契約特典とかなら僕にもあっていいと思うんだ。一食三千カロリーは超過しているだろう極甘鍋にマヨネーズ料理の開発など、どう考えても僕より無茶な食生活なのに。理不尽だ。

　筋肉は脂肪よりも重いというから、まあそういうことなんだと納得するくらいしかない自分が虚しい。

「や、真君。学園祭なんだけどね。面倒な場所には連れて行かないから幾つか一緒に見て回ろうよ」

　ルト。銀髪の青年。少年か？　自分と同じくらいの年齢に見えるけど、僕自身青年か少年かとなるとどっちが相応しいのかよくわからないので難しい。まあ青年でいいか。見た目はそんなだけど彼は巴と同じくドラゴン様。しかも一番偉いらしい。そしてこの世界の謎の一つだった冒険者ギルドの長で創設者と、とにかく肩書きは多い。短く説明するなら天才で変態。夏休みの前に出会って衝撃的な事を色々と話して行ったかと思えば何かにつけて商会に来てはご飯に誘って来たりする。ちなみに何となく心底は信頼しきれてないからか、亜空には連れて行っていない。巴や識もそうしていないところを見ると、僕だけに限らないのだろうけど。従者の三人には、相応しいと思った人物なら亜空を案内してもいいとは言ってあるから。

　妨害されない仕様への念話の改良や、女神の強制的な召喚への対策。緊急を要する事は大体が済んでいる。それに巴にしても澪にしても皆怠ける事なく順調に強くなっている。個人的には識の伸び幅がとくに凄いと思う。だから少し気が大きくなっている部分もあるんだ。

　ちなみに休みの終わりに僕自身の修練の成果を見せた時には全員目が点になっていた。そんなにおかしい事はしていないのに大袈裟な反応だったなあ。

「商会の在庫は今夜追加出来る商品のリストが届くから、それから詰めよう。少し棚に余裕が出来るように今ある商品を広げて並べておいて。ルト、有名人のお前と並んで歩いて問題にならないイベントなら付き合うよ。だから毎日は来ないでくれ。見ての通り忙しいんだ」

「わかりました、そのように。あと新人の教育ですが、ベレンと相談して人数を増やしても構いませんか？　少々希望人数が多く当初の予定よりも絞り込めません」

　識が答える。ルトは納得したのか笑顔で頷いてソファで何やら読書を始める。一応、帰れって伝えたつもりだけどなあ。親の事やケリュネオンの事を聞いてもその頃はお風呂作ってたとか訳のわからない事を言うし。更に追及したら、知ってはいるけど、二人がその国を出たあとの事を何となく知っているだけだ、と説明された。僕の両親と女神との関わりが深くなったのがその頃らしいんだけどさ。確かにこいつも世界の全てを知っている訳ではないし、いつどこの誰が何をしていたかまで詳細を知らなくても不思議はない。結局、それ以上思い出す必要があるなら寝物語に、と言われてその時はお帰り願った。まだ諦めていない様子なのが実に恐ろしい。一回女の姿で来たけど滅茶苦茶綺麗だった。二十代の容姿だったけど、妙に魅力的に見えた。僕は実は年上の女性が好みだったのかと自分の性癖に気付いたり。巴も澪も、僕にその願望があるからあの外見なのかな。自分ではあんまり年齢には拘らない方だと思っていたんだけど。

「あ、そっか。いいよ、任せる。こっちが忙しくなるまでに何人か来れそう？」

「そう、ですね。多分何人かは来れるかと思います。何分亜人ですから共通語の習得が出来ない事には先に進めません。ですから今は確実な人数は申し上げられません」

　共通語か。結局僕は発音で断念しちゃったなあ。もし女神に対面する事があったら交渉でもしてみようかな。やっぱ普通に話したいしさ。

「あれ、人増えるんだ。また亜人を雇用するの？　真君は彼らに優しいね。いやヒューマンが嫌いなだけかな？」

「……ルト。別に種族で好き嫌いを言うつもりはないよ。はっきり言うけど、か・え・れ」

「おっと。本格的にお邪魔？　なら仕方ない。ギルドの仕事でもするか」

　仕事があるなら大人しくそっちをやってくれよ。多分ギルドの人がマスター不在で困っているんじゃないか？　仕方なくするような量じゃないはずだろうに。

　やっと帰ってくれたギルドマスターの背を見て呆れる。僕だって何とか商人として頑張っているんだから天才はちゃんと仕事しろよと。最近ようやく少し慣れてきた程度で識には遠く及ばないのは、まあ今後の課題にしておこう。森鬼コンビに少々劣る商品知識も、同じく今後の課題だ。

「……あの方は何度言ってもライドウ様を真様と呼びますなあ」

「故意犯だから言っても聞かないんだよ。あれで他に誰かいるとライドウ殿、だからね。まともに反応していると喜ばせるだけ」

「それは学習致しました。出来れば教えを請いたい方ではあるのですがライドウ様以外にはあまり友好的に接して下さらないのが玉に瑕きずですね」

　その膨大な知識に敬意を表してなのか、識は僕の従者の中では一番ルトを評価している。こうして、学園祭に向けて忙しく準備している時に乱入してきても怒らないぐらいだから。

「さてと。今から多めに予想してみても、臨時のキャンプ村まで出来るんじゃあ結局出たとこ勝負になりそうだし、ゴテツにでも行こうか識」

「キャンプ村、ああ、郊外の宿泊施設ですか。土属性を得意とする者はこの一月で相当数の建物を作るでしょうな、まさに稼ぎ時」

　この世界ならではだと思うんだけど、郊外の土地を均ならしてキャンプを張るような感じで、宿に使う建物を魔術で作ってしまう。用が済めば一部の家具や必要な物だけ運び出して土に戻す訳だ。実に便利だ。ある程度の実力を持った土属性の術師を揃えないといけないが、この街ではそれも容易だ。

「だね、レンブラントさんのところのシフも小遣い稼ぎでもすればいいのに」

　土の精霊の加護を持っている彼女なら効率的に宿を建ててお金儲けも出来るだろう。夏休み後半は帰省させたとはいえ、前半で結構実力を身に付けていたからそのくらい出来るはずだ。土も火も、最初は攻撃特化丸出しの彼女も今ではそれなりに支援もこなせるようになりつつある。申し訳程度だった回復もモノになってきているように見える。

　それなのにジン達とつるんで毎日飽きずに僕のところに来ては講義の催促。学園祭が終わるまでは臨時講師は講義などしないというのにだ。休みの延長感覚なんだろうけど、僕からすれば店が忙しくなる祭りに合わせての大事な準備期間。お断りしているんだけどねえ。

「……ああ、なるほど。確かそろそろジン達がここに来る頃。昼食を兼ねてゴテツに避難ですか。お供いたします」

「わかってくれてありがと。エリスに調子に乗らないよう一言だけ言って出かけよう」

　ジン達が休み中に無茶をした時、保険として後を尾つけさせたエリスが活躍した。

　後日その正体に気付いたジン達から彼女は凄い人物だと尊敬の的になっている。亜人だと教えても、彼らの態度はあまり変わらなかった。だからアクアが窘たしなめるのも聞かず、エリスは結構調子に乗ったりしていたのだ。先週亜空に一週間程戻したら大分大人しくはなったけど、何せエリスだ。釘を刺しておいたほうがいい。

　ジンからはクズノハ商会に就職するにはレベル幾つが最低条件ですかなんて真顔で言われるし、全く碌ろくな事にならない。別にレベル１でも１００でもお給料は変わりませんとも。

　あ、給料とかもいい加減きちんと考えた方がよいかな。他の商会の状況もわかるようになってきたし、祭りが終わったら考えてみるとして、今回の忙しさにはボーナスでも渡して労ねぎらってやりきろう。お金、よりは現物の方がいいか。その方が亜空の住人は喜ぶし。

　ゴテツと言えば、最近はエヴァさんも学園の仕事を終えるとよく顔を出している様子。事件以来それなりに顔を合わせるようになった。僕らが客として通うようになる以前も客は付いていた店だけど、識や僕が味などについて色々提案したりするようになって最近益々繁盛しているようだ。

　他人事ながら嬉しい。もっとも、僕はこれ以上あの店がスイーツに走らないよう、薬味や具材について故郷で食べたものと似たものを提案してみたりしただけだ。識も熱心に鍋の提案をしていた。

　昆布出汁を使った湯豆腐はあまり受け入れられず、専もっぱら僕くらいしか頼まない失敗作となってしまったりもしたのに、ゴテツの親父さんは僕が頼むならとメニューに入れ続けてくれていたりもする。ありがたいよ。

　一階に下りて店番をしていたエリスに釘を刺す。驚いた猫みたいに飛び上がった彼女は何度も首を上下させた。

「頑張る。実に頑張る。凄く頑張る」

［いや、よくやってくれているのはわかっているから。学生が来てもちゃんとお客様として対応するんだよ。じゃあ出掛けてくる］

『いってらっしゃいませ』

　エリスの様子に苦笑する他の店員と、彼女の声が重なる。僕と識は一つ頷いて裏口から店を出た。

　まだ夕刻と言うには早い。それでも空を見上げると、既に夜の気配が近付いているのがわかる。

「釣瓶つるべ落とし、か。どうも向こうを思い出すな今日は」

　苦笑して小さく言葉を漏らす。

「ライドウ様？」

「いや、何でもないよ。行こう」

　識の心配そうな言葉に笑顔で応える。寂しい顔でもしていたかなあ。

　学園祭まであと一週間程。きっとこの世界に来て一番の人出を見る事になる。色んな国から相当な数の人が訪れるんだから当然だ。

　僕は僕のやりたい事を。休みの間に身に付けた力のおかげか少しだけ、僕も自分に自信を持てるようになっていた。大勢の人が街を訪れると聞いても狼ろう狽ばいする事なく受け止められたし。

　たとえいきなり戦場に投げ込まれても今の僕なら、前よりも上手くやれると思っている。要は、強くなったんだと思えるようになっただけなんだけど、気持ちは結構楽だ。

　巴をはじめ、従者の三人に言わせればまだまだ自覚も自信も足りないらしいけどさ。

　大通りに出ると、街の喧騒が大きくなった。誰もが学園祭を前にして楽しそうだ。何かが起こりそうな期待と不安、色々入り混じった浮ついた気持ちで僕はゴテツに向けて歩き出した。
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「神殿から？」

　学園都市の一大イベントである学園祭が目前に迫り、街が日に日に賑やかになっていく。当初はただの大きな文化祭だと思っていたけれど、これは流石に桁が違う気がしてきた。

　考えてみれば街そのものが一つのお祭りになる訳で、その規模は僕が経験した事のない程の行事に違いない。過大評価してちょうどいいくらいかな、と思っていたけど、そんなものじゃ済まなさそう。

　そんな中、今日は店番をしているライムから僕に伝言があった。神殿、つまり女神を信仰する宗教の方が店に来ているらしい。ライムは夏休み前くらいから僕とも会話出来るようになっていた。あまりに自然に振舞うからしばらく僕も気づかなかったくらいだ。だからといってヒューマンとの会話が出来るようになったかといえばそれも違う。巴を呼んでどうやったのか問いただしたら、人体実験じみた結構な事（だと僕は感じた）をやっていた。

　巴の分身であるコモエちゃんまで絡んでいたし。何食わぬ顔してライムも大胆な事をするなと思った。巴には人体に影響を与えそうな試みはまず僕を通すよう説教しておいた。確かに僕に直接は影響しないし、巴の力の範囲内で全て完結する。亜空にも影響しない。彼女の裁量の範囲で収まる事に違いないんだけど……。

　っと、神殿から誰か来ているんだった。

　部屋を出て、一応人に聞かれる事も考えて筆談に切り替えてライムに了承の返事をする。直接対応した方がいいだろうから出向くことにした。店舗に顔を出すと来店してくれていたお客様の数名から失意の溜息が漏れるのが聞こえた。識じゃなくて悪かったね。

「突然の訪問に対応頂いて感謝する。私は神殿の準司祭を務める者だ」

　そう言って身分証代わりの首飾りを見せてくれる。男性だけど筋骨隆々ではなく、女性のように細い体をしている。飾りを出したときに鎖骨あたりが僅かに見えたけど、とても運動をしているようには見えない。肉体労働はしないんだろう。しかしそんなんで、回復だけじゃなく多様な術を操る聖職者として戦場に出向けるものなんだろうか。

［いえ。司祭様の御用ならば私の事など。このように言葉が不自由な身でございますがお許し下さい］

「準、だ。……呪い、かね」

［呪じゅ病びょうの一種ではないかと考えております。お恥ずかしい事ですが、商いに使う品に薬が多いのは私情も幾分か］

　言葉が不自由な事にやはり突っ込まれる。もちろん、回答も考えてあるので慌てることもなく答えられた。

「呪病か、忌いまわしいな。気の毒に。では、君が店主という事でよいのか。商人ギルドで確認したが確かライドウ、だったか」

［はい。普段は信用出来る者に店を任せている事も多いですが、店主は私ライドウです。それで本日の御用は？］

「うむ。この店で扱われている薬の幾つかについてなのだが、効能が高すぎると神殿にまで噂が届いておってな。値段も安く、本来なら喜ばしい事だが不安に思う者も出てきている。本当に使って大丈夫なものなのかどうか、とな」

　……。

　困ったといった素振りで僕に同情したような口調で進める神殿の人。街の薬屋や魔法薬の販売店だけでなく、確か神殿でも様々な効能の薬は販売していたな。さて、同業者の妨害紛まがいの苦情で神殿が動いたのか、それとも神殿がいちゃもんつけてきているだけなのか。どちらにせよ、女神の線はなさそうで安心だ。もしそうだったら一人で来る訳もないか。

　やっぱりここは、鼻薬を嗅がせろという所謂いわゆる賄わい賂ろの要求かな。神殿からという言葉自体が嘘で、別口の詐さ欺ぎって可能性も一応ある。

　それならもっと大仰に人数を集めるか？

　準司祭の立場がどの程度かよくわからないから、金に困っていそうな人物かどうかは判断出来ない。でも神殿の名前を騙かたるとなると相当な覚悟が必要だろうから、そこまでしてウチから小銭持っていくのも現実味がない。そうなると……。

［当店の薬が神殿の皆様の耳にまで届いているとは思っておりませんでした。わざわざお越し頂き申し訳ありません］

「いや、それは気にせずともよい。それで、な。こちらの店としても下らぬ疑いなど迷惑であろう」

［もし叶うのならば、そのような噂は吹き飛ばして下さると嬉しく思います］

　賄賂で間違いなさそう。金貨数枚で黙るなら払っておくか。

　しかし準司祭の男は切り出しにくいのか言葉に迷っているのか、口を閉ざしてしまった。面倒な奴だな。

「……そうであろう。そこで神殿からの提案なのだが。いっそ解毒と傷薬の類を神殿に預けて、販売を任せぬか？」

　はあ？

　一瞬思考が停止する。どういう事？　神殿に薬を卸して直接売るなって事か？

［意味が、よくわかりませんが］

　何とか、本当に何とか聞き返す。

「ちっ。だから言ったのだ。このような無茶、通るわけがないと。あの老害どもめ、どれだけ利権を貪むさぼれば気が済むのだ」

　小さくだけど、舌打ちして物凄く汚い言葉で何か言ったな。彼も要求が無茶だって事は理解しているんだな。少し安心した。

「……今の言葉は忘れてくれ。噂の払拭については神殿でも手伝う事にしよう。ただそれには条件が一つある」

［お聞きしましょう］

「解毒、そして傷薬の製法を明らかにして欲しい。もちろん、これは神殿で検証するために使用するもので、他の店に漏らさない事を誓おう」

　レシピを明かせ、か。確かに、同じように作って同じものが出来れば安全性も確かめ易いだろう。しかし他の店には漏らさないとは言ってるけど、こいつ、神殿で売らないとは一言も言ってない。言げん質ちにどれだけの意味があるかは怪しいけど、どうする、一応確かめるか？　あるいは、ここは羊になっておくというのも手だな。

［製法を明かす、ですか。そうなりますと神殿でも同様のものが出来る事になりますが］

「……それはご了承願おう。私は確実な方法を提案しているつもりだよ。何か、不満かな。ああ、学園祭も近く神殿も忙しくてね、返答は今頂きたい」

　ふむ。僕は扱い易いと思われたみたいだ。じゃ、ひとまずは羊になってみますか。

　神殿には夏休み前に関わった人体実験の関係者もいたし、内部に伝つ手てがあっても困らない。司教が不審な死を遂げたはずなのに、ただ病死と発表されていたのも気になるしね。休み中にレンブラント姉妹がツィーゲで遭遇したちょっとした事件にも神殿の名前は挙がっていた。澪のせいであまり細かくは調べられなかったけど、こいつから幾らか神殿の情報を引き出せるかもしれない。

［不満などございません。むしろ、神殿にもこの薬を販売して頂けるならより多くの皆様にお届け出来る。実に嬉しいことでございます。何分にも駆け出しの商人の身では販路もままならず、思うように拡大も進められぬ無ぶ様ざま。喜んで製法をお教えします］

「っ!?　本当に構わぬのだな？」

［はい。ご都合の良い日を教えて下さいませ。こちらから術師を向かわせまして説明させて頂きます。私の同席は必要でしょうか］

「た、助かる。では急で済まぬが明日の昼にでも術師と、君、ライドウで良かったかな、一緒に神殿まで来て欲しい。受付の者に準司祭のシナイと約束があると伝えてくれればわかるようにしておく」

［シナイ様でございますね。確かに明日、伺わせて頂きます］

「ん。邪魔をした。では、待っているぞ」

　とんとん拍子で話が進むからか、訝しげな様子ながら準司祭は店を後にした。

　頭を下げて見送る。

　シナイね。名前は覚えておこう。神父さんと同じような感じかと思ったけど、随分と偉そうな人だった。神殿は結構権力もあるんだろうか。

　実は製法を教えたところでこちらは全く問題ない。

　クズノハで扱っている薬。製法自体は結構普通だけど、色々とハードルがあるからね。普通というか、紙に書き出してみれば普通に見える、とでも言い換えた方がいいかな。

　まず材料は、荒野でないと採れない植物を混ぜてある。ツィーゲでは冒険者が採取したものがそれなりの値段で売り出されている。僕らなら荒野のある程度の場所までは危険なく庭のように立ち入る事が出来るから、クズノハ商会なら元値はタダだけど、他が使おうと思ったらコストが嵩かさむだろう。実はこのあたりで採取出来る薬草を何種か調合しても代用は出来るのだけど、どちらにせよ、流通や調合の手間がかかるのは動かせない事実だ。

　次に調合の技術。識とアルケーなら難なく出来るけど、かなり難易度は高い。ちなみにツィーゲで、現在レベル最高の、色々やらかしてくれたトアさんとこの錬金術師で十回中五回の成功率。彼は薬の調合を専門にはしていないらしいというのもあるけど、学園から優秀な錬金術関係の専門家を連れてきても多分八割程度の成功率が限界だと思われる。単純に考えても二割のロスは結構大きい。

　つまり材料を調達出来るし、腕のある術師を使って作れば神殿でも一応、同様の薬は作れる。ただまあ、結構な値段が予想されるよね。

　だから多分脅威になることはない。胸を張って教えてあげるとしよう。羊の善人のまま、シナイさんに協力しようじゃないか。折角神殿に入れるんだから見学もしてくるかな。

「あんな約束して大丈夫なんですか？」

　っ。

　声を追って横を向くと、そこには見慣れた一人の女性。

　エヴァさんか。いきなり声を掛けるとか心臓に悪い。学園祭の間、図書館は閉館するらしく最近はエヴァさんも半日で仕事が終わることが多いとか。夏休みもやっていたから学園祭の間も開放しているのかと思ったら、来場者が多すぎて盗難なんかの犯罪に対応出来なくなるんだそうだ。

　今日は半日休みの日か。彼女は夏休み中からちょくちょく店に来てくれている。栄養ドリンクを気に入ってくれたのは個人的にも嬉しい。何より彼女が渡してくれた論文のおかげで僕は強くなれた。

［もちろん。どこから聞いていたのかは知りませんが、私は大丈夫じゃない事は言いませんから］

「あら恐い。クズノハ商会に手を出す神殿が哀れに思えてきました」

［やはり、あれは神殿の準司祭様で間違いありませんか。私はてっきり賄賂の要求でもしに来たのかと思いましたが、斜め上の事を言われて少し驚きました］

「うふふ。もうすぐ学園祭があります。神殿のお偉方も大勢見えますから、きっと点数稼ぎになりそうな事をしているんですよ。ここの神殿に配属されるのはそれなりに出世街道に乗っている人が多数です。つまり、出世欲のある人も多いんです」

　なるほど。要するに上司が来るから覚えがよくなるように少しでも何かをしておこうと。僕の店の噂はそれに利用されたのか。なんだ、本当に大した事じゃなかったなあ。

　ま、女神の事がなくても、司教を死なせたのはロナさんだし、僕も無関係とは言えないからちょっと疑い過ぎているのかもしれない。一応ライムに調査を頼んでおいて気を緩めるか。

　やれやれ神殿の関係者まで浮き足立つのか。大したものだね、ロッツガルド学園創立祭。ジン達も何気にレベルを90程度まで上げて張り切っている。本当なら１００も超えられるところだけど、何でも形骸化した学園祭の各種大会規則上、レベル１００を超えていると出場出来ないらしく、１００未満で留めていると話していた。大昔にレベル１００を超えた在校生がいたようで、その子のためみたいな規則だったらしいけど今も形は残っているんだとか。

　ミスティオリザードとの模擬戦も四段階まで進んでいるし、武技を競う大会に出ても魔術を競う大会に出てもみんな良い線いくんじゃないかと思う。パーティで出場する団体戦なら会場の注目を確実に集めるだろうな。

　……そう言えば、レンブラントさんから娘の大会出場を辞退させて欲しいと嘆願されたっけな。

（研究や授業の発表、歌唱や舞踊の披露なら問題ない、いや歓迎だ。だが戦闘技術を競う大会には絶対に出したくない。ライドウ殿、商人の娘にそれは必要があるかね？　いやない!!）

　力説された氏の言葉が脳裏に蘇る。夏休みの後半、姉妹に合わせて一度ツィーゲに顔を出した時に捕まって聞かされた。

　以前貰った手紙と同じように、奥様が脇からそっと出てきて気にしないでくださいねと微笑みながら彼を連れて行ったけどね。奥様は実に魅力的な人だった。レンブラントさんが愛人を作らない気持ちが理解出来たね。

　そして彼（とおそらく夫人）が娘をロッツガルドに入れたのは、礼儀作法や人脈の構築、それに社交界でのスキルを身に付けさせるためだったんだとようやく納得した。学園都市で僕が教えているのは戦闘技術だから、僕の周りにはどうしてもそういう生徒ばかりが集まるんだけど、学園では礼節や純粋な学問、それに社交界を見据えた講義も多岐に亘って開かれている。なんでレンブラント姉妹はこの学園に通っていたんだろうと少し疑問に思っていたんだ。

［点数稼ぎですか。神殿の方も大変なんですね］

　考え事をしつつも、エヴァさんの言葉に一応返事をする。

「一部の特殊な才能の持ち主以外、神殿では血筋と派閥の出世競争に勝たねば未来を閉ざされてしまいますから、皆必死でしょう」

［それに負けるとツィーゲや荒野に飛ばされるんですね、わかります］

　実際、あの辺りの司祭は昼間から飲んだくれているのがスタンダードでした。

「ここにいるような人なら余程の馬鹿をしない限りそこまでの左遷はないでしょうが、再起は無理ですね。リミアにある大神殿まで上り詰めるのが彼らの悲願なんですよ。私からすれば、どこの神殿の誰だろうと大して変わりませんけれど」

［等しく無価値とでも言いたげですね］

「ええ、その通りです。今の私の神様候補は、ライドウさんですから」

［神様候補……是非とも良き隣人程度に格下げしてもらいたいところですね］

　おどけているのか、それとも何割かは本気なのか。恐い事を言う。

　ケリュネオンの奪還、まだ望みは捨てていないようだ。唯一助かるのは、ケリュネオンが距離的に遠いって事。ステラ砦をヒューマンが落としたとしても、まだ結構先だしな。そこだけスポット的に取り返したところで意味がない事はわかっているのか、エヴァさんも今は無茶な事はしていない。

　例の組織との関係も綺麗に絶たれている。元々秘密主義過ぎて人の繋がりが限定的だったのが幸いした。しばらくは刺客とか面倒な事に付き合うのかと思っていたらそんな事はなかった。彼女が末端だったのも良く影響したんだとも思う。

　今はクズノハ商会に何か希望でも見出しているのかよく顔を出す程度。あまり害もない。むしろ色々オススメの本を持ってきてくれる有難い人である。

「ところでライドウさん、学園祭なんですけど。良かったらご一緒しませんか？」

［嬉しいお誘いなんですが、色々と先約がありまして。申し訳ありません］

「もう予定が詰まってましたか。残念。ライドウさんに解説してもらえたら大会も見応えがあると思ったんですけど」

［すみません］

　何故か色んな人から学園祭に誘われる事が多いんだよな。ルトとか、レンブラント姉妹とか、エヴァさんとか。有象無象の女子学生とか。

　折角のお祭りだし、従者を連れてきて皆で見て回りたいから全部断っているものの、悪い気もしてる。

　ジンには結構本気な目で大会を見に来て欲しいと頼まれるし。言われなくても大きな催しみたいだから一応顔は出すつもりだ。これまでの講義の成果を見せたいんだろうか、だとすれば可愛いところがある。

　巴も澪も、祭りと聞いて楽しみにしている様子だった。じっとしていてくれるかは不安だけど、僕が滞在している街での事だ。無茶はしないだろう。

　エヴァさんが買い物を終えて帰って行くのを見て、僕は学園祭まであと何日だったか、指折り確認しながら部屋へと戻った。
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「良かった、神殿は金ピカとかじゃないんだな」

　女神の印象は光り輝く部屋と傲慢、それに尽きる。これまで寄り付きもしなかった神殿の区画に到着して程なく、僕は見えてきた目的の建物が、大きな建築物としての威容はあっても純金製だとかではなかった事に安心する。もしそんなのだったらすぐにでも立ち去りたいところだよ。

　ピカピカーってしてるのはあいつの空間だけでたくさんだ。

「ライドウ様？　どうかなさいましたか？」

　識が、立ち止まって神殿を見上げている僕を案じて振り返る。

「いや女神を奉る神殿にしては普通？　いや荘そう厳ごんな見栄えかな、と」

「女神と言葉を交わしたライドウ様ですと、神の個性と結び付けてお考えになるんですね。私など大きさこそ違えど、どれも同じようなものに見えます」

　確かに。神社や仏閣を神様のイメージと合わせて考えた事は僕もないな。ついでに建築様式を気にした事もない。人によっては狛犬の造形やら手水ちょうずの造りやらを特に楽しむこともあるとは聞いたことがあったけど。

　そうか、神様に実際に接触したからこその感想なのか。途中で横目に見た精霊を祀まつる神殿（と言っていいのか、別の呼び方があるかはわからないけど）はどれも同じようなものに見えたし特に感慨もなかった。

「個性かあ。女神は確か唯一の神であり気高く清せい廉れん、そして全てのヒューマンを寵愛する純潔の母、だったっけ？」

「概ねそのような解釈で間違いございません。他にも勇敢な軍神、学芸の守護神など。万能と信じられておりますので賛辞であればどれも当てはまるかと」

　嘘みたいな言葉だけど……図書館で調べた女神の神としての性格というか、特性というかは本当に識の言ったような感じだった。そして軍神とか、厳しい側面が紹介される時は大体亜人やら魔物やらが酷い目に遭う。

　ここまでやるかと呆れる程に万能な神様像。完全な偶像なら許されるんだろう、でも実在して何かすれば間違いなく矛盾が出るレベルだ。全知全能、故に何もせず、ってね。

　僕の中では既に完全に矛盾している。僕にとっては黒いアレと言われた方が、イメージはいっそう近い。

「万能な唯一神様の神殿と考えれば、うん確かに厳かな気持ちにならなくもない。さて人も増えて来たし筆談に戻すかな」

「立ち止まって眺めていても不審に思われるでしょうし、中に入りましょうか」

　識の先導に従って神殿内部に入る。ひんやりとした空気が顔を撫でていく。空調をしているのか、よくやるなあ。まだ残暑、暑い日が続く事もある。それでもこの世界で空調なんて魔術でやるしかない。

　魔術を使う、つまりは人力だ。入り口開けっ放しの空間でも範囲指定だけで便利に温度を操作出来る反面、ある程度の人員が必要になるし度数まで細かに設定出来るでもない。あくまで術者やそこで過ごす人の感覚頼りになる。

　我が家だと男は父さんと僕だけ、対して女は三人。リビングは夏でもそんなに涼しく感じなかった記憶がある。女性の方が寒がりなのかと、何となく感じた事を思い出す。

　僕がちょうどよく感じるとなると、ここの術者は男性だろうか。

　科学のエアコンが魔術の人力エアコンになったところで、発言力の強い人間に左右される温度難民はいなくならないんだなとしみじみ思う。個人で常時周囲を空調するとなると結構な実力と労力が求められる。仕事と並行してはやれないだろうしな。

「準司祭のシナイ様と約束しておりますクズノハ商会の識と、主のライドウです」

　識が寄ってきた神殿勤めの女性に訪問の理由を伝えている。彼女は白い服を着ていた。でも神殿で着る事が決まっている制服はこれだけじゃないみたいだ。ちらちら見ているだけでも白は統一されているけど意匠は結構パターンがある。

　意外だ。男性と女性で違うくらいであとは同じなのかと思っていた。

　長袖、足首までを覆うような露出の少ない服装を想像していたけど、それも人によって異なる。色以外の規則はないのかな。

「シナイ様と……はい、伺っております。どうぞこちらへ」

　わかるようにしておく。その言葉に嘘はなかったみたいだ。学生のアルバイト巫み女こさんかと思えるぐらいの年齢の若い女性がそのまま案内してくれるらしく、僕らの歩く速度を見ながら先を進む。外から見ても大きかったけど、やはり中も相当な広さがあるようだ。だと言うのに、内部全体に独特な香りが漂っている。これは多分魔術じゃない。大量の香料が撒かれているんだろう。学園でもサロンみたいなところだと香料を使っているから馴染みはある。少し散布範囲の桁が違うようだけどね。

　歩くうちに大勢の白い人達とすれ違う。見るたびに違う服装を目にするような。まさか全部違うとか、そんな事はないよな？

　識を手で招き寄せて小さく耳打ちする。前を歩く人と筆談とか面倒だからな。識は僕から言われた内容を彼女に尋ねてくれるようだ。

「失礼。こちらにお勤めの方は皆衣服に拘っておいでなのですね。皆さん非常に凝った意匠の服を着こなしておられて驚きました」

「あら、そうですか？　あ、クズノハ商会様は確か、ツィーゲから学園都市に出てこられたんでしたね。それでしたら驚かれるかもしれません。この地では礼装や正装以外の常時着用する服については色以外の指定はなく、皆思い思いの意匠を施しています。決まった服装でお仕えするよりも、各々に似合った服装でご奉仕した方が良いだろうという考えなのです」

　何だかなあ。同じ制服だと素材の差が引き立つのは確かだけど、ここの人らはそんな事気にするレベルじゃないだろうし。それに皆バラバラってのは違和感があるな。

　似合った服でご奉仕とか、他意はないんだろうけど何かヤダ。

　聞いたのは僕だけどさ。識に小さく頷いて合図する。意図を察してくれた識はその後も何気ない世間話を繋げながら会話を終わりにしてくれる。

　ん、目的の場所は地下か。地下フロアなんてあるんだな。どうも店の地下施設を想像するせいもあって良いイメージはない。

　香りの種類も変わった。最初の時に疑ったけど、特に悪い作用のある香料でもなさそう。フロアや部屋で、ある程度の種類があるのかもしれないな。

「こちらでシナイ準司祭がお待ちです。それでは私はこれで失礼します」

「ありがとうございます」

［ありがとうございます］

　僕と識に待つように言うと、左手先に見える比較的大きな扉の前で彼女は何事か小声で呟く。短いやりとりがあって扉が開き、彼女が戻ってきた。そしてシナイさんがそこにいる事を伝えてくれると頭を下げて通り過ぎていった。客人に対してだからだろうと思うけど、終始にこやかで好感の持てる子だった。

　ここまでの道中でも、内部の人から妙な視線は感じなかった。よく訓練されていると言うべきか。これまでで一番キツイ視線が向けられるのを覚悟していただけに少し拍子抜けした感もある。

「クズノハ商会の者です。失礼致します」

「入りなさい」

　僕は無言で識の後に続く。一通りの挨拶のあとで僕も続けばいいだろう。話せないしね。

　中にいるのは、シナイさんと、他にも二、三……五人程いる。広さは八畳、もう少しあるかな。地下だから余計にそう感じるのか薄暗い室内だ。

「よく来てくれたライドウ殿。そちらが錬金術師かな、名は識殿で良かったか」

［はい、シナイ様。彼は私が一番頼りにしている従業員で側近の一人、識です。今回おねが］

「今日は神殿への技術公開を申し出てくれて感謝している。君達への感謝を少しでも示したくてな。上司に報告したところ、一言お言葉を下さるという事になった。まだこちらに来られて間もないが、当地の信仰を纏める司教様が直々にこの場に見えている」

　司教。ああ、暗殺された奴の後釜か。シナイさんが立っている場所から考えると、他の四人は下っ端みたいなんだよな。となるとあれがそうか。

　髪が長い。顔は何やら頭に載っけたフードのような物で隠れているけど、女の人？

　そうか、女神を信仰しているんだから偉い人に女性がいても不思議じゃない。スタイルを窺おうにも随分と余裕のある、ダブついた露出の少ない服装をしているから本当は長髪の男性なのかもしれない。喋れば見当もつくかな。

　それにシナイさんが人の言葉を遮ったのも気になる。まさか僕が自発的に申し出たって報告しているのか？　うちに来たのも誰かの指示っぽかったけど……。

［身に余る光栄であります］

　正しい所作かはわからなかったけど膝を突いて頭を下げる。識もそれに倣う。だけど識の場合、僕がそうしたから同じ動作をしただけかもしれない。あとでどう振舞うべきだったか確認しておこう。

「まだ小さな店でありながら非凡な薬を扱っていると聞きます。そしてその幾つかを明らかにしてくれるとのこと。その信仰に感謝します。神殿は貴方の店への妄言を打ち払うと約束しましょう」

　ハスキーボイス、しかも艶のある大人の女性の声。煙草やお酒を嗜たしなむイメージを抱いた。心地よく体に響く。司教は女性か。

［ご配慮感謝します］

「聞けば言葉を呪病に奪われたとか。そちらも我々が尽力して解決策を講じましょう。どこまで力になれるかわかりませんから、安心なさいとは申せませんが」

　頼んでもいないのに、随分と親切な。言葉通りに受け取っていいものか、悩むところだな。

「司教様、お時間が」

「ん、そうですか。それではライドウ、またお会いしましょう。後はシナイ、任せましたよ」

「わかりました。貴重なお時間を割いて頂きありがとうございます」

　黙していた四人の内一人がそっと司教さんに近付いて言葉を放つ。まあ、忙しいんだろうな。

　僕に一声掛けると司教は出て行った。シナイさんは九十度近く頭を下げている。しまった頭下げ忘れた。

「感心しないな、ライドウ殿。司教様には最大の敬意を払わなければならない。まだ着任されたばかりとはいえ、だからといって彼かの方への無礼が許されるものではない」

［田舎者でして。無作法をお詫びします］

「……。まあ、よい。それで今日は君の店の薬の製法を示してもらう訳だが、用意は当然してきているね」

［勿論です］

　識が僕の言葉を聞いて前に出る。彼は今日製薬に使う材料、それに道具を一式持ってきている。大きな道具を扱う製法ではないからこそ出来る事だ。

「なるほど、そちらの術師殿が全て用意済みか。それなら話は早い。正直私には製薬知識はない。ライドウ殿にはこちらで幾つか話をさせてもらいたい。なに、世間話のようなものだよ」

　おっと。これは少し予想外だったな。てっきり僕も解説の手伝いでもするものなのかと。

［わかりました。私などでよろしければ］

「ではこちらの椅子を使ってくれ。術師殿はそちらの者達と、そこに用意した机で製薬を解説付きで見せてやって欲しい」

「承りました。それでは皆様こちらへどうぞ」

　識が幾つかの製薬道具が置かれた大きな机に近付いて、その上に荷物を広げた。用意してきた薬の材料を一つ一つ説明していくところから丁寧にやるようだ。あの分なら、製薬終了まで一時間かかるかどうかといった感じかな。

　製薬作業に入った従者の様子を横目で確認して僕もシナイさんの向かいに座る。間にある小さな丸机には何も載っていない。お茶くらい出してくれてもいいのに。僕は一応善意の協力者なんだけど？

「さて、ライドウ殿。こうして落ち着いて話すのは初めてになるな。私は前も名乗ったが準司祭のシナイだ。よろしく頼む」

［商人ギルド所属、クズノハ商会のライドウです。神殿の方と知り合えて嬉しいです。以後お見知り置き頂けましたらお力になれる事もあろうかと思っております］

「ふふふ、どこまで本心か。だが商人と神の僕しもべ、間柄を考えれば初対面などこんなものだな。まだ随分とお若いようだが商売を始めてからはどれ程になる？」

［まだ三年経ちません。駆け出しの新米ですね］

　嘘は言ってない。三日だろうと二年だろうと三年経ってないんだしね。

「それでもう既に二つの街に店を持つか。相当な強運か、それともどこか大きな後ろ盾があるのかな？」

［後ろ盾ではありませんが、ツィーゲのレンブラント商会にはよくして頂いております］

「レンブラント……。ほお、あの」

　シナイさんは何か考え込むようにレンブラントの名を呟く。知り合いではなさそうだけど、何かしらの事前情報は得ているのかも。

［お知り会いですか？　彼は伝手のなかった私に軒先を貸してくれたばかりか、商売のイロハも教えてくれた恩人なのですよ］

「彼がか。どうも、我々の知るレンブラント氏の印象とは少し異なるようだな。彼がもう少し協力的であれば彼の地での布教も、また先に広がる荒野への展望も拓ひらけるんだがね」

　そういう事か。レンブラントさんは奥さんと娘さんの一件以来、殆ど神殿にも行っていないようだからな。

　恐らく最初は女神を頼ったんだろうが、駄目だったんだ。それで自力で解決しようとして、僕と会った時には諦めかけていた。あの一件の前と同じ信仰を彼に求めるのは無茶だろう。だって実際に彼を救ったのは彼自身がギルドに出した依頼がきっかけなんだから。

［私は荒野の出身で、神殿の教えやレンブラント氏と神殿の関係までは考えが及びませんが。少なくとも私には、彼は誠実に対応してくれました。今でも氏には感謝の念が絶えません］

「立場が違えばそういうものなのかもな。しかし、よくわかった。レンブラント氏のご息女二人が学園で君に厄介になっているのはそんな背景もあってか」

　あれ、何か色々調査されている？　学園で臨時講師をしている事は把握されているのか。それに講義を受けている生徒も。

　荒野の出身だという事も多分知っているんだろうな。

［はい、氏からはそれとなく娘の事を気に掛けてやって欲しいと頼まれています］

　下手に追及しなくてもこの人は多分自分から話すだろう。そう考えて娘に講義をしている事にだけ触れる。

「娘想いな父親か。少し彼への印象も改めるべきだな。部下から報告される言葉だけだとレンブラント氏は信仰心の薄い守しゅ銭せん奴どのようにしか思えなかった。全く、怠けず様々な立場の者から話を聞かねば多くの誤解を生む、その良い例になってしまったな」

　反省しなければ、と頭をかくシナイさん。所々高慢さも見えるけど、根は純粋なのかもな。何となくエリートっぽさを感じる。エヴァさんの言葉にもあったけど、学園都市の神殿関係者はそれなりの出世街道を進んでいるらしいから遠からず、かな。

　その後も何かと根堀り葉掘り聞かれながら、識が二度製薬を実演して仕事を終えるまで、僕は自身のというより『ライドウ』の経歴を彼に説明していくのだった。
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　真と識が帰った後──。

　製薬器材を片付ける二人をよそに、残る二人とシナイは隣の部屋に入った。

　先ほど「お時間が」と司教を促した女性が扉を閉める。室内には司教その人と数人のヒューマンが着席して彼らを待っていた。

「帰ったの？」

　司教が口を開く。真に話した時と同じく、色気のある掠れた声。

「先程神殿を出ました。一応、足取りを確認させています」

「そう。無駄な事をしたわね」

「？」

「無駄だと言ったの。貴方はクズノハ商会を利用するつもりでいるのかもしれないけど、もしかしたらとんでもない相手かもしれない。今後は慎重に、私に了承を取ってから動きなさい」

「……どういう事でしょうか？　聞き取りの様子も特に問題ないものだったと思いますが」

　シナイは司教の難しい表情に困惑する。彼にしてみれば、今日の話の内容も彼らの態度も好意的に見えた。友好的な協力者になり得ると考えていた。

「教えてあげて」

　一つ溜息をついて赤い髪の司教は気だるそうに肘を突くと、短く呟いた。司教の名に似合わない仕草。真と対した時と同じ声色ながら、その振舞いはまるで違った。

　司教の言葉に促されて、控えていた一人が口を開く。

「彼らの思考と魔力、それに干渉する存在がいないか詳細に調べました。識という従業員については多少の事がわかりました。しかし主のライドウについてはまるでわかりませんでした」

「どういう事です？　思考窃せっ視しと魔力調査が失敗したのですか？」

「……。まず識ですが、少なくとも宮廷筆頭クラスの魔術師数人を超える魔力量を確認しました。思考は対策されていたのか読めません。ライドウについては思考どころか魔力自体も計測出来ませんでした」

　何も分からなかったに近い報告だった。シナイはそんな馬鹿なと狼狽する。望めばどこの国ででも重ちょう用ようされる力量を持つ魔術師が、吹けば飛ぶような規模の店で子供に仕えて従業員をしているなど、誰が想像するのかと叫びたくなる気持ちを彼は抱く。

　それに神殿が誇る思考窃視が通用しないばかりか魔力を測れないなど、悪夢にしか思えない言葉だ。

「馬鹿な、まさかライドウは識をも超える程の魔力を持っているとでも……」

「どうかしらね。普通に考えるなら、頼りになる側近だというならライドウは識よりも弱いかもしれない。でも裏をかいてライドウが強い可能性もある。少なくとも識については学園で臨時講師をしているライドウの側近で桁外れの魔術師って事ね。それとライドウの魔力だけどね、まるでわからないのよ。測りきれないんじゃないの。彼の周りだけ塗り潰したみたいに全く魔力を感じないんだそうよ」

　司教の言葉に調査を担当した者が重く頷いた。シナイは信じられない事の連続に混乱する。

「つまり魔力と思考を隠蔽していた訳ですか」

「そういう事になるわね。そんな事を何気なくしている連中よ？　下働きの者に尾行出来る訳ないでしょう？　だから無駄だって言ったの。製薬についても怪しいものね。一体どうなったのか、報告をくれる？」

　シナイの頭越しに、製薬風景を一から十まで見ていた二人に司教の言葉が投げられる。

「……はっきり申しまして、素晴らしい製法でした。手順は整然としていて説明も明朗、使う材料も手に入らぬようなものはございません」

「へぇ。それは意外。では貴方達にも作れるのね？」

「恐らくは。識殿は製法に一切の隠蔽なく全てを明らかにしてくれたと思います。しかし」

　言い難そうに、しかしと言葉を繋ぐ男。司教は促すでもなく彼の口が開かれるのを待った。

「値段につきましてはクズノハ商会を大きく上回る事になるかと思われます」

「……成功率？」

「それもございます。クズノハ商会では失敗は殆どないそうなのですが、我々の技量では五割までが精々かと思われます。彼らは荒野で得られる材料を二種用いておりますがそれもこの近場で代用出来る物を教えて頂き、実際に製薬も行ってもらいました。鑑定の結果、事前に手に入れて置いた薬と相違ないものが出来ていて嘘もありませんでした」

「親切な事ねえ。で？　それもって事は他にも理由があるのね。言いなさい」

「原価でございます」

「原価？　材料費の事？」

「それに更に成功率を高めるための実力ある術師を雇う人件費もですが、今回の場合その部分はあまり問題ではありません。識殿から持ち込まれた材料を市場などで仕入れるとなると、それだけでクズノハ商会の薬の値段を凄まじく大きく超えてしまいます。荒野から取り寄せるにしても、代用として紹介して頂いた二種の薬草を取り寄せるにしても、間に冒険者への依頼が間違いなくなされる事になり危険手当も原料費に入ってしまい、原材料を揃えるだけで既にクズノハ商会で売られている薬の完成品が数十個手に入る値段になってしまいます。神殿で作って各地で売り出すのならば値段は百倍にでもしなければ利益は出ません。もし今後彼らが地方に店舗を広げた場合、神殿への信用に悪影響を与える恐れさえあるかもしれません」

「百倍、だと？　馬鹿な、実際にクズノハ商会ではその値で売られているのだろう？」

「彼らは全ての材料を自分達で採取調達していて市場を通さずに入手しています。流通には自信があると申しておりましたし、信じられない事ですが、商品として扱っている以上、あの値で利益を出しているのでしょう」

「ありえない……」

　シナイが会話に割って入る。それでは他の高価な薬と対して変わらない。いくら効果があろうと、驚く者がいない値段になってしまう。

「やっぱりね。つまりライドウは無垢な子供を装ったナニカ、と見て間違いないわ。気軽に利用している内に喉元には冷たい刃が、なんて事になるかもしれない。今日は同席して良かったわね」

「司教様……」

「シナイも目のつけどころは悪くなかったと思うわ。でも、しばらく干渉は止めておきなさい。それと、他の派閥に情報を流すのもね。接し方によっては今後私達の切り札の一枚になる可能性もあるわ。亜人ばかりを雇用する変わり者のヒューマン、か。皆にそれとなく伝えておきなさい。クズノハ商会の名前を聞いたら、少しだけ耳を傾けなさいってね。当面、少なくとも他の司教やリミアの連中がこの街を離れるまでは私達の彼らへの関心を悟られないようお願いね。それから値段はとりあえず考えなくていいから傷薬については百程作って見て頂戴。何もここで無理に彼らに張り合って売らなくても、利用価値はありそうな品だしね。同志がいる別の街でなら。戦争の前線なら。場所を変えるだけで扱いようは幾らでも見出せそう」

『はい』

　準司祭を含めた全ての者が、女司教の言葉に神妙な顔で頷いた。





　　　　◇◆◇◆◇






　そっと、耳を澄ます。

　聞こえてくる、あまり控えめではない声量の会話。

　この時間、店に来るお客さんは多くない。有難い事に殆どの商品が売り切れるからだ。少し離れた裏通りの娼館に勤める遅番のお姉さんが、栄養ドリンクを買いにくる程度か。最早常連になった彼女達の代表に取り置いた十数本のドリンクを渡すのは定番の光景でもある。武器の修繕を受ける事もあるけど、受け渡しは明るい時間が多い。飛び込みのお客さんには申し訳ないけれど、辺りが暗くなり出す時間にウチの店にあるのは風邪薬か栄養ドリンクくらい。早くお前達も人気になるんだよ。

　何が言いたいか、サボりやすい時間だって事だ。

　通用口から戻って店内を窺うと、案の定ちっこい森鬼と話好きの若いエルドワが誰かとしゃべっている。全く、店員がお客様相手とは言えそんな大声でお喋りしてるんじゃないよ。反省の「は」の字も見えないな、あいつは。

　呆れた表情でエリス達の様子を見ていたアクアが、会計のテーブルからふと後ろを向く。つまり僕と識を見つける。一瞬大きく目を見開き、それから手で口を押さえる。サボっているやつを止めなかったのはよくないけど、アクア自身はサボっていた訳ではない。まあノットギルティとしよう。

　手招きして彼女をこちらに呼ぶ。

「ただいま。随分と楽しそうだね」

「我々が不在の時はいつもこうなのか、アクア」

　識も普段より声が低い。勿論小声だから、ではない。

「お、おかえりなさいませ……」

「お客様は……ってジン達か。あいつらもまあ、暇人だな」

「弛んでいますなあ。少し引き締めてやりますか、学園祭に出られなくなるかもしれませんが」

　目を細める助手、識。流石にそこまでは酷だ。それに乗せられて、調子良く話しているうちの従業員が一番の問題な訳だし。

　アクアは比較的まともで会話に参加しなかったのか、それとも偶然そうだったのか。視線の泳ぎ方から察すると怪しい。

「識、それはやりすぎ。でアクア、いつからあの様ざま？」

「え、ええと、ついさきほ」

「正直に答えると、真面目に働いてくれているご褒美にバナナの新メニューを味見出来るんだけど」

「二時間くらい前です。今日は早めにフルーツが出てしまいまして、傷薬と解毒薬もその頃には在庫がなくなって手が空きましたので」

　僕らが出て行ってそんなに経ってない時間からか。何という……。これで巷ちまたでは接客や技術を褒められているのだから、余計に調子に乗る。見る人が見たら店の評判が下がるでしょうが阿呆店員に悪質な常連め。

　そして何という自白効果。目がキラキラしてるよアクア。

　エリス、そして若きエルドワよ。残念だ、君達には罰が必要だね。未だに気がついてないし。

　代わりに一人カウンターに出てもらい、ご褒美を待つワンコ、いやアクアを連れて僕らは厨房に行く。厨房とは名ばかりで簡単な設備しかないんだけど、本格的に料理をするのでなければこれで結構事足りる。

「識、アレは冷やしてある？」

「はい、こちらに」

　識が奥の保冷庫から白い液体の入った瓶と一ひと房ふさのバナナ。それに琥珀色の物体が入った小瓶を持ってきてくれた。流石は識さん、新メニューと聞いて何を作るのかわかったらしい。巴と澪、それに識とコモエちゃんには味見してもらっているからな。

　やはりバナナ、一番お気に入りになったのはコモエちゃんだった。

　アクアはキラキラを通り越して爛々とした目で動向を見つめている。手元に物凄い視線を感じる。

　まあ大した物を作る訳じゃない。ただバナナをカットして潰して混ぜるだけ。

　琥珀色のは蜜。樹木から取れる蜜で亜空産じゃなく普通にこの辺りで流通している品。メープルシロップのように独特な風味がついていて、甘味を足すというよりも風味をつけるのが目的。これを少量混ぜる。

　白い液体はミルク。こっちは亜空産。濃いめ。牛乳、のはずなんだけどやたらと濃くて美味い。直接飲んでお腹が大丈夫なのか不安だったけど、死ぬ事はないだろうと飲んで以来、特に健康に問題はない。他の皆も問題なく受け入れられたようで、亜空でも市民権を獲得している。

　もしかして牧場の牛乳だったら日本でもこの味なんだろうか。だとしたら売ってるあれって一体……。

　それはさておき、出来上がったのはバナナミルク。

　その黄みがかった白い液体を三つのグラスに注ぐ。識はうんうんと頷いている。アクアは息を呑んで、注がれる様子を見ていた。

「はい、どうぞ」

　識とアクアにグラスを差し出す。二人が手に取ったのを確認して僕が自分の分を口に運ぶ。一口。濃厚なバナナの甘みに加え、シロップの淡い香りが口に広がる。最後によく冷えたミルクが生クリームに近い十分過ぎるコクを残してくれる。全体的にトロミがある、デザートともいえる一品。僕もたまに飲むなら大好きだ。僕が一口飲んだのを確認して識も続いて口に運ぶ。そしてその後に両手で大事にグラスを持ったアクアがバナナミルクを口にする。

　識は一度飲んでいるので味を確認してにこやかに、本当によい笑顔で一気飲みした。この甘味王子め。

　アクアは一口飲んで全身を震わせた。雷に打たれたような、とでも形容しようか。実際見たことはないんだけど。

　その後は一気にいくかと思えば、一口、また一口とビクビクしながら飲んでいく。ホント、好きなんだなあ。思わず苦笑いしてしまう。

「は、ああ、いっそ溺れたい……」

　じっくりと味わって飲み干したアクアが、半開きの両目と口、そして頬を染めて感想を述べる。美味しいとか通り過ぎた言葉なのが何ともまた。

　妄想しているのはバナナミルク風呂か？　僕なら絶対御免だな。恍惚とした顔で言われても一切頷けない。

「よいお味でした」

「喜んでもらえて良かったよ。それじゃ、お説教に行きますかね。ん、どうしたのアクア？」

「……」

　じっと見る先には、ああ、僕が一口だけ飲んだグラス。

　飲みたいんだな。ただ見ているだけなのに全てが察せる。

「アクア、それもあげるから。とりあえずおいで」

「は、はい！」

　骨をくわえたワンコ、いやグラスを抱いたアクアを連れて店内へ。

「凄え！　それじゃあエリスさんはアオトカゲさんにも勝てるんですか!?」

















「当然。それくらい出来なきゃここの店員は務まらない。夜遅くてもここは安全、だって私がいるから」

「流石です！　それに移動しながらの詠唱もこの間見せてくれましたよね、あんな風に斥候みたいに跳び回りながらどうやって詠唱するんですか？」

「あれも基本。詠唱は共通語よりも魔術専用の古語なんかから自分に合うのをまず選ぶ。それから術の詠唱を分割して素早く完成させるだけ」

「うーん、やっぱり共通語での詠唱は中堅以上に行くには難しいのかなあ。だからこそあの詠唱を身に付ければ僕の次の切り札にも出来そうだけど……」

「切り札は隠す。若から教えてもらったはず。奥の手は殺す相手にしか見せないのが基本。ちなみに若と識様は殺せないから見せても大丈夫、あれは別格」

「でもボク尊敬しちゃうな、あのアオトカゲ君に勝てるなんて。あんな綺麗な鱗のリザードマン、一体どこで戦ったんですかぁ？」

「ん、彼らは荒野の奥地に棲んでいた。今は若が修練の時に戦わせてくれる」

「荒野の奥地、へぇ、そうなんですか。水と風、二つの属性を持つかなり高位の魔物なんですよね？」

「当然、だって彼らミス──!?」

『っ!?』

　お馬鹿。

　エリスは本当にお馬鹿だ。どこまで天狗になる気なのか。すっかり真面目になったモンドを見習って、少しは自分を省みなさい。

　上手に乗せられて情報をぺらぺらと。亜空の事までは口にしてないけど、本当に危ないな。脅威にもならない子供とはいえ、情報は拡散するものなんだから気を付けないと。

　会計のテーブルで僕とアクアが様子を見守る中、話に夢中になっていたエリスがまずい事まで話し出そうとしたところで識が介入。

　猫を抓つまみあげるように、エリスの特徴的なパーカーの首後ろの部分を持ち上げる。彼女は体格通り軽いが、それでも楽に片手で持ち上げられるかと言えばそうでもない。識が意外な力持ちだと学生も学んだだろう。いや今日は、「識も怒ると怖いよ」と学ぶ日かな。

　エルドワの方も数名の学生相手に武器談義をしていたけど、こちらは特に問題になる内容はなかった。内容は、ね。彼の説教はエルドワの職人さんと長老に任せよう。正直、僕より遥かに厳しいから合掌する結果になるだろう。

「エリス、随分と偉くなりましたねえ？　いつから人に物を教えるだけの技術を修めたなどという驕りを持つようになったのか。少々お話が要りますね？」

「し、識様!?　あっ、ま、若も!?」

「ま」ってエリス。真って言っちゃう感じだったか？　かなり挙動不審になっているな。

［ふう、頑張るはずのエリス、何をしているの？］

「は、謀はかったなアクアぁ……ああ!?　何を飲んでる!?」

　謀ったなってお前……。

　それに識に持ち上げられて僕がいる事にも気付いたのに、それでもアクアの飲み物に注意が向くかね。これまた犬か猫のように鼻がひくついている。

「……バナナミルク。ご褒美だ」

「やっぱり！　バナナの匂いがした！　アクアは親友だと思っていたのにまさか食べ物で友情が裂かれるだなんて心外、これからは仇同士か」

「……あとで半分あげる。若様に許してもらえたらね」

「アクア、私達はやっぱり死線を共に乗り越えた親友。若、エリスは心を取り替えた。大丈夫、もう忠誠は揺るがない、そして調子にも乗らない。だから今回はお奉行様の慈悲が是非欲しい」

　識が重苦しい溜息を漏らす。心は取り替え可能なのかこいつは。何て頼りにならない忠誠なんだ。

［つい数日前死ぬまで忠誠を尽くすとか何とか言ってもらったばかりだけど？］

「……」

［もう一回キャンプに戻るか。コモエちゃんに会ってくる？］

「！？！？！？　それは駄目、姫成分はもう十分足りてる。しばらくは会わなくても平気、元気。そ、そうだ。死後も忠誠を誓う。うん、これで大丈夫」

［死後って、随分思い切るな。アンデッドにでもなる気か？］

「そう、夏は快適のひんやりを提供出来る」

　あ、頭が悪くなってくる。恐るべしエリス、状態異常には耐性がある僕をここまで疲れさせるとは。

　師匠のモンドを呼んでお説教を交代してもらうか。当面は識に怒ってもらうとして、もうどう怒ればよいのかわからなくなってきた。

［識、後は任せる。戻る。それからジン、他の奴もそうだがカンニングしたいならもう講義は来なくていいぞ。実に色々と馬鹿らしい］

　ったく。

　ただでさえ神殿では妙な視線に変な干渉、シナイさんには尾行までつけられて帰ってきたと言うのに。まあ、僕は今、界を気配を察するんじゃなく周囲の魔力を隠すために使っているから識に店に入る時に教えてもらったんだけどさ。

　それまでは全く気付かなかった。

「さて、ではエリス。そして皆さん。随分と時間があるようですから、今日は少し鍛えてあげましょう。ええ、たまには厳しく」

　誰の返事も待たずして店内から複数の人の気配が消えた。一気に様子が変われば、今の僕でも背中越しだろうと状況はわかる。

　アクア、バナナミルクを分ける気だったようだけど、識の扱しごきが終わるまで我慢が続くかな。まあ飲んでしまったとしても彼女を責められないな。相当気に入っていたみたいだから。




　僕はどうしようか、亜空にでも戻ろうかな。

　ん？

「それは、注文かい？」

　話を切り上げたエルドワの店員が店のバッグに商品を詰めて出るところだった。

「はい。今日中にとお願いされておりますので行って参ります」

　たまには僕もお得意様に顔を出しておくかな。

「いいよ。それは僕が行くから」

「ええ!?」

「たまにはね。君は他の仕事をやってくれ」

　今まさに出ようとしていたエルドワの仕事を一つ代行する。

　言ったことは事実だし、それにこれから亜空で長老からお説教を受けるであろう彼へのささやかな援助でもある。

　幸い彼から受け取った配達先はどれも僕が知っている場所だった。

　普段よりも人が多く混雑した通りを、さほど急ぐでもなくそれぞれ回っていった。

　店員ではなく店主がいきなり配達の品を持ってきたという事で、相手様を混乱させながらも思わぬ長居をしたりとアクシデントもあったけど今日は夜の用事もない。

　最後の配達先を後にしたのは辺りが真っ暗になってからだった。

「されど通りには未だ人の波が消えることなく……か」

　少し呆れながら帰路につく。

　そして、気付いた。

　複数の視線と殺気。

　人ごみからも、建物の影からも感じる。結構な数だ。

　ここは……ゴテツの裏辺りだな。

　あまり面倒を起こしたくない場所だ。

　多分、今日まではなかった気配だと思うんだけど……。

　んー、もうすぐレンブラントさんもロッツガルドにいらっしゃるし、厄介事はすぐ解決するに限るか。

　僕はわざと人の少ない通りを選び、昼でも滅多に人が来ない通りにたどり着く。

　スラムとの境辺りの場所だった。

　界を魔力の隠蔽から周囲の把握に移行する。

　あれ？

　敵意はあれど力は未熟な気配が一つ。学生か？

　迷い込むにしても無理があるぞ。

　殺気と敵意は膨らみつつある。仕方ない。

［学園生がいるような場所ではないと思うがね］

　これが襲撃のきっかけになるのは覚悟の上で、転移でその人物の側に移動すると筆談で語りかけた。男子か。なおさらあとを尾けられる覚えがないんだけどな。

　てっきりふざけた告白を断った腹いせか何かで仕返しをする気だったのかと思ってた。

「っ!?　ライドウ!?」

　おや、名前は知ってるらしい。

　講義で見た顔でもない、はず。

［私を知っているのか。まあいい。少し騒がしくなる。静かにしていてくれ］

「お前、俺の事を──」

　きた。

　十を超える気配が一斉に僕めがけて行動を開始した。

　四方八方から、建物の壁を跳ねたり上から飛びかかってきたり、地を駆けてきたり。

　その中の一つに見知った気配があった。

　なるほど、あの時のあいつか。

　夜の闇に黒い格好は厄介だ。

　が、それは普通の場合。

　界がある僕にはそれほど関係ない。

　範囲を絞り精密に、相手の数を確認する。十四。

　まだ一番近い間合いにいる奴で六メートル以上ある。

　詠唱はいらない。

　全部をまとめてロックオン、いやあいつだけは外しておく。

　左手で改良を加えたブリッド。それを複数を対象にセットする。

　学園生の坊やには右手で障壁を施す。

［すぐに済む。動くなよ］

「誰が貴様の言うことなど！」

　げ、学生。

　障壁の内側から攻撃を仕掛けやがった。

　天邪鬼あまのじゃくな子なのか。なんて面倒くさい。

　まあ、状況が変わるわけじゃない。ブリッドを発動させる。

　僕の手から放たれた光の矢が十三に枝分かれして襲撃者をまとめて貫いていく。

　直前に障壁を張った奴もいたけど、薄氷みたく砕け散ってしまっていた。

「ひっ……」

　学生が障壁の中で悲鳴を上げた。

　これでびびって大人しくなってくれるなら実にありがたい。

　見覚えのあるあいつは、今の攻撃で怯むかとも思ったけど、狂気を目に宿して自慢の剣を片手に突っ込んでくる。なかなかのスピードだけど、知れてる。

「っっ！」

［この間は忙しかったから見逃してやったというのに、復讐か？　剣が自慢の暗殺者］

　学園の試験で僕と他の冒険者の妨害をした暗殺者。

　襲撃者の一人は彼だった。

「ライドウゥゥ！　俺は一度受けた依頼は必ず果たすタチでなぁ！」

［それだけにしては随分と危険な目の光だな］

　明らかに正気を失った、爛々とした瞳が僕だけを見ている。

　突き出された剣が僕に防がれて見えない壁に阻まれているにもかかわらず退く様子も見えない。

　……前に会った時より二割増しで強くなってるけど、二倍増しで馬鹿になってるな。

　そういえば剣、直ってるな。

「ブライト先生はもういないってのに、ったく、律儀なのか粘着質なのか……」

　思わず、この場では僕にしかわからない言葉でぼやく。

　こいつの依頼主がブライト先生だったのはもう、識達の調査でわかってる。

　てっきり終わった事件だと思っていた。

「顔色どころか表情一つ変えずに十を超える人を殺す貴様に、目の光など指摘されたくないわ!!」

　押し込んでくる暗殺者。

［何者の素材を使ったどれほどの業物を使おうと、それでお前が何になれるというものでもないだろうに。間違えたプライドとでも言えばいいのか。哀れだ］

「ひゃ、ひゃひひ！　上位竜御剣の鱗は最高峰の武具の素材だ！　その中でも至上の逆げき鱗りんを用いたこの剣は俺の誇りそのもの!!　この世でこれ以上の暗殺剣などないぃぃ!!」

［暗殺剣。奴の逆鱗もつまらんものに使われている。まあ、あの性格の悪そうなランサーの逆鱗なら暗殺用に鍛えられるのは最適と言えるかもしれないか］

　この間会って戦ったばかりのランサーを思い出す。

　どんな状況かわからないけど、あいつ逆鱗を誰かに剥そがれた事あるんだな。

　なんか笑える。

「何が、おかしい!!　死ね、死ね、死ねぇ!!」

　刺突を中心にした剣の乱舞が僕の前で虚しく披露される。

　叫ぶ男の口元に泡が見える。こいつ、薬も使ってるのか。

　本当に哀れな。折角拾った命だったのに。

［無駄に苦しめただけだったか。悪かった、終わりにしよう］

　言って、彼を前のように捕縛する、ふりをした。

「っ！　同じ手などっ」

　当然、気付いた男が僕から距離を取る。

　おそらく彼にとっても何か手があるのだろう中距離。

　さほど広くない路地とはいえ、周囲の建物の壁を利用して、器用に三角飛びの要領で空を駆ける暗殺者。

　そして攻撃に移ろうとし、僕を見て、驚愕の表情を浮かべた。

　彼がその行動に費やした一秒か、それとも二秒か。

　僕の方はもう、弓を構えていた。

　照準は既に定まっている。

「馬鹿な……」

　射線に己がいることを一瞬で感じたのか、辛うじてそれだけを呟くと。

　上位竜を素材とする細身の剣を持った暗殺者はこの世から消えた。

　ブライト先生絡みの事件は多分これで本当におしまいだろう。

　エヴァさんとルリアに危害が加わる危険性も相当減ったんじゃないだろうか。

　狙われていたのが僕で本当に良かったな。

「……っ……っ」

　あ。

　学生の存在を失念してた。

　識、は今エリス達に説教中か。

　じゃあ、ちょっと雑になるけど僕がやるか。

　力技で。

　障壁を解き、腰が抜けているのか殆ど動かない彼に近づくと頭の両脇に手のひらを当てる。

「お、おま……俺がイル、イルムガ」

［忘れろ］

　一応識にやり方を教えてもらったパターンで頭に魔力を叩き込む。

　数時間ほどの記憶を曖昧にさせられる、らしい魔術。

　とりあえず識がやってたみたいに白目剥いてぶっ倒れてはくれた。

　多分成功だろう。

　ちょっとしたアクシデントだったけど、これでまあ心配事も一つ減った事だし、今日はもう亜空に帰ろうかな。
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「お帰りなさいませ、若。丁度連絡をつけようと思っていたところです。実に間がよい」

「巴。こんな時間から亜空にいるなんて珍しいね。調査は順調？」

　いつもは夕食に滑り込みで帰ってくることが多い巴。その彼女が随分早くに亜空に戻ってきている事に驚く。

　巴は僕が命じた任務をこなした後、確か亜空の気候に四季をもたらすとか何とか言って朝から晩まで世界中をぶらついている。以前に一度見送った世界地図が欲しいと頼まれて許可したのを覚えている。

　毎日毎日飛び回っている割に、あいつは亜空の案件や和食再現も順調に進めている。脱帽ものの働きぶりだ。こいつ一人一緒にいてくれたら現代でも起業とかやれてしまいそうな有能さ。感謝の意味もあって地図の購入を決めた。確かに高い買い物だけど、いつか必要になる気もしたからそれ程悩まなかった。ちなみに冗談抜きで家より高かった。

「さて、その事です。かなりの有力候補を一つ見つけたのです。行動を起こすのは明日からのお祭りが終わったあとで構わないのですが若の許可を頂きたく」

　学園祭か。話をしたら澪だけじゃなく、巴もかなり食いついてきたんだよね。結局全員で楽しもうって事になった。亜空もこの一週間は休日にした。休みと言っても、結局は皆いつも通りに近い生活をする事になるでしょうとエマは苦笑していたな。実に勤勉な人達だ。家族サービスとかすればよいって言っておいたけど、どうなる事やら。

「有力候補ね。行動って具体的にはどうするの？　僕が行って門を作って戻ってくるだけなら今からでもいいよ？」

　それほどの手間でもない。実際これまで痕跡を残した門からも侵入者なんていないし、仮に巴達が梃て子こ摺ずる相手がいたとしても僕が亜空に戻って対処すればよいだけだ。

「……若。確かに若はご自身の努力で力を身に付けられました。自信になさるのも結構ですが、過信は禁物です。一寸先は闇とも申します」

「自惚うぬぼれる気はないけど、巴達も認めてくれたんだ。自信にもなるよ。何、そんなに危険な場所なの？」

　過信って程でもないと思うんだけど。大体女神がいきなり攻め込んでくるような状況でもない限り、亜空は防衛態勢も整っているのに。

「完全に魔族の支配領域の中、ヒューマンがもし順調に戦争に勝ち進んだとしてもあと数年はかかる場所です」

「……」

　ナンダッテ？

「それに近くにヒューマンの街の跡地を利用した魔族の砦もありましてな。人よりも魔の理ことわりに長たけた彼らの拠点近くに亜空への門の痕跡を残すのは愚策でしょう」

「……」

　全くだよ。何でよりによって巴の希望する場所がそんなに危険なんだよ。荒野の一部だった、とかならすぐに行けるし考える事も少ないのにさあ。

　嫌な予感もしてきた。不幸か？　また不幸なのか？

　いい加減に幸せも欲しいよ、僕だって。




「若？」

「……ちなみに、お前さ。行動って何をする気？　あと、僕に許可も取らないで魔族の砦に接触したのか？」

「何と仰られても……安全を確保するだけです。砦へは実際には近付いてすらおりません。実地調査と情報からの分析を同時に行っています故、大体ですが予測が可能になってきております」

　そう言うと、巴は色彩豊かな地図を僕に見せる。カラーって訳じゃない。彼女が気候を調査した結果を色で塗り分けているからカラフルな代物になっている。高価な世界地図を塗り絵にしているのか。いや、それも違う。巴が自分で持ち歩くために複製した方の地図だ。

　確かに。熱帯、亜熱帯、温帯、寒帯……。更には気温の予想分布から日本の四季との相似具合まで。物凄い情報量が書き込まれている。それが僕にも見て取れる。要点をまとめるのが上手な秀才のノートを見ている気分になった。

「で、ここか。日本の気候との差異は、予想とはいえ九割五分は一致すると。これは凄いな」

　しかし何回見てもこの地図は不思議だ。偶然の一致と言えば、まあ終わってしまう。違いもある。

　でもこの世界の地図は僕には何度見ても……。

　歴史上で誰かが作った曖昧な日本地図、そんな印象を受ける。縮尺が狂って、色々と突っ込みどころもある、昔の地図のような。

　例えば九州（と僕には思える場所）。下が末広がり、扇のように広がっていて終わりは描かれていない。ここは荒野を示している。ツィーゲは陸続きになっている関かん門もん海峡上にある。僕らが転移で移動した黄金街道は山陽道、新名神、中央道の半ばまでの高速道路のように感じた。その先には西にリミア王国、東にグリトニア帝国があって北関東半ばからは魔族の領域なのだろう、滅亡した大国エリュシオン以北はあまり正確には描かれていないように見える。北海道にあたる地域は欠片も描かれてない。存在しないのか発見されていないのか。僕の想像では、これだけ似ているのだから発見されていないのだと思うけど。

　瀬戸内海に代わり、山脈に隔てられた中国地方と四国地方、湖など近くにないがロッツガルドは琵琶湖の畔ほとりくらいの位置にある。ツィーゲから転移で移動した事もあって実際の距離感は今ひとつ掴めないけれど、位置関係は日本の地方に当てはめて結構簡単に覚えられた。海は太平洋、日本海にあたる二つが確認されているようだけど、どちらもその先は描かれていない。何もないのか、それとも更に世界が広がっているのかは不明だ。相似が日本だけでないとするなら当然他にも陸地はあるはずだけど、外洋の情報自体が希薄なのか、そんな話は一切聞かない。ルトあたりなら何か知っているかもしれないな。

　巴の指し示した場所を見ながら、地図について感じていた事を色々と思い出す。それにしても、この場所、確か……。

「是非確保したい場所です。構いませんか？」

　鼻息荒く、とまではいかないが巴は明らかに気持ちを逸はやらせている。

「構いませんか、って。安全確保出来ないじゃん。そこ魔族の支配地域なんでしょ？」

「問題ありません。ご許可を頂ければすぐに掃除してしまいますから」

　掃除って。戦う気満々か。

「砦なんだよ？　どうやって？」

「正面から潰すまで。問題ありません」

　戦う、のか？　何だか本当に散策でもするように提案されるな。流石に即決は出来ない。問題ありません訳ないだろうと言いたい。うん、言葉が変だ。

「……少し考えさせて」

「仕方ありません、わかりました。良いお返事を期待してますぞ」

　巴はやや不服そうながら引き下がってくれた。彼女を信用していないんじゃない。でも砦を攻撃するというのは流石に判断が難しい。果たして軍勢に対する事を巴がどう考えているのか。それに魔族に喧嘩売るのは間違いなく、今後敵視される事を意味する。自分達の立ち位置を決める決定になりかねない。

「悪いね。まあ、しばらくは学園祭を楽しみながら和の食材作りをのんびり進めてくれる？」

「お言葉に甘えまして。先日若に教えてもらった件で麹こうじへの理解も大体出来ましたので色々進められそうです。上手くいきましたらお酒など商会でも扱えるものがご報告出来るかと。それでは」

「ああ。また夕食の時に」

　巴が去っていく。麹への理解、ね。僕も半分も理解してないんだけどさ。曖昧に話した内容でも巴や識にはそれなりに得たものがあったようで。感心されて照れくさい思いをしたな。本当に大した事は言ってないから。

　麹に限らず、発酵そのものの説明をおおざっぱにしただけ。目に見えない小さな小さな生物がデンプンや糖を食べてアルコールや旨味を発生させる、といった感じ。あと、アルコールを食べて酢を作る仲間もいるからお酒を造る場所と酢を造る場所は離した方がいいとか、取り留めのない雑学だったと記憶している。

　それでも、巴と識は最後まで聞いてくれた。麹とは特殊な薬か触媒の類ではなかったのかと妙に感心していた。時々、あいつらが僕の記憶のどの部分を見て誤解しているのか聞きたくなるな。詳しく調べた訳でもなく、ただ聞きかじっただけの情報を記憶から正確に拾うのは、まあ想像しただけでも難しいってわかるけどさ。あんな触りにもならない話を聞いて行動出来るくらい優秀なんだよなあ二人とも。

　識なんか、この世界の酒造りなどでも同様の働きをする微生物がいるなら、それを応用できないかとぶつぶつと推論を組み立てていた。あいつも最近、土いじりや食品の研究が様さまになってきているように思う。良いか悪いかはまた別にして。

　巴と別れた後、その足でモンドに会うために森鬼の住まいを訪れる。ああ、そう言えば彼から森鬼の移住について頼まれていたな。全員を移住させたいと。長老の一人であるニルギストリという人が、こちらに試験的に住んでいる森鬼の若者が異常に成長しているのを見て議会を納得させたんだそうだ。実際には故郷に寄った若者がお土産に持ち込んだ食材や装備品などが魅力的に映ったのかもしれない。対象を徐々に樹に変えてしまう樹刑からの回復がとりあえず可能になった今、僕が抱いていた彼らへの恐怖心ももうない。向こうが願うなら、別に叶えてもよいかと思っている。

　問題は荒野で彼らが管理している森や一部の草原を今後どうするかくらい。まだ保留ながらほぼ全員移住は決まりのような状態にある。

「わ、若様!?」

　気配の接近に気付いたんだろう、森鬼が慌てて近寄ってきて驚きの声を上げる。一人で森鬼の住まいを訪れる事は確かにそんなになかったから無理もないか。とはいえ巴を連れてくる必要も感じなかったし、澪は鼻歌交じりに料理しているし、識はエマと打ち合わせしてて邪魔する気もなかったからなあ。コモエちゃんは基本この時間はお昼寝しているから論外だし。

「久しぶり。モンドはいる？」

「は、はい！　すぐに連れて参ります！」

「いや、僕が行くよ。話があるのは僕だし」

「では隊長のところまでご案内致します。どうぞ、こちらです！」

　全身から緊張が窺えるけど、しっかり対応してくれてモンドのところまで先導してくれる。始めの頃とは偉い反応の違いだな。巴のごうも……いや訓練プログラムは優秀なんだと再確認出来る。

「やっぱり、他の種族の皆と比べると居住エリアが狭いね。皆を移住させる時期が決まったら引っ越す？」

　村というよりも宿舎みたいな扱いだもんなあ。まばらに住居はあるが、村ほどの規模を感じない。まさしく仮の住まいといった佇まい。

「皆の移住はご許可頂けるのですか!?」

「まだ本決まりではないけど、殆ど決まりだね。向こうの長老さん達も大分乗り気みたいだし。それに君達が樹刑を習得する手助けもその内出来ると思うから。よく頑張ってくれている、僕を含めて皆そう思っているよ」

「……っ!?　ありがとうございます!!　今後も全力で任務、訓練に臨みます!!」

　随分と真面目な人だ。エリスは見習うといいよ。何であの性格のまま、過酷な訓練を乗り越えてトップクラスの成績を収めているのか。あれも、色んな意味で奇才なのかもしれない。アクアは高慢な棘とげが取れて、真面目さが良い方に作用してきていると思うんだけど、エリスは性格的にあまり変質していないように見える。あ、モンドにエリスの叱り方も聞いておくかな。なんだかんだであいつはお客さんから評判も良い方だしクズノハ商会の大事な従業員でもある。相当な馬鹿をしない限りは更こう迭てつする気もない。甘い、かもしれないけどね。

　事前に連絡していた訳でもなかったのに、モンドが家の前まで出てきていた。森鬼、侮あなどれない子。手を挙げて彼に来訪を告げる。深々と頭を下げて応じてくれた。先日アクアに飲ませたバナナミルク、結局あの日は森鬼に振舞えなかったし、話をして今日の夕食後にでも紹介してあげよう。

　僕はモンドのところに辿り着くと、彼に移住の話やロッツガルドでの仕事の話、それに新メニューの話を次々に切り出す。

　凄く有意義な時間だった。たった一つを除いては。

　モンド。

「反省の拳と戒めの蹴りです」

　エリスへの説教方法を聞いたのは僕だ。でもその回答を真顔で言われても僕にどうしろと言うんだ？
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　うるさい。

　誰かが騒いでいる、違う。

　なんだよ、昨日は結局学園祭が開催されてからの店の準備であまり眠れていないんだからさあ。開店までの貴重な睡眠じか──。

　ッ!!

　しまった！　今何時だ!?

　慌てて上半身を起こして窓を見る。カーテンの端から強めの光が漏れ出ていた。どう考えても早朝のそれじゃなかった。

　寝坊というのは不思議だな！　先刻まで強く纏わりついていた眠気が綺麗さっぱりなくなって、代わりに強烈な焦りが全身を駆け回っている。まったく、日本にいた時と何も変わらない最悪な感じのままだ！

　急いで着替えを済ませて姿見で身だしなみを整える。これは新しい習慣だ。この世界に来る前の僕なら、洗面を済ませたついでに寝癖をちゃちゃっと直すくらいだった。

　一度レンブラント姉妹に服も含めて全身コーディネートしてもらってからだな。僕は自身の容姿が周囲に比べて著しく劣っているから何をしても無駄だと、季節を問わずにエルドワに仕立ててもらったコートを着て開き直っていた。冬は温かいし夏も暑くない優れものだったからというのもあるけど。

　これも恩返しの一つですから是非にと姉妹に言われて半日連れ回され、髪、服、それに香水までも見立ててもらったあの日。あれから周りの目が大分変わったんだよな。顔や身長は確かにもう決まっているものとも言えるけど、身に付ける物や匂いは幾らでも選べる。それに顔の印象自体も髪型一つで大分変わるんだ。

　考えてみると当たり前の事だけど、これまで十何年も生きてきて全く目を向けなかったのは僕の怠慢。それから姉妹にレクチャーされながらせめて最低限の身なりには気をつけるよう心がけている。客商売だし、何より精神衛生上実によろしい。

　一通りの確認を済ませて階下に。

　いきなり店内に顔を出すのは少し憚はばかられたので、そっと様子を窺う。そこには既に大量のお客様。あぁ、やっぱりやってしまったかぁ……。

　識が僕の起床に気付いて、接客に区切りをつけて近付いてきてくれた。

「おはようございます、ライドウ様」

「識、おはよう。ごめん！　完全に寝坊しちゃったよ……」

「昨日は明け方まで準備しておりましたから仕方ありませんとも。それに準備さえ終わっていれば、後はいつもの営業とさほど変わりありませんから」

　識の優しさが痛い。棚を変えて目玉商品の数を増やし、簡易的な宣伝ポスターの数を増やしたり減らしたり、それに店外に置くブラックボードに書く内容などなど。僕と識で明け方までやっていたんだ。彼が起きている以上、仕方ないとは言えない。

　それにいつもとあまり変わらないって、店内の混雑は物凄い事になっている。エルドワが一人しかいないって事は、残りの従業員はライムと外だろうか。となると、行列が出来ている!?　……僕を起こした喧騒はそれかぁ。ますます自己嫌悪に陥る。

「ライムと他のエルドワは、外？」

「ええ、お客様の整理をしております。クズノハ商会は店の前に屋台を設けて露店を作る事はしておりませんが、臨時にやっているところも含めて他店舗の邪魔にならぬように列の整理を命じました」

「助かる。ええっと、今は昼ごろだよね」

「はい、もうすぐ昼時になるかと」

「売れ行きはどんな感じ？」

　昼と考えると、普段の何倍か売れていても在庫に余裕はあるはずだな。ウチはなんでも屋の分類に相応しく色々扱う店だ。まあ薬がメインだね。ただ、祭りで人出が増えても急激に売り上げに直結する業種ではないと思う。だから一応人員増強出来る準備はしておいて後は在庫を増やしてセールを打つ、基本的にはそう対応する事にした。一番凄いのは宿屋と飲食店だろうな。あとは夜のお楽しみのお店とかもか？

「そろそろ今日の分は終わりそうですね。一いち見げんのお客様も多く見えられて、普段は動きの鈍い品も人気商品と一緒に買われる方が多く、売る物が追いつきません」

「!?　ウチは少し値下げしている程度なのに、そんなに売れているのか？」

「ええ。私も開店前の行列を見た時には何事かと思いました」

　開店前の行列!?　うわ、凄く見たかった……。

「何がそんなに……」

「どうやら、うちの傷薬などを使った方が方ほう々ぼうで効能を宣伝してくれていたようですね。それで、普段はあまり用事のない学園都市に祭りを見に来るついでに寄られたり、また祭りに行く人に頼んだりされる人もいたようです。冒険者などは、余程の用事がないと学園都市には来ませんから滅多に見ないのですが今日は相当に見かけます」

　口コミか。地方でウチの薬を使った事がある人がいるんだなあ。何だか嬉しい。ツィーゲを起点にして、森鬼には富山の薬売りをしてもらっているけど、そっちは定期的に巡回出来るようエリアを構築しながらだから、口コミはあまり期待出来ないと思っている。そんな遠方からのお客はあまりいないだろうしね。となると、他の商人や、偶然他の街から寄った人がウチの店に来て薬を買って、宣伝してくれたって訳か。ありがたやありがたや。

「在庫、見直した方がいいかな？」

「いえ、元々アルケーと作っていたものですが、今はゴルゴンにも作成を手伝わせています。彼女達は製薬に向いているようですね。それで生産量も随分上がっているので亜空に戻れば在庫に不安はありません」

　亜空に住みたいと願う荒野の住人は意外と多い。

　それでこの前、そんな人達の一部と面談をして移住を決めた種族が幾つかある。

　ゴルゴンはその中の一種族だ。

「そうか、なら」

「ですが。あまり大量に売っても疑念を持たれる可能性があるでしょう。昨夜決定した量に二割ほど上乗せしておくのがよろしいかと」

　売れるだけ売ろうと考えた矢先に釘を刺された。

　確かに在庫があり過ぎるのを疑われるのも嫌だな。目立てば影響の大きい時期でもある。自重自重。

「わかった、そうしよう。でもその量だと買えない人も出そうだねえ」

　折角来てくれたお客様には売りたいんだけどなあ。惜しい。

「確実に出てくるでしょう。一応不満を抑えるために幾つか手を打ってあります」

「どうするの？」

　まさか売り切れて商品が足りない状況になるとは思わなかったから、その想定をまったくしていない。ウチと商品が重なる店の例年の状況を商人ギルドで確認していたから、僕らもその動きに倣おうとしか考えていなかった。

「今並んでいるお客様の最後尾にライムを行かせて、これ以上並ぶ人が増えないようにしています。そして本日分の商品が確実に行き届かない方には、エルダードワーフを向かわせて品切れをお伝えし、明日の来店時に有効な整理券をお配りしています。翌日は来店出来ないお客様には商人ギルドで配布された、都市内の多くの店で飲食に使える金券を差し上げて謝罪させています」

　金券。そう言えばもらった記憶がある。自分で使ってもいいし、得意先やお客様につけてもいいとか。でもそんなに量はなかったような気がするんだけど。

「金券か」

「はい、その上で明日からは開店前に入用の品を確認し、在庫と照らし合わせて、購入できないお客様にはその旨をお伝えして、お並びにならないようお願いしていく予定です。勝手に動きましたがまずかったでしょうか？」

「いや、ありがとう。金券ってそんなに枚数をもらっていたかな？」

「それにつきましては、事後報告になってしまうのですが。直接金銭をお渡しするのは良くないと思い、ギルドで配布された金券の事を思い出しました。あれでしたら不審に思われる事もないかと。それでギルドを訪ね、追加で必要な量を買い増しました」

「なるほど、確か必要なら後からでも買えるとか説明されたね。いいよ、必要な出費だと思う。少なくとも馬鹿みたいに寝ていた僕には何も言えない。起こされても、そこまでの判断が出来たかはわからないしね」

「申し訳ありません。幾つか事件らしき事が起こったので、起こさせて頂こうかとも思ったのですが。お部屋に伺ったら澪殿がその、若の寝顔を見つめておられまして……」

　……。

　怖っ！

　澪、もうこっちにいたのか。

「そ、そう。で？」

「どうして若を起こそうとするのかを聞かれましたのでお答えしたのですが、次いで若がどうしてまだ寝ているのかを聞かれまして」

　いまいち要領を得ないな。まあ識は優しいからなあ、色々言葉を選んでいるんだろう。澪の話題が出てからライドウじゃなくて若って呼んでるしね。律儀な。

「続けて」

「明け方まで店の仕事をなされてお疲れのようですと申し上げたのです。すると、ならなぜ休ませて差し上げないのかと。その程度の事で若を起こすなど有り得るのか、いや有り得ないと拒否されてしまいました」

　澪。いいんだ、そこは識が起こしに来て正解なんだよ。僕を叩き起こしてくれて良かったんだよ……。

　何て高性能なアンチ目覚まし。

「……。ごめん、識。余計疲れたよね」

「いえ、確かに私でも処理出来そうな事でしたので思い直して処理に当たりました。問題はありません」

　識、私でもって言うけど。多分僕が起きて寝惚けた頭で判断するよりも遥かに上手く処理してくれたんだろうな。最近の彼を見ていると家令とか用よう人にんって言葉が浮かんでくる。本当に助かる。

「……それで澪は何処に？」

「はい、散策に行かれると。巴殿も一緒です」

「大丈夫なのか？」

　あの二人だけで街に放して。

「丁度、ルト殿も来られて三人で食べ歩きに行くそうです。夕食はゴテツに行くのを楽しみにしているからそれまでには必ず戻ると言こと伝づてを頼まれています」

　安心なような。余計に不安なような。人の世で長く生きているルトの常識に、一いち縷るの望みを託すしかないか。

「まあ、あの二人に店を手伝えって言っても、いきなりがこんな混雑状態じゃあ頼めないか」

「ですな」

　識の苦笑が状況を説明している。アクアとエリスが何人かに分身して見える超接客をしている。それにエルドワが追従してフォローをしていた。あれ、彼は確か武器を売っているはずじゃなかったのか？

「あれ、エルドワは武器を売ってみたいと言ってなかったか？　許可を出した覚えがあるんだけど」

「ああ、それはもう売れてしまいました」

「早いね。確か日に十本まで売っていいって言った覚えが……」

「はい、既に十、売り切れです」

　それは凄いな。今後も売らせようか？　でもあれは性能は大した事ないんだけど、周りに波風立てる可能性もある気がするんだよな。

「武器を扱う者にとって、ある意味では非常に助かる能力が付与されていますからな。何より、鑑定能力を持った亜人が最初のお客だったのが大きかったのでしょう。あれは幸運でございました」

　能力のお墨付きをもらえたのか。確かに凄く運がよい。僕は能力についての説明は許可したけど詳細を保証するのは止めさせた。縁日の賑やかしにしては高価だし見る目のない者は買わないだろう。それがわかる人だけ手にして購入すればいいと思ったからだ。

「戦闘後に軽く拭いておけば錆付かない剣、だっけか。あと属性の付与を素直に受けてくれる」

「ええ。武器そのものの耐久性は特筆するほどではないですがそれなりにはあります。大きく歪んだり無茶をして砕いたりしなければ長く持ち主を支える品ですね」

「長老さんや熟練の職人にはえらく不評だったけどね」

　若い職人がそれを披露した時は揃って渋い顔をしていた。思うに、僕が同席していなかったら、若いエルドワは怒鳴りつけられていたんじゃないだろうか。

「最近の若いもんは、と嘆いていましたね。若の防具は季節に合わせて数種類作ってくれたというのに。あの注文も、ある意味防具の本質には無意味な注文だと思うのですが」

　ずっとロングコートじゃ見た目がどうしても悪い。僕の我わが侭ままに応えてくれたエルドワには感謝だ。確かに、これも最近の若いもんはと言われても仕方ない事かも。

　手入れを怠けさせる能力を付与した事を嘆いたのであって、僕の注文とは方向性が違うのだと信じたい。防具については見た目もその本質と関わらない事は間違いない。どうか呆れられていませんように。

「確かに、凄く甘えさせてもらっている。そうか、武器は完売か。あ、さっき言っていた事件って？　もしかして行列の事？」

「……いえ。それは」

　なんだろう。少し識が言いよどむ。これまで澪の件を除いてスラスラと会話が進んでいただけに気になる。

「解決は、したの？」

「はい。実は、開店してすぐなのですが、店員がライムと私を除いて亜人であった事で問題が。この店では劣等種を雇っているのか、まともな品が本当にあるのかなどと。普段の営業でそのような類の中傷はもうないのですが、やはり初めて見えるお客様にはある程度の忌き避ひ感があるようでして」

「……差別か」

「はい。ライムと私で上手く収めましたが皆には嫌な思いをさせました。あとで構いませんので、労いの言葉でも頂ければと思います。今は落ち着いていますがライムが指揮している外でも、多少の摩擦は出ているでしょうから」

「外に出ているエルドワは戻せないの？」

「難しいですね。私とライムが二人とも店にいない状況には出来ません。ライムが先に話しかけながら実際の作業はドワーフに任せてやり過ごすのが無難ではないかと思います。店内の接客はアクアとエリスが最適ですし」

「そうか。何が優れているというのでもない癖に、どうしてヒューマンは無条件に亜人を蔑べっ視しするのかなあ。情けないとは思わないのかねえ」

　女神の寵愛を受けるのがそこまで凄い事か？　この十何年の間、何もしなかった居眠り女神だぞ？　理解できん。

　識は苦笑いするばかり。

　店内は相変わらずの盛況で僕の出る幕はない感じ。完全に出遅れて居場所がないな。おし、明日からは絶対寝坊しない。

「っと、どうやら日用品や食品からも品切れが出始めたようです。私も接客に戻って説明をしてきます。若は今日のところは閉店後に在庫の調整をお願いします。私もお手伝いしますので」

　流石に前後の状況を何も知らずに接客に加わるのは無謀だよな。識もそれを暗に教えてくれているんだろう。

　そうだな、祭りの初日から締まらないけど、やっちゃった事は仕方ない。外にいるライムとエルドワに挨拶して、行列を確認して、それから一足先に明日の在庫を揃えよう。夜は巴と澪も連れてゴテツだ。予約は取ってある。

　在庫を揃えたら……そうだ、識を連れて学園に行かないと。

　挨拶に回らないといけない場所が数箇所あるのを忘れていた。結構長くいるからそれなりの人間関係も出来てくるんだよねえ。今日の研究展示にはあまり興味がない分野が多いけど仕方ない。

　いよいよ始まった学園祭。

「行くか！」

　左手にメモ帳を持って今日のスケジュールを確認。いきなりの失態を挽回する気持ちを添えて裏口から店を出る。

　あれ、ここにも人がいる。

　うん？　何だろう、少し懐かしいような……。

　表通りから一つずれた店の裏口が並ぶ通り。そこにいた人は何か少しひっかかった。別に変な雰囲気を纏っているでもない。やや浅黒い肌に黒い髪、そうアラブ系の顔立ちはこんな感じかなと思う。鼻の下にある豊かな髭はまさに僕のイメージにある石油の国の人。基本的に西洋系の白人をベースにした造形の人が多いからだろうか。だから自分にやや近い顔立ち（実際そう言ったら怒られるだろうけど）の彼に親しみや懐かしさを感じた。

　まあ、僕には関係ないよな。知り合いでもないし、彼も僕じゃなく表を気にしているみたいだ。何度か表に出てはこちらに戻りを繰り返している。お客さん、ではないのかな？

「ク・ズ・ハ？」

　クズノハだよ。ノが抜けているって。

　ライム達に会うには彼の横を通らないと行けないから初対面の人に通じるか不安はあるけど、頭を下げながら横を通り過ぎてしまおう。

　良かった、通じたのか道の端に寄ってくれた。

「間違いない。クズハだ。どうして、我がローレルが秘して伝えてきた文字がこのような場所に……」

　ん、ローレル？

　微かに聞き取れた大国の名前に意識が向いた。でも用事が山積みの僕にそれを問う余裕はなく。予想を遥かに超える列に思わず目を見開きながら、慌ただしく動くライムとエルドワに謝罪と労いの言葉を掛けてその日の行動を開始した。
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「酒が、酒が間に合わぬとは!!」

「巴さん、五月蝿うるさいです」

「落ち着きなって。一応ちゃんと進んではいるんだろう？　別に焦らなくても……」

　でもポン酢があればもっと湯豆腐は上を目指せると僕も思うんだ。しかしそれにはどうしても醤油が必要になる。だから結局、和の発酵食品の再現が出来ないといけない。今皆でつついている湯豆腐は、未だ完成には至っていない。こちらでは結構普通に使われている香り付きの塩で食べてもこれはこれで十分に美味しいんだ。そう言えば昆布塩なんてものもあったなあ。また紹介してみようか。作れるかどうかはともかく、昆布に限りなく近い海藻があるんだから可能性はあるだろう。

　忙しく動き回って、はや夕暮れ時。

　この繁忙期にもかかわらず、ゴテツは僕らの予約という暴挙を許してくれた。一部屋貸しきりなんて実に贅沢で有難い事だ。普段は見かけない程の長蛇の列、それを横目に店内に入る時は少し疚やましさも感じた。今夜は亜空から巴と澪を加え、従業員として店舗で働いてくれている皆と飲み会だ。昨日やるべきだった気もするけど、僕の段取りが悪く叶わなかった。二日酔いになりそうな人は僕しかいないから安心して騒ぎを見ていられるのは楽でいいね。

　巴と澪は出来るだけ和食に近い鍋をとリクエストされたので幾つかを選んで最初に頼んだ。ゴテツでは不人気の湯豆腐と、これまたあまり人気のない塩味の鳥鍋。鳥鍋は後付の注文で昆布を浸した水をベースに作ってもらった。イメージでは一番水炊きに近い物になっている。もう、随分食べていないから怪しい部分もあるけど。

　識と従業員チームは勝手知ったる何とやらで好き好きに注文してわいわい食事を楽しんでいる模様。既に何個か空になった鍋が脇に置かれている。識はクリーム鍋を前に、マヨネーズの瓶を片手になにやら思案している。あれだけは食べまい。

「若、これは美味い。実に美味いです。湯豆腐、水炊き。どちらもオリジナルではないのでしょうが、イメージは伝わるのですよ。だからこそ！　ここに日本酒を用意出来なかった自分が憎い！」

　ほふほふしながら熱弁する巴。袖をまくってキツい度数の酒をジョッキに注いでいる。琥珀色のそれは、ジョッキに注ぐものじゃないと思うよ……。近々日本酒が出来たとして、度数的に満足出来るんだろうか？

「これが、鍋ですか……。凄く種類のありそうな料理ですのね。魚、肉、野菜に調味料、何より基本になるスープ……これは、やり甲斐のあるものと見ました！」

　澪は色々つまみながらも、やはり湯豆腐アンド水炊きコンビが気になっている模様。水炊きは結構近い味になっているんだけど、個人的に春菊の代わりになる何かを見つけられていないのがネックだ。亜空にはあるかな。鍋の具くらいしか僕には用途も思い浮かばないものだし、わざわざ探してもらうまでもないかと話題にも挙げていなかった食材を思い出す。

















「待っておれよ兵庫灘なだの男酒、京都伏ふし見みの女酒。すぐに辿り着いてみせようぞ！」

　……。巴の理想、滅茶苦茶高いところにあるんだな。目的地がそこだとまだまだ道のりは遠いだろうなあ。男酒とか女酒なんて言い出したら米とか水とか全部試行しないと駄目なんじゃないだろうか。そこまで拘らなくてもなあ。それに、どう考えても巴は辛口一本だよ。

　この世界に来てから実にネットの偉大さを思い知る。調べごとについては本当に楽な世界にいたんだなあとしみじみ思うね。

「若、クリームとマヨネーズは意外と親和性があると思うのですが、そのような料理はご記憶にありませんでしょうか？」

「識、悪いんだけどその二つは色合いくらいしか共通点が見当たらない。酔う前から恐ろしい研究を始めないでくれ」

　口内で二つの味を想像するだけで食欲減退効果がありそうな組み合わせ。せめてそこから豆乳鍋とかの方向に逸れてくれれば……。

「お待たせしましたー！　追加の食材とお鍋お持ちしました！」

　元気良く個室に入ってきたのはルリア。暖の簾れんらしきものをくぐった彼女の背越しに店の状況が窺える。

　大混雑。まさに芋洗い状態だ。凄いな。鍋なんて素早く食べて席を立つ類でもないし、待っているお客さんは鍋にありつけるんだろうか。

「大盛況だなルリア。随分と張り切って動いているが、それで一週間もの間やれるのか？　無理は身体に毒だ、明日にでも栄養ドリンクを届けよう」

　識が顔を出したルリアに声を掛ける。さりげない奴だな、見習おう。

「大丈夫ですよ、識さん！　この時期の混雑は覚悟の上ですから！　お姉ちゃんも手伝ってくれているし」

　え？　あの司書のエヴァさんが？　この状況でルリアの手伝い？　無理でしょう？

［エヴァさんは接客もこなせるのか。多才な事だ］

「え!?　あ、ああ、その。……お姉ちゃんは厨房で洗い物とお野菜を切るのを手伝ってくれています」

　……。きっと厨房に弾き飛ばされたんだろうな。そこでも洗い物と野菜切りとは。何て予想通りな人だ。直球で聞かなくて良かった。

「私がお世話になっている場所だからと毎年来てくれているんですけど、やっぱり向き不向きはありますから。家でも洗い物はいつもお姉ちゃんがやってくれるのでそっちで活躍してもらっているんです」

「そこだけ聞けば実によい姉だな」

「識さん、実際いいお姉ちゃんなんですから。あ、すみません。私戻りますね。またご注文があればいつでも呼んでください！」

　多分、ルリアもアクアとエリス同様に、まるで複数人いるかに見える超接客が出来るんだろう。接客とは奥が深い。まさか、最強の戦闘職の一角!?

　……少し酔ってきたかな。

「いやいや、今日はルトに案内させて見て回りましたが、楽しい祭りですなあ。一部の催しなど大国の重職にある者が揃って見に来ておったり、貴族や大商人がお供を連れては往来で揉めておったり」

「ええ、ツィーゲでもいつも屋台は出ておりますけど、ここのは種類が豊富でした。見たことのない調理法の料理も沢山ありましたし、明日も楽しみです。そう言えば若様、ローレルという国では一部魚を生で食す習慣があるそうなのですよ」

　巴と澪の話す内容はどちらも祭りが楽しいという趣旨なんだけど、まるで方向が違う。同行してここまで感想も違うものか。

「それに一般客の入れない学園の区画では学生達が微笑ましい訓練などしておりました。何でも後半には武技や魔術を競う催しもあるとか。若の生徒がどれほど頑張るのか、是非観戦はご一緒させて欲しいですな」

「この機会に見聞を広めて食を更に追求します！　ルトがいればそんなに並ばなくてもいいから便利ですし」

　ジンの試合は見に行く約束をしているし、巴と澪も連れて行って問題ないだろう。ルトも来たいと言っていたっけ。でもあいつの立場だと来賓扱いになるだろうから一緒に観戦は無理だよねえ。

　それにしてもルトは一日よくやってくれていたようだ。全く問題を起こしていないとは思ってない。でもこれだけの祭りなら喧嘩みたいな揉め事は日常みたいなものだろうから、そこまで五月蝿くは言いたくない。さっき巴が言った国の重職とかとトラブルを起こさなければいいと思う。

「ああ、一年に一回のお祭りみたいだから二人も存分に楽しんでくれると嬉しいよ。試合の観戦には皆で行こう」

　僕の言葉に従者が言葉を揃えて肯定の意を返してくれる。今日の感じだと僕と識は交代で祭りを見ても問題はなさそうだ。商品自体が殆ど昼までで売り切れると判断出来る。基本的に売る物がなくなってしまえば、用事を聞いておくための人を残しておくだけで問題はない。連絡は取れるからね。

　明日は確か昼からレンブラント氏と一緒に姉妹の参加する発表を見に行く予定だったな。寝坊は絶対出来ない。酒はもう止めて鍋をつつくだけにしとくか。

　周りは大分出来上がっている。陽気に飲み騒ぐ巴とライム。真剣勝負のように鍋と対峙する澪、頬はほんのりと赤い。縁ふちに白いリングを残した空鍋を量産する森鬼娘二人に識。焼肉のような汁少なめの鍋で焼いた肉と麦酒をひたすら胃袋に運ぶエルドワ。

　皆いつになくはしゃいで楽しんでいるように見える。羽は目めを外すのも時には必要。

　さて、僕も限定メニューを中心に攻めるとしますか！
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「ステラへの再攻撃が迫っておるというこの時期に国を離れるなど、馬鹿馬鹿しいにも程がある」

「帝国があの皇女を出席させなければ、来る必要はなかったのですが……魂胆を確かめぬ事には憂いも残りますゆえ」

「わかっておる！　全ては帝国の勇者、そしてリリ皇女が問題だ。我がリミアへの無断入国の痕跡も見られる。戦時下に内から掻き回されてはかなわんよ。同じヒューマンの内憂に牽制など……」

「響ひびき殿と同じ勇者との事ですが、帝国にいるトモキイワハシは彼女とは大分考え方が異なるようです。心を許すと言うよりも利用し合う関係に止とどめるのが最上。下手をすれば次の敵は彼らになりかねません」

「それもわかっておる！　だからこそ奴らの動向を探り牽制するために予とお前が来ておるのではないか。帝国め、何を企んでおるのか」

　学園都市の中央に位置し、最も優秀な学生を集める象ぞう牙げの塔ロッツガルド。その中でも学内で来賓を迎える一角の、更にその中で厳重な警備を施された部屋の一つで、壮年の男性と二十歳程度の青年が話をしていた。

　リミアの王と第二王子。第二とは言っても第一王子であるベルダよりも年齢は少し上である。リミアの王国内でも権力に関連して複雑な事情が存在する生きる証明ともいえる。会話の内容からも、彼が王の補佐を務めている事が窺えた。

　王の怒りは言葉の端々から漏れている。それでも公の場で醜態を晒してはいない。王だからだ。彼はステラ砦、ヒューマンが長く魔族から奪還出来ていない重要な拠点への再攻撃を控え、本来ならば王都にいなければならない状況にあった。ロッツガルド学園祭は未来のリミアを支える人材を発見し確保するための重要な場とは言え、今の戦況で王が出席する行事ではない。ならば何故彼がこの街にいるのか。

　帝国皇女リリ。彼女が原因である。

　響から先のステラ砦戦の後に警戒を促された帝国の皇女。皇女と言っても皇位の継承権は放棄していて事業からも次々に手を引いている、表舞台から消えようとしている娘だった。勇者からの忠告など関係なくリミアでは以前から行動をマークしていたが、継承権放棄から優先順位が下がってきていた。

　だが帝国の勇者と、彼を支えるリリ皇女の不穏な気配が伝えられ再び彼女への注目は高まった。その結果、目的の見えない不審な動きが幾つも確認された。最近など、国内にある、魔人と呼ばれる謎の戦力によって作られた湖付近で目撃されたという報告が入っている。無断入国など大国の皇女が、同盟関係にあるリミアに対して行う事ではない。その彼女が、戦いが近い現状で勇者と別行動をして、学園都市に学園祭出席のために訪れるという。目的は学園都市への表敬訪問と人材の発掘。リミアは当然ながらこの発表を建前であると断じた。放ってはおけないという訳だ。

　すると今度は別の問題が持ち上がる。狐と言ってしまって過言ではない帝国の怪しげな皇女と、リミア国内の誰が対峙するのかという問題だ。

　リミアは大貴族が大臣に世襲で就いている、言ってしまえば無能な者が少なくない。家の格、家の力が役職を左右するのだ。王としては改善したい大きな問題点ではある。しかしながら半端な覚悟で着手出来る事でもない。魔族との戦争と並行して行うには大きすぎる改革と言えた。

　つまりリミア王には、相手を牽制し、本意を探るのに適任の信頼出来る腹ふく心しんが少ない。そうした者には必然的に多くの仕事が割り振られてしまうし、手など空く訳もない。更に戦場に響という大きな柱が出来た事、そして王自身も歴代の王の中で自ら動く事を厭わない気質を強く持っている事、通常どんなに急いでも一週間はかかる王都と学園都市の移動を一日半まで短縮するリミア王国の転移の秘術の存在などが影響して、学園祭の期間だけロッツガルドを訪問する事にした。戦いを仕掛ける時には国に戻る予定とはいえ、かなり思い切った決定だった。

　そして、現在ヒューマンの国家でトップクラスの国力を持つリミアの国王が学園祭に出席するという事実は、各所にさらなる影響を与えていった。結果として今年のロッツガルド学園祭は例年よりもかなり豪華な顔触れの揃う異例の行事になった。祭りが加熱していく後半こそ催しへの出席も増えるが、それ以外は殆ど国家間の外交場所と化している。

「まだリリ皇女と話をしていませんので帝国の思惑は不明ですが。王、そろそろ次の予定が」

「確かローレル連邦だったな。たまには、奴らの国の名物オンセンを我がリミアにも掘ってくれる、そんな気の利いた外交でもしてみせよと言うのだ」

「ふふ、あれは良いものだとは思いますが輸出出来るような類でもなさそうですね。そう言えば我らが勇者殿もオンセンはご存知のようです。兄さんが何とかローレルに行けないものかと悩んでおいででした」

「あの馬鹿が。済まぬな、あやつの我が侭のせいでお前には苦労をかける」

「いいえ。私にはない発想と行動力は羨ましいくらいです。きっと兄さんは王の跡を継ぐ器を備えるでしょう、確信していますよ」

　難しい表情を保っていた第二王子が微かに穏やかな顔を見せた。外交上は頭の痛くなる事柄も多く、表情も硬くなりがちだが、身内の話は彼にとって和やかな気持ちを想起させるようだった。

　そんな会話の間を縫って入り口の扉がノックされる。それを聞いた室内の二人は再び気を引き締め、仕事の顔付きになった。

　来訪者の名が知らされ入室の許可を求める声が続く。

「入れ」

　威厳に満ちた声で王は許可を与える。

　一通りの口上や挨拶、世辞と儀礼的な内容を通過した後、部屋に設置された応接用のスペースにあるソファーに、訪れた男女数名が王の許可に促されて着席する。

「このような場所ゆえ、気を楽にされよ。さて、我がリミアに何を望んでおるのか、まずそれを申せ」

　四大国に数えられる上では同格のリミア王国とローレル連邦。しかし実際のところはリミアの方が国力は相当高い。元々頭一つ抜けていたリミアとグリトニアが勇者を得た事で更に力を増し、上位二国と下位二国に分かれているのが現状だった。

　よってローレルは下に見られ扱われる。

「……それでは率直に申し上げます、巫女様を国へお返し下さい」

　王の態度に含むところがあるのか、代表であろう中心の男性が重く口を開く。

「ほう、巫女殿を？　彼女は今リミアに降臨された勇者響殿と共にあり、自らの意思でその戦いに同行しておる。確か貴国では巫女殿の意思は何者にも妨げられず、また妨げてはならないのではなかったか」

　対するリミア王は淡々と答える。内心では、同じ事しか言えないのか、と辟易しながら。巫女の話は今回初めて交わされる話ではなかった。

「貴国を訪れていた巫女様をお救い頂いた事には感謝しております。勇者響殿へも十分な御礼を考えております。我がローレルの技術、望まれるままにお教えする用意もございます」

（よく言う。そう言って全てを詳つまびらかにする気など欠片もないであろうに）

　王はその内心の言葉を全く表情を変えずに呑み込む。

「ふむ、響殿にもその話はしたのだがな。先にも言った通り、響殿は貴国の巫女チヤ殿の力を望まれた。巫女殿もそれを承諾された。考えてもらうまでもなく既に貴国は礼を済まされている。気にせずともよい」

「……ヒューマンの双璧と呼ばれる大国である貴国が他国の重要人物を拉致し、更には危険極まりない戦場に参加させている。これは重大な問題になりかねませぬぞ？」

「これは心外な。虚言をもって巫女殿の現状を歪ませるのは見過ごせぬな。巫女殿は拉致ではなく自らの意思で勇者殿に同行しその力を振るっておる。リミアはグリトニアと並んで魔族との戦争の最前線、当然危険も伴ともなおう。だがそれは巫女殿もご承知の上。いや、言わば後方支援をしている貴国にあって巫女殿は率先して前線で勇者殿を支えておられるのだ。これは貴国にとっても誇るべき事ではないのか？　魔族は我らヒューマンにとって共通の大敵であろう？」

　前線と後方支援、立場の違いを口にして相手を追い詰めるリミアの王。

「しかし、我らにとって巫女様がどれ程に重要か、貴方もよくご存知のはずだ！　常に御命を危険に晒されているなど看過出来るとお思いか！」

　黙っていた脇の女性が立ち上がって王に向かって無礼とも取られかねない語調で発言する。王子が諌いさめようと顔を向けるが、王は目でその先の行動を制する。

「感情的になっては議論は出来ぬ。よく考えよ。今、勇者殿の動向には世界中から注目が集まっている。そんな状況で貴国が一方的に巫女殿の意思を無視して彼女を勇者殿から引き離し国許に連れ帰ってみよ。それが一体世の人にとってどういう行動に映る？　容易に想像できよう？　貴国がどうしてもそうしたいのなら使節を送られよ。巫女殿を間違いなくお渡ししよう。ただし、この件について一切の擁護はせぬ。どうしても不安ならば、そちらから精鋭を送ればよい。間違いなく巫女殿の傍に配置する事を約束しよう。巫女殿が勇者殿と共に在りたいと思っている以上、貴国がすべきは援助であると考えるが」

「リミアは、人質を取るのか」

「止めよ」

　ぼそりと呟かれた怒りの言葉。リミア側が何か発言するまでもなく、中央に座する男性がそれを諌めた。

「今の言葉は忘れよう」

「……感謝します。仰る事はごもっともです。ただ、我々にとって巫女様はかけがえのない大事なお方。このままの状況は両国の関係に悪影響をもたらします。出来る事ならば学園都市に滞在する間に何かしらの進展がある事を願います」

「覚えておこう。この話が良き方向に進む事を我々も望んでいる」

　静かで冷たい、強い意志を感じさせる瞳の中央の男性が立ち上がる。他の連れの者も立ち上がった。彼らの瞳には冷静さよりも憎悪に近い強い光が宿っている。ローレルという国にとって、いかに巫女と呼ばれる存在が大事にされているかがわかる。

　振り向く事もなく彼らは退室する。気配が遠ざかるのを確認した上で王子が口を開いた。

「無礼な態度に侮辱、連邦には正式に抗議しておきましょう」

「必要ない。彼らの言い分も、まあわからないではないからな。予も響殿が帝国に行って戻らねば同じような感情を抱く」

「それは……」

「それに今、他国と険悪な状況を生むのはまずい。帝国への牽制も、我が国が万全でなければ思うようには出来ぬからな。巫女チヤ殿の意思は偽る事なく響殿と共に在る。多少長くかかっても理解を求めるしかあるまいな。状況次第では、巫女に響殿と一緒に一度ローレルに戻ってもらうのも手だな」

　リミアの王は深く息を吐く。

　理想のままに行動し、それが肯定されていってくれるのなら世界もここまで混迷しなかったのではないか。青臭いとは思いながらも王はそう思う。久しく忘れていた想いだが、王国の勇者はどうにもそういった青臭い感情を他人に想起させる存在だった。もしかしたら最良の結果を求める理想が貫き通せるのではないかと、ほのかに思わせてくれる。果たして王国を滅ぼしうる甘い毒か、それとも深く腐り果てたリミアの王政を改革する起爆剤か。

　魔族との戦争と同様に、大国リミアの行く末もまた、大きく動き出してしまっているのだと、壮年の王は直感していた。
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「よいではないかよいではないか～！　気に入ったぞルリアとやら。嫁に来るか!?　よし来い！」

「と、と、と、と、と、巴さ～ん!?　やめて、あぅ、揉まないで下さい～！」

「よっ！　巴姐さん、男前！」

「あん？　バナナマヨディスってんの？」

「エリス、ミルクミルク」

「オイル、オイルが足りねえっす!!　ルリアちゃん熱く燃えるさっきの喉越しもう一杯！」

「……油、そう油！　風味の強い油があればこの鍋は完成するかもしれない！」

「うーん、脂身は細かく刻んでシメの麺に……zzz」

　……。

　その収拾のつかない地獄絵図を個室の入り口から素面しらふの僕が見ている。

　楽しい雰囲気がそうさせたのか、それとも別の何かに起因するのか。一言で言うと従者を含め、僕以外の全員が見事に酒に呑まれた。

　巴や澪、それに識はとりわけアルコールに強くて、普段からうわばみと称するに相応しい飲みっぷりなんだけど。何だって今日に限ってこうなる？

　特に変わった酒は運ばれてきていないはずだし、謎だ。

　もう夜も遅くなってゴテツは食材がなくなりつつあった。残っていたお客もお酒を楽しむ人が主になっていたんだけど、やや閑散とし始めた店でウェイトレスにちょっかいを掛ける人が出始めたんだ。

　個室から飛び出た我がクズノハ商会酔っ払い軍団は、その時店内でよくない雰囲気を出し始めていた一団を速やかに鎮圧した。

　騒ぎを嗅ぎつけた巴を筆頭に、個室から放たれた面々はチンピラを蹴散らして、そこで大人しく去れば格好もつくというのに何と今度は自身が周囲に絡み始めた。地獄絵図の完成だ。

　幸い備品とかはまだ破壊してないけれど放っておけば時間の問題だろう。参ったな。

　そして内心で恐れていた事が起こる。

「ライドウさん、流石にこれは困るよ」

　ゴテツの親父さんだ。だよねー……。僕も多少は酒が入っているが、騒いでいる連中よりはまだまともだ。

［申し訳ない。普段ここまで乱れる事はないんですが］

「他ならぬライドウさんらだから出入り禁止とは言わんけど、そろそろ連れて帰ってくれるか？　これじゃあ店も閉められないし残ってる客も帰れねえからよ」

［了解です。ご馳走様でした］

　幾らかかったか計算が追いつかないので少々、いや結構多めにお金を渡す。

「ライドウさんは必ず現金で払ってくれるから助かるよ。じゃ、急ぎで釣りを持って来るから少し待っててくれ」

［いえ、ご迷惑をおかけしたので取っておいて下さい。でないと次に来る時に心苦しい］

　僕らじゃないとはいえ、机や椅子が幾つか破損しているのが見えた。それにしてもこの光景、見ているだけでカオスだ。

「……んー、そう言われてもウチも随分世話になっているからなあ。そうだ！　次来た時にその分サービスするよ」

［ありがとうございます。それでは今日はありがとうございました］

「あはははは！　それはこっちの台詞だって。まだまだ祭りは続くんだから、買って売って飲んで食って！　また来てくれよ、いつでも待ってるから！」

　親父さんの言葉に癒されながら、僕は症状の軽い奴に声を掛けて撤収を始める。

　明らかに僕よりも体の大きい澪と識を抱えて店を出ると、冷たくなり始めた夜風が心に沁みた。良かった、巴は辛うじて歩けて。ライムに肩を貸してもらって何とか歩いている。いや、あれはお互いにもたれかかっているだけかも。

　これで明日はきちんと起きるんだろうな？

　もしかしたら僕一人だけ普通に起きるとか、勘弁だ。

　一抹の不安を胸に学園祭の初日が終わった。
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「済まないね、用心棒のような事をさせて」

［いえ、お気になさらず。それにこのような場所に私一人で来ても、振舞い方もわからずに困るだけでした。レンブラントさんにお誘い頂けて助かっています］

　事実、彼の半歩後ろに添え物みたいについて回っているだけ。

　ダンスホール（行った事がないから本当にそんな名前かどうかはわからないけど）での正しい作法なんて知らないからなあ。

　学園祭二日目。一日目よりも効率的に店の営業を終えた僕は、約束していたレンブラントさんと待ち合わせをして学園へと訪れていた。今日はこれから半日近く、立食形式の夕食を終えるまで、生徒を対象にした礼法などの評価会なるものが開催される、らしい。生徒の身内や招待されたお客さんに混じって僕も中にいるんだけど、明らかに僕が普段いる場所とは異質な空気を感じる。

　客であるぼくらはただパーティを楽しめばよく、縁者である生徒の動向を見守ったり、誰彼と歓談したりと、開宴の言葉を待つまでもなく好きに振舞っていられる。レンブラントさんも既に同業者数人と挨拶を終えているし、何名かの人から挨拶を受けていた。

　本来の主役である学生は普段受けている講義に応じて様々な立場でこの催しに参加し、その言動を評価されると聞いている。……半日もこんな場所でテストってことだよね。正直、同情するよ。

「リサと二人でこちらに来るとなると、モリスにはツィーゲで商会の業務にあたってもらわないと、問題に対応できなくなってしまうかもしれないからね。君が近くにいてくれるなら心強いよ」

［奥様も無事に回復されたようで何よりです。来年はモリスさんも一緒に来られるとよろしいですね］

　彼とこの場所に来たのは、執事であるモリスさん不在、それによる氏の護衛を兼ねての同伴という体になっていた。でも本当のところは違うだろう。娘達に僕を連れてくるように言われたのが半分、そしてもう半分は僕に取引先を紹介してくれるためじゃないかと思っている。二つ目の理由についてはここに来てから思い至った事だ。

　本当に護衛が必要なら雇えばいいのだし、用事のために奥様が後から来るというのも何だか不自然だ。レンブラントさんは自身が挨拶に行った相手にも、また向こうから挨拶に来た相手にも、折を見て僕の名前とクズノハ商会の名前を紹介してくれていたから。流石に鈍い僕でも彼の意図に気付けるというものだ。

　奥様はきっとパーティが始まってから遅れてレンブラントさんと合流する予定なのだろう。僕もぎこちないながらも各地方で活躍する商人や何名かの貴族に挨拶をした。初見で僕を見る彼らは、ぎょっとしたような驚きの目や、明らかに蔑みを感じる目、レンブラントさんの連れてきた奴隷か何かだと決めている目、色々だったけど立場を説明してもらうにつれて、ある程度の理解をしてもらえたのか、大概の人が握手くらいには応じてくれた。実際、ここでの僕が相当に浮いているのは自覚している。握手、自己紹介まで出来れば上等だと思う。

　亜人なんて一人もいないからな。ヒューマンだけだ。それも誰も彼もが着飾って豪華な格好をしている。色鮮やかなドレスに身を包んだ女性達が場を彩って実に壮観。何せドレスに負けているような容姿の人なんて一人もいない。僕だけが服に負けている状態だった。レンブラントさんが一通り挨拶を終えて奥様と合流したら、僕は大人しく壁際で姉妹の様子でも眺めていよう。

「あなた、遅れてごめんなさい」

　ん、奥様のご到着か。夏にツィーゲでお会いした時にも思ったけど、この人も綺麗なんだよねえ。レンブラントさんが愛人作ってないのも頷ける。外見だけでそう思えるんだから、きっと他も色々凄いんだろう。男女を問わず三十を過ぎてくれば、内面がある程度外にも滲み出てくるものだと思うから。

　高校生くらいの子供を二人も産んだとは思えないスタイル。顔も実年齢に比べれば随分と若い。若く見られる白人ってある意味無敵なんじゃないかと。

　それなりの数のヒューマンを見てきたから、二度目に会う今では少し年齢を考えることも出来る。呪病によるグール状態から回復した姿を初めて見た時には、この人が長女なんじゃないかと思ったくらいだ。

「ああ、リサ。今日は青いドレスにしたのか。よく似合っているよ」

［ご無沙汰しています。長旅の疲れなどは大丈夫ですか？］

　あ。

　しまった。僕もドレスを褒めておくべきだった？　つい普通に対応してしまった。

「ありがとう。折角持ち込んだんだもの。コレ、買ってから着る機会がなくてかわいそうだと思っていたのよ」

　にこやかにレンブラントさんに応じて奥様が体の向きを変えてドレスを見せてくれる。ややタイトな印象の深い青色のドレス。普段は確かに着る機会がなさそうな。でもこういうパーティであれば凄く映える。レンブラント家程の商人家族なら機会がないなんて事もないはずだけどな。

　……あ、グールか。呪病で伏せている間には招待に応じられる訳もなく、また主催者としてもてなすのも無理だ。下手に口にする前に思い出せて良かった。

「ライドウ様、恩人の貴方に主人のお守りをさせてごめんなさいね。娘達も学校でお世話になっているようですし、お願いばかりしているみたいで」

［娘さん達は優秀ですので、お世話という程の事はしておりませんよ。私の方こそ、ツィーゲでは商会の皆がご迷惑をおかけしています］

「主人のお守りは私が代わりますから、ライドウ様はシフとユーノを見てやってください。二人共、きっと喜びます。それから栄養ドリンク、でしたか。差し入れに頂いた飲み物。お陰様で学園都市に着いた時に感じていた疲れが嘘のようになくなりましたわ。ありがとうございます」

［それは良かった。あ、どうやら始まるようですね］

「あら、本当。私、随分とゆっくり来てしまったみたい。恥ずかしいわ」

「そう堅苦しい場でもないよ。気にする事はないさ。では、ライドウ殿。すまないが私達は席の方に移動するよ」

［ごゆっくり。お帰りの頃にまたお声掛け下さい。私はゲストの席におります］

　そう。この会場内には始まってからある程度の席分けというか場所分けがある。

　僕は生徒の身内ではなく、身内の方からお誘いをもらっただけだ。だから扱いとしては彼らとは少し異なる。元々ご夫妻の間に居座って邪魔をする気はなかったから丁度良かった。

　さりげなく腕を絡ませた二人の背を見守る。仲睦まじい。

　夫妻の後ろ姿を見ていて、もう少し自分の身長も伸びないものかと考えたりしながら給仕の子に飲み物をもらって移動する。壁際壁際と。

　途中で何人かレンブラントさんに紹介してもらった人達とすれ違う。軽く会釈しながら通り過ぎていく。彼らは今も挨拶回りなのか、熱心だな。

　僕にとっては薬の普及が商会を経営する上での主な目的になっている部分があるから、これまでこういったロビー活動？　根回し？　人脈作り？　まあそんな類の行為をあまりしてこなかった。不必要かとも思っていたんだけど、やっぱり違うかもしれない。

　新しい場所で商売を始めるならギルドへの挨拶だけじゃなくて周囲の商人や貴族、有力者に個別に関係を持っておくことも円満な商売に有効な方法。確かに一理ある。

　僕自身が築いたコネクションと言えばレンブラントさんと……一応あの準司祭さんもか。いや、あれはまだコネとも言えない気がする。

　商人ギルドの会合に僕が参加したのも数回だし、ギルドが催した懇親会の類もほぼ欠席してきてるし。

　うん、怠けてるな。

　人外路線だと、上位竜二匹と災厄の蜘蛛、話したことがあるってレベルでなら神様一柱。何げに豪華。だけどこの路線だと、敵対者に上位竜一匹と神様（？）一柱もいる。差し引いて残るのは従者の竜一匹と蜘蛛一匹か。いや差し引いていいのかどうかわからないけども。

　もう少し、ヒューマンサイドとも人脈を作るべく努力すべきかもしれない。有力なのは勇者二人とその周囲かな。同じ日本出身者として仲良く出来る可能性もあると思うから。

　あ、今日この場にもリミアやグリトニアからの賓客が来ているんだろうか。ここの学園祭は世界的に有名な行事のようだから勇者が来る事もある、のかな。大学の学園祭に来る芸人でもなし、それはないか。大規模な衝突はこの頃ないとはいえ、魔族との戦争は決着している訳じゃないんだから。

　そんな事を考えながら上を見る。二階席だ。あそこに学園側が招いた各国の来賓がいるとの事。用事があれば下りてくる事もあるが基本的にはあの隔離された場所で国同士の話などしている。下りてきても護衛さん達が大変なだけだろう。今ここで歓談したり踊ったりしている人の中には、二階席から見み初そめられて玉の輿に乗る人もいるのかねえ。

　おお。

　あそこにいるの、レンブラント姉妹だ。それに、あれ？　もしかしてアベリアも参加しているのか。

　化粧とドレス、どちらも物凄いギャップを生む魔法だ。普段駆けずり回っている三人しか見ていないから余計にそう思うんだろうが、化けっぷりが凄い。

　自己紹介をして回る姿を遠目で見守る。いやいや、ここで見ていても同年代とは思えない色気がある。シフは真紅、ユーノはパステルカラーの柔らかい青、アベリアは光沢の強いエメラルドグリーンのドレスに身を包んでいた。意匠もそれぞれ違っているようだ。シフは肩まで布地があって足元近くまでドレスが伸びている、大人しい、いや落ち着いた感じ。ユーノは肩を見事に露出していて、ここからだとよく見えないけれど膝が隠れるか隠れないかくらいの短い丈のもの。結構大胆だ。アベリアはホルターネックで体のラインを綺麗に出すタイプ。三人ともドレスに負けないだけの笑顔で周囲と歓談している。

　ああいうのもソツなくこなすんだよな、ここの学生は。大したものだと思う。アベリアなんて奨学生で、生まれは普通の家庭だったらしいからここに来て身に付けたんだろうし。ジンと喧嘩交じりに戦闘指揮をしている時の彼女の面影は全く感じられない。

　遠くから見ていて良かったな。いきなり近くであの三人に近付いてこられたら照れて挙動不審になりそう。レンブラントさんはもっと近くで姉妹を見ているんだろうね、締まりのなくなった表情が目に浮かぶ。ついでに言い寄ろうとする男に凶悪な殺気も放っていそうだ。身内の目が集まるあの環境でそんな猛も者さがいればの話だけどね。僕には考えられないけど、学生が結婚していたり、先生に打算でプロポーズしたりするこの学園だと、それもないとは言えない。

　う、気付いたみたいだ。流石に距離があるからか近寄っては来ない。手を振ったりもされなかった。マナーが色々あるんだろう。代わりに三人から揃った笑顔を向けられた。手を振るのはまずいかもしれないと思ったので肩よりも少し高い位置に手を上げて僕も笑顔で応じる。彼女達のように自然に満面の笑みを浮かべる事は出来ず、ぎこちないものになった。はぁ、少しこっちの方も勉強しないとなあ。

　しばらく特に何を思う事もなくレンブラント姉妹とアベリアの様子を眺めて時間を過ごしていると、ＢＧＭが変わった。これまでホールに流れていた耳障りではない音楽から、動きや流れを感じるものに。ああ、ダンスの伴奏だとこんな感じなのかな。

　音楽再生機器はないようだから、これは室内楽団による演奏という事になる。生演奏、そう考えると贅沢だ。

　案の定、ダンスが始まった。踊れない僕にはあまり関係はない。むしろ、夕食を待つまでもなく、酒の肴ではない食べ物が欲しい。ダンスを見ていても優劣なんて殆どわからないからなあ。花より団子。綺麗な人を見ていてもお腹は膨れないんだよ。

　そうだ、万が一ダンスに誘われても断るのが大変かもしれない。万が一程にも可能性はないかもしれないけど。

　もう少し静かな壁際を目指して移動しておこうかな。

　あれ、なんだろう。

　二階席を見ながら、壁にもたれて微炭酸の甘い酒を口にしていた僕。周りにも休憩なのか同じような人がそれなりにいる。

　特に問題はない（と思う）光景。なのに右手が騒がしい。

　不自然な人の塊が近づいてくる。

　はて、もしかして僕に客？　いや、こんな注目を集めるような知り合いは……。

　っ!?

　まさかルトか!?

　今日は約束してないはずだぞ！　それに正直、今日はあいつに会う覚悟が出来てないぞ!?

　情けなくも混乱をきたす。

　逃げようかと壁にもたれた腰を浮かせたその時。

「ライドウ様でございますね？　少々お話をさせて下さいませんか」

　誰？

　物々しい護衛を引き連れた状況で口を開いたのは、見たこともない一見大人しそうな女性だった。
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　ひーふー……。

　魔族が三人か。どこの国のお偉いさんかはわからないけど、自分の護衛に魔族が紛れ込むようじゃ危ないなあ。

　突然話しかけてきた女性が引き連れてきた、大人しめの武装をした護衛を見てそう思う。以前この街で会った魔将ロナさんのヒューマンへの偽装。恐らく魔術なんだろうけど、それと同じような術を使ってヒューマンに紛れ込んでいる魔族が三人いた。視覚に作用しているのか認識に作用しているのかは教えてくれなかったけど、どちらにせよ僕には効かない。今回もばっちり見えてるし。

　見た目がまるで違うから丸わかりなんだよな。肌の色ってはっきり違い出るし。

「ここなら人目も気にせず済みそうですね」

「……」

　当の女性は、護衛に魔族が交じっていることに気付いてないみたいだ。もし承知の上で使っているなんて事なら、少なくともこんな火種が満載の国際行事には同行させないと思う。ガソリン浴びてキャンプファイヤーに参加するようなものだ。

　この世界では見た目であまり年齢を測れないから、こうして僕をパーティのメイン会場から連れ出した目の前の女性が、実際どのくらいの年齢でどんな立場にいるかなんて全く想像もつかない。重要人物なのは周囲の雰囲気で何となくわかる。

　さっきまでいたホールで奏でられていた音楽が微かに漏れ聞こえるサロンのような場所の一角。無人の空間に彼女と僕、それに護衛の皆さんが収まる。

「貴方達は少し外して。そうね、ここに入って来ようとする人がいたら遠慮してもらうように伝えてもらえるかしら。あの辺りで」

　そう言ってこのサロンへの入口辺りを指差す女性。不健康に見える程の真っ白な肌、掴むことも躊躇ためらうような細い手足。どんな人だったか聞かれたら間違いなく体の弱そうな人、と答えるな。あと、妙に懐かしさを感じる。初めて会うはずなんだけど……。

［申し訳ありません。先ほどから考えているのですが、どうしても貴女に見覚えがありません。以前どこかでお会いしたでしょうか？］

　行事で講師が騒ぎを起こしたとなると問題だし、穏便に済ませようとここまでついては来た。でも向こうは僕のことを知っている様子なのに僕の方には覚えがない。気持ちが悪い。クズノハ商会のライドウとして一方的に知っているだけなのか。それとも、何か別口で僕を知る理由がある人なのか。人払いをして話をしたい程度には用事があるんだろうけどさ。

「筆談、ああ、いえ私達は初対面ですよライドウ様。貴方に興味があってこうしてお誘いしただけのこと。護衛がいると仰々しくなってしまうのは申し訳ないのですけれど、これも立場ゆえに仕方なき事と許してくださいませ」

　一言、それだけで筆談を納得ね。

　思っている以上に僕の情報はそこら中に漏れているんだろう。商会方面で伝わっているのなら嬉しい限りなんだけど。

［では、その興味について伺う前にお立場とお名前を教えて頂けますか。こうして向かい合う相手の名前も知らないというのは少々不自然かと思いますが］

「……そうですね。私はローレル連邦で巫女様とカムロのお世話をさせて頂いております者の一人で、サイリツと申します。我がローレル連邦について、ライドウ様は何かご存知かしら？」

　ミコに、カムロ……。

　確かローレルで非常に親しまれている存在、だったはず。巫女は国民の精神的な支柱、カムロはその候補だったかな。カムロなんていうと僕の頭だと、禿かむろと書いて遊女の見習いって感じなんだけどね。こちらでは大分扱いが違う様子。果ては花魁おいらんや太夫たゆうではなく、帝みかどを目指すという訳だ。印象違うよね。

　で、ローレルと言うと……。

［実は訪れた事がなく、多くは存じませんが。三つの国が一つになった連邦国家で、巫女と呼ばれる強い力を持つ女性が複数の上位精霊と対話を行えるんだとか。巫女が政治上でも発言力を得ているためにローレルにおいては相当な地位にあると聞いています。また精霊との距離が近いため、女神よりも精霊に強い信仰を抱く傾向もあると。あと私が存じている事は……独特な文化を発展させていて技術力にも優れるといった点でしょうか］

　ローレルは幾つもの独自技術を持っている事で有名だ。宗教は精霊を重んじるとは言っても、結局は女神信仰に帰結するんだろうからあまり詳しく学んでない。

　技術力が高く、巫女という象徴がいる国。僕の印象ではその程度だな。

「……驚きました。よくご存知で。勉強していらっしゃるんですね。いずれは我が国にも出店を考えておいでで？」

［もちろん、許される事でしたらいずれ。まだまだ始めたばかりの商売ですが、夢は大きく持っておりますので］

「そう、その時は私に一言連絡を下さいませ。お力になりますわ」

［ありがとうございます］

　会話が止まる。にっこりと笑って僕への協力を約束してくれた女性は、温和な笑顔ながら細い目で僕を見定めるように見つめている。値踏みされているみたいな感じだな。彼女は僕の外見など気にもしていない風に見せて、探れるものは何でも探る、といった感じで全身くまなく観察されているように思えてしまう。

　ローレル連邦。

　四大国の一つで僕が訪れた事のない国。他の三国と違って連邦、つまり複数の勢力が一つにまとまって国を成している。三つの小国が時の巫女の名の下に集まったのが起こりなんだそうな。地図上の場所でいうと僕らの通ってきた黄金街道の南側、瀬戸内海の代わりに高い山脈が連なる山岳地帯を抜けた先にある。四国だと思えば問題ない。

　他にはない特有の文化を持つらしいんだけど、お国柄が閉鎖的なのか、あまり他国に情報が流れてこない。だから余計に独自の技術と巫女の存在が目立つんだ。

　文化、巫女、高い技術力。特徴だけ聞いていると日本に似ている気もしてくる。

　三つの国が集まっているためか人種としては統一されてない多民族国家。肌も髪も結構バラバラで気にする人も少ないようだ。情報が今ひとつ少ないのが玉に瑕だけど、一度行ってみたい国ではある。

　っと。今の問題はそこじゃなかった。何で興味を持たれたのか、だった。僕か店か。まずそこが気になる。

「でも不思議な事もあるものですわね」

　女性から切り出してきた。ニコニコした表情は何を考えているのか読ませない。

［と言いますと？］

「ローレル連邦など行ったこともないと仰る貴方が、どういう訳か私達が秘して一部にのみ伝えてきたあるものを使っておられる」

　あるもの？　使う？　ローレルは高い技術力を持つ、という事はもしかしてエルドワ絡み？

「クズノハ商会、店名を記した看板には二つの文字が刻まれていますね」

　ああ、そりゃあ木製の看板に漢字入れたけど。

「あれは賢人文字。四大国、いえこの世界において我々ローレルの一部の人物しか知らぬはずの文字です。どうしてそれが、貴方の店の屋号に使われているのでしょうね」

　ケンジンモジってあなた。あれは漢字であって僕ら日本人にとっては母国語……。

［あれは私が幼い頃から使っている文字の一つです。不思議な事もあるものですね。私は果ての荒野から出てきたのですが、貴国でその文字を知る方が果ての荒野に来られてその文字を伝えたのではないでしょうか？　正確に全ての文字を知っている訳ではありませんよ。賢人文字という名も初めて伺いました］

　こっちに落ちた異世界人が何かやらかして漢字が変な風に伝わっているのかも。でも僕には必殺の便利ワードである荒野がある。あの地域から来たと言えばこれまでの経験上、大抵の事は解決する。ある意味荒野のおかげで助かってるね、僕は。

「面白いご意見です。でも有り得ません。賢人文字を知る立場にある人物が国外に行った場合、その情報はすべて記録に残されます。該当する人物の中で過去、荒野に旅立った方は一人もおられません」

　なに!?　初めて突っ込まれた。それに記録だって？　この色々と杜撰な世界でよくそんなものを自信を持てるくらい正確につけていたものだ。

　ならば次の手。

［ですが実際に私はその文字を知っていて使っております。ならば、貴国で消息不明になられたどなたかが、荒野に足を踏み入れたのでございましょう。物事は事実から優先しなければなりません。事実がある以上、どなたかがその文字を伝えたのですよ］

「確かに。事実はきちんと認めなければなりませんね。貴方が仰った通り、賢人文字が荒野に伝えられたのかもしれません。でも私は少し違う考えを持っているのです」

［お聞きしましょう］

「賢人文字はその名の通り賢人が用いた文字。即すなわち賢人ならばその文字を元々知っていたとしてもおかしくはありません」

　ケンジンってもしかして賢者とかの意味か。つまり賢人って事ね。

［それは私を買い被り過ぎというものです。私は賢人などと呼ばれる程賢くありません。俗物ですよ、ただの商い人の一人に過ぎません］

「……ライドウ様。賢人は、賢者を指す言葉とは少し違います。賢人とは有り得ぬ知識を持つその方々を敬い、我々がそう呼んだだけの名」

　あれ、何か雲行きが怪しい？

［意味が、よくわかりませんが］

「賢人とは、この世界の者ですらないどこか遠き場所から参られた異邦の方々の総称。私の考え、それは貴方もまた賢人様ではないのかというものです。いかが？」

　賢人、異世界人の事か。また面倒な名前をつけたもんだね。閉鎖的な国の細部なんて書物からじゃわからないし、わからなかったのはまあ仕方ないね。

　漢字が、賢人文字ね。あんな屋号、いずれクチコミで勇者に伝わったらその時に話のタネにでもすればいいかと特に重くも考えてなかった。まさか、既に漢字が存在していて、しかも結構な機密になっているなんて思わないじゃないか。漢字は独特の文字だとは思うけど、それ自体が機密になるような価値あるものでもないはずだからさ。だって所詮は文字だ。既に世界の多くの場所で使われている共通語と数字が存在する以上、そこまでの価値があるとも思えない。

　とにかく。今は僕が賢人だと疑われているって訳か。疑いも何もそれで正解、だけど。

　どうする。認めるか恍とぼけるか。この女性の目的がわからない以上は、恍ける方が無難な気はする。

「あら、お答えがなくなりました。それとですね、貴方が賢人様ではないかと思う理由は他にもあるんです。それはお名前。私の名はサイリツと名乗りましたが、正確な表記ではこう書くんです」

　沈黙を保つ（実際は対応を迷っているだけの）僕を急がせるでもなく、サイリツと名乗った女性は向かい合った場所から腰を上げ、僕の隣に来てテーブルに指を走らせる。

　細い指が彩と律の漢字を机上に書き出す。実際にはインクを使っていないから指の軌跡がそうなっただけだ。「彩律」ね。日本よりも中国とかにありそうな名前だ。

「そして家名はこうです。無用な説明でしょうが、カハラと読みます。カハラサイリツ、それが私のフルネームです。ローレルでは賢人様達は大変慕われており、民の多くが彼らと同じような韻の名を持つに至っています。名付けなどは精霊を奉る神殿、我々はヤシロと呼んでおりますが、そこに子を生なした親が出向いて神官に頼むことが多いのです。幾つかその子に相応しい候補を示し、二ふた親おやが決めるのが。その際、宛てられた賢人文字は知らされる事はなく、音のみが共通語で伝えられる訳です」

　華、それから原。華原か。で、華原彩律さん。読みまで家名から始まるのか。殆ど日本のソレだな。彩律って名前はちょっと女性っぽくないかなと思うくらい。漢字自体は広く普及はしていないから名前をつける時は神殿の関係者、社やしろとか言っていたから神主さんみたいな人にその知恵を借りて候補を出してもらう、のかな。精霊と女神に仕える身だというのに、ローレルの神官さんは漢字も勉強させられるのか？　ごく一部って言っていたから違うのかもしれないが大変だろうな。

「賢人の皆様のお名前がそのまま名付けられる事もございます。それだけ方かた々がたが尊敬と親しみを集める存在である証明でもあるのですが、ライドウ様というお名前も、どこか韻といい、我が国の名前に似ていると思うのですが？」

　……。

「それにお顔立ちもです。賢人様は我々ヒューマンとは限りなく近い別の種の方々であると考えられています。見てくれよりも中身を重視する賢人様には外見の美しさを持たぬ方も多く見えたと記録があります」

　おいおい。本当か。異世界人と触れ合っている国があったのか。閉鎖的なのはそれが理由か!?　内密にするとか、ずるいぞローレル。技術力もひょっとして僕らの世界から概念を伝えられた結果？　ヒューマンと人間が別の種だって認識している辺り、結構真実らしく聞こえる。別に中身を重視したから見た目がどうとかじゃないのは置いておくとして。

［そのような重要なお話、私如きにされてよろしいのですか。私はその、賢人という方ではないのですが］

「ライドウ様は我々を誤解なさっていませんか。私達は不幸な賢人様達がこの世界で不当な差別を受けずに済むように保護したいと考えております」

　不幸な、か。ルトに聞いた話だと、僕らの世界からここに来た人は、その殆どが事故によってやって来たと言っていた。色々知っているようだ。

「今はよいかもしれませんが、いずれ貴方の身にも面倒事は起きましょう。ローレルならば貴方を歓迎する事ができます。出来うる限りの事はさせて頂くつもりですが」

［困りました。やはり私には貴方に保護される理由はないようです。もしも賢人様を私がお見かけする事があれば貴国へ行く事を勧めますよ］

「……信用はしてもらえないようですね。わかりました、今はここまでに致します。急いでもいい事はなさそうですから」

　僕の態度が硬くなった事を鋭く嗅ぎつけたのか、それともこれ以上は進展させられないと思ったのか、彩律さんは意外にも簡単に引いた。

「そうだ、最後にライドウ様のご意見を聞きたい事があるのですが、よろしいですか？」

［私などの意見でよろしければ］

「此こ度たび女神様が遣わされた二名の勇者様、我々はあの方々も賢人様ではないかと考えております。ライドウ様は、勇者様をどう思われますか？」

［答えようのない質問です。申し訳ありませんが、私の意見ではお役に立ちそうもない。彼らと面識もない私には、どう思うも何もありません］

　僕の答えに何か不満を述べるでもなく彩律さんは静かに席を立った。一礼すると背を向けてサロンの入口に向かって歩いていく。

「そうですか。ああ、そうそう」

　緊張からの解放で一つ大きく息を吐いた僕に、振り返った彩律さんから声が掛けられた。僕の返答を待たずに彼女は続けた。

「ライドウ様のお店の看板、素敵ですね。薬を示す『葛』の字に、植物の葉を表す『葉』の文字。本来の得手はお薬ですか？」

［葛は植物の名ですよ。薬を示す字じゃない。薬を世に広めたいというのは間違っていませんが］

「……やはり賢人文字にお詳しい。国に戻る前に是非またお会いしたいですわ。では失礼致します」

　あ。何だろう、何か負けた気がするな。

　彼女を見送った僕に、一人きりでサロンにいる理由はない。

　にしてもだ。学園祭はまだ二日目だってのにこれか。

　アイオンはツィーゲにいた頃も大した接触がなかったからともかく、リミアとグリトニア辺りとはその内なーんかあるんじゃないかと疑ってしまうな。リミアは王様直々に、グリトニアも皇女様の一人がロッツガルドに来ているようだし……。

　少なくとも良い予感はしてない。

　漠然とした不安を抱きながら、僕はダンス会場に戻るために腰を上げた。

　盛況の学園祭は、始まったばかりだ。
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　　　亜空移住最終面談






　亜空。霧の都市。

　どこにあるのか定かではない、誰も詳細を知らない場所。主であるとされている深澄真にさえそれは把握出来ていない。真か、側近の従者が作り出す門を介してのみ辿り着ける広大な世界である。

　現在は荒野から移り住んだ何種かの種族が生活しており、各々の集落の他、中心となる一つの都市が建築中である。

　しかし広大な亜空に対して住人の数は総勢で千人にも満たないのだから、あまりに少ない。原因は様々だ。真が出す条件に適わなかったり、従者の目に適わなかったり、誘った種族が移住を望まなかったり。

　真は亜空の住人を増やしても問題ないと判断して荒野を中心に勧誘のために人を放ったが、彼のところまで移住希望の報告が上がるケースはなかなかなかった。数件の適合はあったが、これまでに移住に至った事はない。亜空の人手不足は慢性化しつつあった。

　近頃では学園都市での活動が忙しくなっている真を案じ、第一号の移住種族であるハイランドオークの女性エマが、ある程度の具体案が見えるまでは先方にも了承を得た上で彼女のところで事案を留めるようにしていた。亜空での状況や各種の報告を取りまとめて真や従者に報告を行う有能な秘書でもあるエマは、人手不足を理解しながらも移住を求める一件一件の事案をその都度真に報告する事を申し訳なく思っていたのだ。だから真に時間が出来た時に最終面談まで進んだ種族と会ってもらうつもりでいた。

　真に時間が出来た時。それがまさに今日だった。学園都市での活動が夏休み（エマにはよくわからない言葉だったが）のために穏やかになり、真が亜空にいる時間が多くなったのだ。しかも何か修練だとかで一日中いる事もある。好機だった。エマは真に移住を求める種族がいる事を伝え、面談の時間を作ってもらった。従者である巴、澪、識については既に返答をもらっている件ばかりである。後は真が頷きさえすれば移住が決まる。そんな事案が合わせて三件。

　しばらく報告を控えた割に三件とはそれほど多くない。だが亜空に移住する事への魅力がないのではない。興味を持たれる事自体は非常に多いのだが、様々な理由により殆どが途中で破談になるのだ。

　亜空は意図的に冒険者を迷い込ませている。これは真が発案して巴も了承した事だが、これのせいで荒野の入り口近くに棲まう種族の多くが移住候補から外れる。

　というのも、ヒューマンとの戦闘が多いため、そのあたりに棲む魔獣や亜人、それに獣人はヒューマンへの敵意が非常に強い。故に亜空に冒険者がいるとなると、たとえそれが隔離された場所であっても、彼らに敵意を抱く可能性の高い種族は除外すべきではないかとエマは考えていた。問題は芽さえ生えないに越した事はないのだから。

　初期の頃は彼らにも話を持ちかけたりしたが、全て破談に終わっている。

　荒野の奥の方はどうか。探索に向かう人手が必要になる反面、ヒューマンへの敵意は薄れていく傾向が強い。そこまで到達するヒューマンがいない訳ではないが実力者揃いの上、そのような地域に棲む種族は、強者による略奪の論理を至極当然に受け入れている場合が多いためだ。

　よって勧誘の話自体、大体この辺りの種族から始まる。ツィーゲからそれほど離れていない森に棲む森鬼は非常に稀有なケースだったといえるだろう。もっとも、彼らは歴戦の猛者である屈強なミスティオリザードでも青ざめる酷な修練を強要されている上に、完全な移住でもないのが現状だが。

　この段階から真の従者である巴達による選考も並行して始まる。通常調査されるのは食生活を含めた種族としての在り方、社交性の有無、特殊能力など。従者による選考基準は澪の場合は直感、巴はキワモノをよく選び、識は能力中心に無難に選考する。つまり澪に何となく許容されるか、巴好みのピーキーな面を有するか、識が認めるだけの最低限の能力を保有していると選考に通るのだ。従者の選考は三人の内の誰か一人が担当するため運も絡むが、総じて滅茶苦茶に厳しい。

　その後、移住の話をその種族に持ちかける。

　三名の目に適っても先方が断る事もあり、こうした場合に真が無理強いを望まないためになかなか最終面談まで進まない。これが亜空の人手不足を招いていた。誰でもいい訳ではないのは調査に関わった誰もがわかっている。少なからず尊敬出来る面を持つ種族でなければ、先住民達と上手くやっていけるかどうか。移住後に問題が生じては元も子もない。

　今回エマの手元にある三件は、彼女の経験からするとそれなりに期待出来る優良株に見える。多少の問題も見られるが、もしかしたら三件ともに移住決定となるかもしれない。彼女自身が調査に加わってはいないので、各種族については書面でしか知りようがなかったが、少なくとも書面上からはそう読み取れた。

　移住成立ともなればまた忙しくなるが、それはエマにとって嬉しい忙しさだ。仲間が増えるのだから。それぞれの種族で子も生まれ、多少の変化はある亜空だったが、やはり新たな種族の入居による変化には比べられない。




「失礼します」

「あ、エマ。おはよう。今日は面談だったよね。今から？」

「おはようございます。既に三種族とも代表の方をこちらに招いております。真様のご都合がよろしければ、これから始めたいと思うのですが」

　砕けた言葉で話しかけてくる真にエマも微笑んで答える。真は何度言っても丁寧に話しかけてくるので、以前、主として振舞って欲しいとお願いした事がある。今ではきちんと、といっても友人に話しかけるような調子ではあるが、主らしくエマに接してくれる。ゴールではないが彼女にとって喜ばしい変化だった。

「あれ、こっちから出向くんじゃないんだね。呼びつけるなんて偉そう──」

「真様。話はこちらが持ちかけたものであっても、移住は彼らも望んでいることなのです。ですから代表がこちらに出向くのは当たり前です」

　エマにとって真は、彼女の種族ハイランドオークを救った救世主である。その上豊かで広大な世界に招いてくれた、言ってしまえば神に近い存在。いかに彼の性格とはいえ、低姿勢に過ぎる態度がエマには面白くない時もある。生まれ持ったものなのだから仕方ないと本人から説明されるが、理解は出来ても納得は出来なかった。もっと尊大でもよいとさえ思っている。真には相当難しい相談かもしれないが。

「エマ、何か怖いんだけど？　そっか、もう来てるんだ。巴が呼んでくれたのか」

「いえ、コモエ様が門作りの練習のついでにやってくださいました」

「コモエちゃん、もうそんな事まで出来るんだ。識、ようやく出来るようになったって言うのに、またへこみそうだなあ」

「巴様のお子様みたいな方ですから。それではお部屋を移って頂けますか？」

「わかった。三件だったね。資料は見せてくれるの？」

「はい、こちらに。どうぞご覧下さい」

　エマは脇に抱いていた書類を真に渡す。そして扉を開けて真を促し、面談を行う部屋へと案内するために先を進んだ。真の左前方を一定の間隔で歩くエマ。

　静かだった。廊下には真が歩きながら捲めくる紙の音だけがわずかにする。真の部屋のある場所自体、平和な亜空とはいってもそれなりの警備がされている区画だ。真が移動すると前もってわかっている今日みたいな日は、彼の邪魔にならないよう姿を見せない配慮がされていた。真はあまり気にしないので、今日は人が少ないな、くらいにしか思っていなさそうだが。

「へえ。今回は結構数がいる種族なんだね。全員移住したら……千人超える、いや流石に超えないか。巴のいたお山よりも奥地にいるのにこれだけの規模で生活しているなんて大したもんだ」

「奥といっても部分的に豊かな場所もございます。三番目に面談する種族などはそのケースですね。どうしても、あそこでは豊かな場所が奪い合いになりますし、それも少しずつ減っていってしまいます。移住を最も積極的に望んでいるのも彼らです」

「なるほど。砂漠のオアシスみたいなものか。みんな実力で村を守っている訳か」

「結果としてはそうですね。最初に会ってもらうのは能力の関係で棲む場所が特殊です。もう一つの種族も種族の特性で外敵を寄せ付けません。どちらも戦闘力が高く、社交性についても一応問題ありません」

「……確かに。でも平地での生活も了承しているんだ。ふふ、会うのが結構楽しみになってきた」

「こちらの部屋です真様。本来なら謁見の構図を取りたかったのですが、ご要望がありましたのでテーブルをご用意してあります。どうか発言にはご注意下さいませ」

　扉の両脇にミスティオリザードが並び立つ部屋の前に到着する二人。真の接近に合わせて、元々隙を感じさせなかった二人のリザードの雰囲気がさらに引き締まったようにエマには感じられた。

　この亜空にあって、真に直接関われる仕事はあまり多くない。今回の護衛兼門番に抜擢されたこの二人は相当に緊張しているのだろうと、彼女は口元に笑みを浮かべて想像した。ちなみに何故か真の邸宅（というよりは最近城ではないかと真は疑い始めている）には謁見の間のような豪奢で広い空間が用意されていた。そこを使うとエマから報告された真は慌ててテーブルのある、普通の部屋にして欲しいと変更させた。言うべきじゃなかった、とか小さくエマが呟いたのを真は聞き逃していない。

　部屋の中にはテーブルに椅子。相変わらず見事な細工が施された木製で、エルダードワーフ作だ。窓を開けて外の空気を入れているため、使用していない部屋独特の篭った空気はない。二対の椅子が用意されているのを見た真が、今日会う種族の代表者は二人ずついるのだなと予測した。

「腰掛けてお待ち下さい。私が先方をお連れしますので」

　エマは真に着席を促すと座った彼を確認して部屋を出て行く。二人のリザードに相手を連れてくるよう伝え、少し離れた隣の部屋へと歩を進めた。

　一方真は、彼女と代表者を待ちながら最初に会う種族の資料を見ていた。当然、彼は界を使用して周囲を把握している。エマがどの部屋に向かったかもわかっているし、そこに二名の客人がいる事も理解していた。こちらに向かって来たら書類を伏せ、立って出迎える気でいる。エマは、それを阻止したくて着席して待っていて下さいとお願いしたつもりだったが、まるで理解されていない。

（最初に会うのは、翼人って種族か。まあ、飛ぶんだろうな。資料を見る限り、相当な高地で生活していたみたいだ。鳥の翼なのかな、それとも昆虫系なのかな。あ、書いてある。背に鳥の翼か蝙蝠こうもりの翼を持つ、か。どっちも同じ種族なんだ。混ざったりしないでどちらかを持って生まれると。この人たち身分社会なんだ。ん～大丈夫かな、ここで身分がどうとか言われても困るぞ？　基本的には種族間に上下はないんだし）

　資料の一部を見て真は不安を覚えた。だが、これは彼の読み違いともいえた。翼人は鳥の翼か蝙蝠の翼を持って生まれてくる。その違いは単にその子の力の違いからだ。それによって彼らは能力に応じた仕事を割り振り、荒野に存在する種族としてはかなり大きい、三百人ほどのコミュニティを維持している。当然強い者には重要な仕事や大きい権利が与えられているが、同様に危険も付きまとう。真の想像するような身分社会とは少し違っていた。彼が想像したのは平民と奴隷のような悪い印象に満ちた差別的なイメージだ。

（とにかく会ってみない事には始まらないか。あまりにも酷いようならごめんなさい、だな）

　三人がこちらに近付いてくるのを真は察して想像を一旦止める。立ち上がって扉が開くのを待った。

　程なく開かれた扉。人と同じくらいの身長で背に畳んだ翼をつけた二人と、主の様子に小さく嘆息するエマの姿が、真の目に映る。二人の翼人は浅黒い肌をしていてどこか森鬼を思い起こさせた。

「はじめまして、ようこそ亜空へ。僕は真といいます。ここの、一応領主のような立場ですね」

　テーブルに近付いた三名を前に、真が先に自己紹介した。再びエマが息を吐く。彼女からすれば、私の世界によく来たな、くらいの事は言って欲しかったのかもしれない。翼人も真の様子に面食らっているようだった。彼らは事前に識の面接を受けている。その重厚な威圧を一身に受けていただけに、その上にいるはずの目の前の男性の様子がすぐには理解出来なかった。

「……あれ？　あ、どうぞまずはお座り下さい」

　自分が座ってから、固まっている相手にも着席を勧める。

（お二方とも、白い蝙蝠の翼か。一番身分の高い人が来たんだなあ）

　少し間違えた理解のまま翼人を観察する真。翼人は鳥類の翼と蝙蝠の翼の他に翼の色にも違いがある。白と黒。つまり四種類の翼が存在する。一番上位にいるのが白い蝙蝠の翼、次が白い鳥の翼、そして黒の蝙蝠の翼、黒の鳥の翼、と続く。

「……はじめまして。この度は素晴らしい土地への移住を勧めて下さりありがとうございます。翼人の長を務めますカクンと申します。こちらは私の補佐で、ショナ」

「はじめまして真様。お見知りおき下さいませ」

　真と向かい合うように着席する翼人。男性と女性。長と名乗ったのが男性、自分では名乗らずに挨拶したのが女性だった。

　エマがややキツい表情で、真の隣に最後に着席する。

「亜空に移住を望まれていると報告を受けています。それを前提に幾つか質問をさせてもらいますがよろしいですか？」

「勿論です」

「良かった。そちらからの質問はあとでお聞きしますので。ではまず……」

　真は翼人との面談を始めた。横にいるエマがあとで態度を注意しようと決心している事には全く気付かずに。





　　　　◇◆◇◆◇






「我らの事はよく理解して下さったようだが、あの方が本当にこの土地の王なのか？　随分と砕けた様子だが……」

「ええ、ですが話が上手く進みすぎているように思えてなりません。後日、戦闘能力を確かめるとエマさんから聞いていますから、それまでは油断せず、ここの視察をすべきかと」

「わかっているよ、ショナ。だが、我が種族に力を目的として近付いてきたのかと思えば、審査されているのは種族としての態度のように思えて全く不思議でならん。真様が合格と言った後に、エマ殿が戦闘能力のテストがと付け足した時、真様は確かに、そんなもの必要ないのにと言っていた。これだけの土地に住んでいいという割に提示された条件は明らかに釣り合わんし……。これで何の裏もないなら俺はとんでもない空回りをしていることになるな」

「実際、破格ですもの。誰とも奪い合わずにこれだけの場所に住めるなんて。私が見たところ、真様は悪意を持ってこの話に臨んでいる雰囲気はないけど、そうやって疑うのも貴方の大事な仕事だと思うわよ。さ、外に出て色々案内してもらいましょ」

　部屋を出ると、エマが用意した案内役のオークを待ちながら、翼人の族長とその補佐は真との面談の感想を漏らす。

　面談の結果は合格。それはもう拍子抜けする程簡単に。

　どれだけの条件を出されて何を求められているのか、思いつく限りの質問をぶつけてみても返答は彼らの予想をよい方に裏切るものが多かった。何より驚いたのは、独立性をかなり認めてくれるところだった。翼人としては、今回の好条件での移住の対価にそれなりの覚悟をしていた。例えば、先住の種族への上納のようなものであったり、民の八割程度（彼らのコミュニティでの年代で考えると老人と子供を除くほぼ全て）を労働力として提供する事だったり、さらに誰もが避けたがるきつく厳しい労働の分担など。隷従の一歩手前までの扱いを移住先の環境によっては受け入れるつもりだったのだ。

　そして実際亜空という場所は彼らにとってそれだけの魅力がある土地に見えた。衣食住の全てを満たされ、その上でこれまで手に入らなかった様々な物品を対等な交易で入手出来る。さらに希望者に学習の機会が与えられ、兵士には高レベルな訓練を約束してくれる。

　エマから概要を聞いた段階で話の一割も実現すればと疑っていた事が、真によって完全に肯定された。カクンとショナが思わず目を点にして口を呆ほうけたように開いたのも全く不思議な事ではない。

「うむ。しかし、先住の民と身分の差もなく能力に応じた仕事を、とは……」

「これから実際に見ていく内に実情もわかるんじゃないかしら？　雰囲気から把握できる情報も馬鹿にならないわよ？」

「確かに、な。まず己の目で見て確かめる。その通りだ」

　本当にそんな未来が訪れるのか。未だ半信半疑の二人は亜空を知る内に更に驚愕を覚えていく事になる。

　翼人三百余名。合格。五日後に移住。
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「ではその目隠しを外してくれますか」

　真の言葉に、対面に座る二人の女性が大きく身を震わせる。

　合わせてエマも少し震えたのだが、彼女の方は真に目配せされてすぐに平静を取り戻した。動揺した事を恥じるように下を向く。

「しかし、今説明しましたが、私達の瞳には問題があるのです」

「真様を害する意図の有無に関係なく、効果を発揮してしまいます」

　複雑な紋様が描かれた布で両目を隠した二人の女性。先ほど真が面談した翼人は細身だったが、彼女達は良い意味で肉感的な体つきをしていた。ギリシャ神話に登場するニンフが身に付けているような布を纏っていて、意外と露出も多い格好だ。小さく「服じゃなくて布じゃん」と呟いて真が赤面する、そんな服だった。

　ゴルゴン。真にはメデューサといった方がわかりやすかったかもしれない。その瞳で見つめた者を石化させる特徴的な種族特性を持っている。その能力ゆえ滅ぶ事なく、荒野でひとまずの安住を得ている種族だった。

　外見はヒューマンに限りなく近いが、感情に反応してか、髪が動く。彼女たちの髪はその気になればかなりの高度と変幻性を併せ持った立派な武器になっている。

　彼女達は生まれついての石化の力をコントロール出来ず、常時オンの状態だ。同種間では発動しない能力だが、他種相手には容赦なく発動する。最早呪いのような能力である。特殊な仕様の目隠しをする事で何とか他者への能力発動を制限していた。

　荒野に住まうのも、引きこもった結果。それも少しずつ奥に向かって移り住んでいる。石化で不要な犠牲者を出さないために自らそうしているのだ。事情は他にもあるのだろうが、真は少なくともそう考え、優しい種族だと感じた。

　今回移住に興味を持ったのは、自らの能力に対しての制限をもう少し緩やかに出来るかもしれない希望と、種族が抱える、ある問題からだった。

　彼女達、と表現したが、ゴルゴンは女性しかいない種族である。つまり繁殖するために男性を別に必要とする。大抵の種族の精を受精出来る代わりに、生まれる子はすべてゴルゴンになる不思議種族だった。

　種族として存在していく以上は周囲に男性がいる環境でなければならない。よく絶滅してなかったな、などと考えた真の思考はかなり的を射ている。

「僕は大丈夫ですよ。だって巴にも通用しなかったんでしょ？　だったら大丈夫。エマも僕が守っていますから、さあ」

「でも、真様からはその、あまり魔力を感じないのですけど」

「とても無事に済むなんて思えません」

　真は今、ある修練をしている。その影響もあって今は界を魔力の抑圧に使っている事が多い。目の前に客人を迎えている今もその状態だ。ゴルゴンの二人が抱く不安ももっともだった。

「お二方とも、巴様に効かなかった力が真様に効果を示す事は絶対にありません。私も大丈夫ですから外して下さい。それが、真様の望みなのですから」

　エマに促されて、ゴルゴンはそれぞれに目隠しに手を掛ける。ざわりと髪がうねるが、真は気にした様子もなく二人を見ている。エマは大丈夫と言いながらも少し緊張しているのか身を硬くしている。

「では……」

「……」

　二人は目隠しを外した。目の前にはヒューマンだと名乗った男性とオークの女性。石化する事もなく、二人を見ていた。

「ふむ、確かに強い効果を持つ瞳みたいですね。魔眼って奴の一種なのかな。でもそんな風に眼を覆ってしまうと色々と不便でしょう？」

　真は二人に普通に話しかける。エマは安堵の溜息を漏らした。彼女の反応はむしろ当然だろう。事実、ゴルゴンも瞳を見開き、目の前の二人を見つめていた。

「あ、ええと、ああ、はい。その食べ物も石になってしまうし。栄養というか精気を吸えるので大丈夫なのですが、目隠しをしてでも普通に食べた方が美味しいですね。それに、以前にも面談でお話ししたのですが他種族の方から精を頂くにしても何かと不便が……。何より視界が奪われますので日常全てに不自由が生じます」

「ああ、確かにそれは不便そうですね。ヒューマンにはわざわざそうするやり方もあると聞いたことがありますが……」

　先に正気に戻った方のゴルゴンが不便を述べる。それに同意して答えたエマが、何故か真を見る。少しだけ醒めた目のように真には感じられた。わざわざ後半の不便に言及した事にも意図を感じる。

「エマ。そこで僕を見ないで。そこを突っ込まなくても不便なのは十分わかったから。でも、ゴルゴンさん。僕は流石に皆さんに子供を作る相手までは用意できないので、そこは自由恋愛というか、要交渉という事になりますけど構いませんか？」

「はい。そうして頂けるならむしろお礼を申し上げたい程です。ただ、真様ご自身やそれに守られた方ならともかく、他の住人の方はこの目に耐えられるかという問題は残りますけれど……」

「ああ、それなら大丈夫です。その目隠しがあれば現状でも大丈夫、だったよねエマ」

「はい。問題ありません」

「ならその目隠しと同様の効果を眼鏡かコンタクトに出来れば問題ないな。という訳で多分解決できます。知識の共有だとか戦闘訓練への参加、都市建築への協力、それに雑務全般についても全部肯定してくれてますから、僕が望むのは先ほど言った子供作りの事だけですかね。そこだけちゃんとしてもらえたら。亜空でその眼がどのくらい発揮されちゃうのかも確かめながらですけど、移住については歓迎しますよ」

『本当ですか！』

　ゴルゴン二人が席を立って真を射抜く程に見つめた。絶対に最後で拒否されるとネガティブに考えていた二人にとっては信じられない答えだった。

「ではゴルゴンの皆様も移住でよろしいのですね？」

「それはもう、本当に嬉しいですけど」

「本当に、本当によろしいんですか？　だって、石に変える事は出来ても私達、戻せないような種族なのに」

「あ、そうか。石化ですけど、多分直せちゃうんで問題ないですよ」

『え!?』

　真は思い出したように石のテーブルに手をあてる。先ほど、ゴルゴンが目隠しを取った際に一瞬で石化したものだ。元は立派な木のテーブルだった。何やら魔力を流す真。

「えっと、こうか。それで、こうすればっと」

　冷たい灰色に変じたテーブルが、彼の言葉と共にあっさりと元の明るい茶色に戻る。だが、またすぐに石化する。当然だ。ゴルゴンの眼に晒されているのだから。常に石化し続けさせてしまうから、彼女達自身も石化解除の手段を見出すのを早々に諦めてしまっていた。

「あ!?　しまった！　だから、えっと石化への耐性も一緒に付けないと意味がないのか。じゃあ、こうだ！」

　反省して再びテーブルに魔力を流す真。

　見守るゴルゴン二人。一瞬とはいっても石化を解除されたテーブルを見て言葉を失っている。一方のエマは特に動揺もなく、真のやる事を見ている。いちいち真に驚く時期を、彼女は既に通過していた。

　今度は、テーブルも石に戻る事もなく木のまま。

　しばらく時間が経過しても石化する事はなかった。

「嘘みたい」

「この目隠し、一生着けなきゃって諦めていたのに……」

「ちょっと前に厄介な状態異常の解除に挑戦しましてね。その副産物で、結構色んな異常に対応出来るようになったんですよ」

　真は二人から向けられる尊敬の眼差しに照れくさそうに笑う。彼が識や他の皆と挑んだ厄介な状態異常、樹刑はゴルゴンの石化よりも遥かに難解で強力なものだった。それだけに真も彼女たちの能力である石化に落ち着いて対応出来たのだった。かの刑による樹木化は存在そのものに干渉して恐ろしい変化をもたらす。亜空の頭脳を結集しても解呪方法の確立に数ヶ月の期間を要した。

「真様、是非私たちをこの世界にて保護して下さいませ」

「何にでも、従いますから」

「保護だなんて。話してみて特に社交性に問題もなさそうですから。くれぐれも不倫とか三角関係とかドロドロなのは勘弁してくれればいいんですって。父親を迎える生活に馴染みがないようですから、慣れていって頂くか、最悪の場合は迷い込ませたヒューマンで間に合わせてくれれば助かります。その悪い言い方ですけど、一夜限りってやつで」

　ゴルゴンと真の面談はその後も和やかに進み、彼女たちの移住もはっきりと決まった。
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「凄かったね。巴様にも驚いたけど、まさか真様も平気だなんて」

「それも能力で困らないように手を尽くして下さるって仰っていたわ。まるで夢を見ているよう」

「身に纏うものと言えば自分達の髪で編んだ布くらいしかなかったけど、もしかしたら普通の服も着られるかもしれないんだよね。凄い、わくわくするなあ」

　再び目隠しをつける事を真に一言謝罪され、目隠しをし直したゴルゴン二人は待機用の部屋に戻って歓談している。待機室とはいっても家具は揃っていて、客人を迎えるには十分な部屋だ。

「視界を閉じても、髪が周囲を把握するのに役立ってくれていたから何とかなってはいたけど、見ていいならそれに越した事はないものね。出来るのなら私たちもお洒落を楽しみたいし」

「戦闘訓練とかも楽しそうだよね。早く移住したいなあ」

「そうね。皆をここに連れてきてあげたい」

　ゴルゴンの二人は満面の笑みで話に華を咲かせている。彼女達はもちろん、真もまだ気がついていないが、彼女たちの移住でちょっとした問題が予想される。

　これまでに外見で一切異性を選ぶ余地のなかった彼女達が亜空に移住する。他種族でもなんでもありの女性達が。

　種族全体に素晴らしい恩恵を齎もたらしてくれた真に対して、彼女達が恩返しの一環に何をしようとするのか。自由恋愛だの、要交渉だの、曖昧な事を言った真の発言が曲解されなければ問題はない。ないが、何かが起こっても、まあ真の自業自得であろう。亜空の男性には自分も含まれるという事を忘れている真が悪い。

　ゴルゴン二百名弱。合格。十日後に移住。
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「僕達は蜜を集めるのが得意だ！」

「それに皆で連絡を取れる！」

　傍目には、真とエマが二人きりで座っているようにも見える。

　しかしよく見れば、椅子ではなくテーブルに小さなクッションが二つ置かれ、そこに面談相手が座っている。正確には座ったり立ったり、飛んだりと落ち着きなく動いていた。

（イメージ通りの子、いや人達だな。見れば見る程、フェアリーって感じだ）

　最後の面談相手は小さな妖精。真が抱く妖精のイメージそのままに無邪気で元気で悪戯を好みそうな雰囲気だ。頭に載せた王冠がママゴトの道具のように見えて微笑ましい。王である事の証明なのだろうから敬意を持たなければいけないとは思いつつ、真はほんわかしていく気持ちを止められない。魔力による状態異常でないから防ぐ事も出来ない。

「ああ、それでフェアリーの皆さんは棲んでいる森が外敵に見つかったから避難したいと」

「フェアリーじゃない！　アルエレメラ！　あんな羽虫よりも偉いんだ！」

　彼らはアルエレメラという、いわゆる妖精よりも偉い存在らしかった。だが真から見れば全くフェアリーそのもの。覚えにくい名前とも相まってついついフェアリーと呼んでしまったのだ。

　実際、彼らが羽虫と蔑視するフェアリーと並んでも、果たして真にしっかり区別出来るのかどうか怪しいものだ。

「僕らは妖精と精霊の中間なんだよ！　下位の精霊だったら干渉して従える事ができるんだ！」

　パタパタ飛んではクッションにダイブしたり、真の目前まで飛んできたりと騒がしい。エマは彼らの自由奔放な振舞いにかなり我慢をしているようだ。小刻みに震えている。

「……何で、澪様はこんなのを合格させたのか……真様の前で……」

　ぶつぶつとエマが呟く。ここが面談の場ではなく、日常の一コマなら彼女もそこまでは怒らなかったかもしれない。

「ん～。まあ数は多いけど、小さいし、問題はなさそうだね。それに皆で連絡を取り合えるって事は何かあってもすぐに教えてもらえるって事だし。探索も手伝ってくれるんだよね？」

「任せて！　僕らは勇気あるアルエレメラ！」

「なら、準備をしてもらっていじゅ──」

「反対です真様!!」

『ひゃあ!!』

「うわ!?」

　自称勇気あるアルエレメラが、突然の大声にテーブルの下に隠れてしまった。隣で大声を出された真も驚きはしたが、だから何をしたという訳でもない。

「こんな、落ち着きのない、種族全部がお子様みたいな連中、亜空に入れたら大変です！　もういっそこのまま森ごと蹂躙されてしまった方が反省するのではないでしょうか！」

「エ、エマ」

「これは面談ですよ!?　しかも種族の未来を懸けた！　なのに、この、仮にも種族の王がすることですか!!」

　エマの怒りが頂点に達したようだった。真は天を仰ぐ。確かに、先の二つの種族と比較すると、アルエレメラの態度には問題が多い。真は彼らを子供だと思って甘く判断していたが、見た目が小さかろうと可愛かろうと彼らは成体であり、面談に臨んでいるのは王だ。エマは彼らを一つの成熟した種族として見ていたから、あまりの無礼に怒りを見せたのだろう。そして、種族の王がこうなのだから他の者がこれ以上であるとは思えず、真に反対してでも移住を否定した。

　成人を迎えても精神性は幼いままであるのが普通だとすれば酷な要求かもしれない。だがエマにはどうしても認められなかったのだろう。

「落ち着いて、エマ、ストップ！」

「いいえ駄目です真様！　真様はこの連中に甘すぎます！　何がアルエレメラですか、何が妖精と精霊の中間ですか！　だったら今迫っているリズーの群れくらい撃退してみせなさいな！　そうです、そのくらい出来てからもう一度ここに来ればいいんです！」

　初めてキレるエマを見た真は、何とか彼女を宥めるべく必死に話しかけ、そしてリザードを呼んでアルエレメラの代表者を部屋へと戻すよう指示する。飛び回って逃げる妖精に対してエマは腕を振り回して怒っている。実に珍しい光景だった。

　リザードも怒り狂うエマを見て呆気に取られながら、それでも主君の命めいに従って小さな客人を避難させた。

「鳥篭に詰めて森に放り込んでやる！　どこに逃げたの羽虫!!」

「エマ、わかったから。とりあえず彼らは帰すから。落ち着けーー!!」
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「何だよ、あのオーク！　僕らがどれだけ強いのかまるでわかってない！」

「リズーなんて怖くないけど、戦いになれば仲間も怪我するから移住してやろうと思ったのに！」

「こうなったらリズーを追い返してあの女に謝らせるんだ！」

「凄い！　王様頭良い！　でも引越しはどうするの？」

「ここの花は凄く美味しい蜜を出すから、あの森よりもここに住みたい！　僕は王様だから皆にもこの蜜を分け与えないといけない！」

「じゃあ帰って戦争の準備をしなきゃ！」

「そうだね！　真様にも僕らの力を見せるんだ！」

　アルエレメラ約三百名。保留。
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　その夜、真は従者達と食後の団欒を過ごしていた。その日の面談の結果を報告しながら寛いだ時間を過ごしている。

「では、二種族増やすのですね。ゴルゴンについては私がドワーフと相談して眼鏡とコンタクトの両タイプの道具を作製してみましょう」

「識はゴルゴンに対応するか。なら儂は翼人かの。訓練のメニューも考えてやるとするか。四種類でどのくらい能力や適性が異なるのかにも興味がある」

「よろしくね二人とも」

「それにしても澪、変な種族まで通すでないわ、聞いておるのか、澪！」

　巴と識が真の話した内容に従って自分の動き方を決めていく。巴に怒られた澪はといえば、小さな器と野菜スティックが色とりどりに盛り付けられた器を手に、真の傍に寄っていった。

「若様、若様。これ食べてみてくださいな」

「野菜スティック？　あれ、これってもしかしてマヨネーズ!?　澪自分で作ったの!?」

「はい！　頑張りました！」

「へえ！　じゃあ頂くね。……うん、懐かしい！　かなり近い味だ！　野菜はこっちの方が断然美味しいし、最高だよ澪！」

「うふふふふ」

　すっかりご満悦の澪は巴の言葉など右から左、いや耳に入ってすらいないかもしれない。

「ほお、これがマヨネーズですか。澪殿、私も頂いていいですか？」

「若様も喜んでくださったし、よいわよ。識、味わって食べなさいね」

「では。これは、酸味、コク、旨味……。複雑な味ですなあ。野菜にもよく合います。ふむ、どうにか鍋にも……」

　識もマヨネーズの名に心惹かれたのか味見をする。結果はかなりの好感触だったようだ。

　黙々と色んな種類を食べ進めながら鍋への活用方法を考えている。

「ふん、確かに美味いが。こんなもの、近々出来る味噌に比べれば全く及ばんわ！」

「その味噌が出来ないから、私がこうして色々再現しているんじゃありませんか。早くお味噌汁を作らせて下さいな巴さん！　お醤油もですからね!!」

「すぐじゃ、もうすぐじゃ！　む、意外といけるのが悔しいのう！」

　と言いながら巴はキュウリとニンジンを齧かじっている。お気に入りはキュウリのようだ。きっと、もろきゅうも好物になるんだろうな、と真は思った。

「巴、マヨネーズには強烈な信者がつくからあまり不用意な事は言うもんじゃないよ……」

　セロリを齧りながら真は苦笑して巴と澪の様子を見守っていた。

　新たな住人を得て、亜空も二年目を迎える。
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